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    オープニング　親の下心子知らず


    



    「鼓こ修す理りいいっ、うあああっ、鼓修理いいいっ。どうしてパパに心を閉ざしちゃったんだい、なんでもするから、戻ってきておくれよぉ」


    「……会長。先方がこちらを唖あ然ぜんとした様子で凝ぎよう視ししております。それに、あまり騒ぐと女将おかみが飛んでくるおそれが」


    　秘書の忠告に、鬼おに頭がしら慶けい介すけは突っ伏していたテーブルから勢いよく顔を上げた。


    「だってさあ！　昨日きのうやっとＰピーＭエム電話が繋つながったと思ったのに、鼓修理のやつ、一言も喋しやべらなかったんだよ？　わざわざ電話越しで僕のことを無視してきたんだ！　悔しいから鼓修理への愛を一方的に延々語ってたんだけど、三時間くらいでさすがに僕の心が折れたよ！」


    　なんで鼓修理は戻ってきてくれないんだ……と、鬼頭は再びうなだれた。


    「……その格好のせいでは？」


    　と、鬼頭の醜しゆう態たいにしばらく大人の対応を取っていた先方──善ぜん導どう課のとある幹部がこらえきれなくなったかのように指摘した。


    「あー、これは違うよ。この姿は、鼓修理に見せたことないんだ」


    　鬼頭はふざけたようにしなをつくりながら、善導課幹部を見み据すえた。


    「この格好でいるときの僕は、鬼おに頭がしら慶けい介すけじゃない。だから、どんな汚きたない仕事をしても心が痛まないんだ。いまみたいにね」


    　言いながら、鬼頭は胸の辺りまで垂れ下がった髪を耳にかけ、ふわふわしたゴスロリドレスの胸元から厚みのある茶封筒を取り出した。


    　善ぜん導どう課幹部が腰を浮かせてそれを凝ぎよう視しする。


    　封筒の中身は、巨大下ネタテロ組織《震しん激げきの尻いさらい》が所有するエロ本『パーフェクトブルマ』の原本だ。それを指で摘つまんでひらひらとやりながら、鬼頭は独り言のように続ける。


    「この前の立てこもり事件辺りからキツくなってる僕への監視が弱まったりすると、舞い上がった僕の隙すきをついて、この子、家出しちゃうかもね」


    　善導課幹部は「わかった、わかったから！」と封筒に手を伸ばす。


    「慌あわてすぎだぞっ☆」


    　鬼頭はひょいとそれを避けて封筒を再び胸元に隠す。


    　不健全雑誌の単純所持は合法だが、譲渡は違法。


    　そんな大前提を忘れてしまうほど、この善導課幹部は目の前のエサに夢中らしい。


    「この子たちってば、男子トイレの個室とかが大好きだから。仕事が終わったあとにこの温泉宿を探してみるといいよ」


    　鬼頭が言うと、善導課幹部は血走った目で部屋を出ていった。部下やらなにやらに、早速根回しを開始するのだろう。


    「ふぃー、と。いろいろと手札を切っちゃったけど、これでやっと一段落だ」


    　一人娘である鼓こ修す理りの暴走に端たんを発した、鬼頭慶介の地位を脅おびやかす事象の数々。ここしばらくは後処理に追われて多忙だったが、いまの賄わい賂ろで仕上げだ。


    　数日後には、鬼頭への警戒網はずいぶんと緩ゆるくなっていることだろう。


    「けどまだ、いっちばんのたんこぶが目の上に残ってるんだよねぇ」


    　鬼頭はぼやきながら自身のＰピーＭエムを展開させ、配信されるテレビ番組を虚こ空くうに投影した。


    〝──ですから、あの立てこもり事件はすべて、《ＳＯＸソツクス》の自作自演なんです！　ああやって民衆のヒーローを演じて、自分たちの汚けがらわしい思想に正当性を持たせようという腹なんです！　まったく、幼よう稚ちな印象操作ですよ！〟


    　下ネタテロ組織《群むれた布地》が清せい麗れい指定都市の中学校に立てこもるという未み曾ぞ有うの大事件。それをこともあろうに同じ下ネタテロ組織である《ＳＯＸ》が鎮ちん圧あつしてから数日。


    　どのテレビ局も通常の放送内容を変更し、《ＳＯＸ》を徹底的に糾きゆう弾だんする特集を流し続けていた。内容はどこも似たり寄ったりで、違いといえばゲストコメンテーターの肩書きくらいだ。


    　鬼頭はさて次の局、と画面に指を這はわせる。


    「あ、これおもしろいっ」


    　鬼頭はなにやら琴きん線せんに触れる報道番組を見つけたらしい。


    〝──『プレイボール』を禁止単語と言い間違えた審判が逮たい捕ほされた先日の事件も、《ＳＯＸソツクス》が原因なのは明白！　《ＳＯＸ》による精神汚染はすでにかなり深いところまで浸透している！〟


    　画面では、どこぞの有名大学の看板を背負った年配男性が熱弁を振るっていた。


    「言いがかりつけるならこれくらい感情的じゃないとね。いい意味でも悪い意味でも、情に訴えるってのが一番利くんだからさ。いいね、この放送局。買収しちゃおっか？」


    　善ぜん導どう課の要請を無視するという鬼おに頭がしららしからぬむちゃがたたり、鬼頭家傘さん下かにあった放送局は無期限の放送権剥はく奪だつ中だ。


    「難しいですね。この放送局は、政府の影響が飛び抜けて大きいですから」


    　ちぇー、と唇くちびるを尖とがらせながら、鬼頭はまた別の番組へ。


    〝──というように《ＳＯＸ》は汚けがらわしい悪であるということを親御さんたちがしっかりと理解、認識することで、下着を頭にかぶってヒーローごっこに興じている児童たちを毅き然ぜんとした態度で叱しかることができるんです〟


    　下着をかぶってはいけません、と善導課が異例の呼びかけを行おこなったのはつい昨日きのうのことだ。本来ならば善導課が自みずから公こう序じよ良りよう俗ぞくに違反する行為を提示することはないのだが、立てこもりの一件以降、真ま似ねをする子供が急増したゆえの苦く肉にくの策だったのだろう。


    　はい次、と鬼頭はまた別の番組へと移動する。


    〝──ＰピーＭエムネットの掲示板などでもですね、立てこもりの一件は《ＳＯＸ》の自作自演に違いないという論調が支配的なんですよ〟


    　四十代ほどのコメンテーターがネットの書き込みから抽出した文章を元に作成したらしいフリップを構えて解説を加えていた。


    『立てこもり犯の手引きなしに善導課の包囲網を突破できるはずねえじゃん』


    『犯人は何十人もいたんだろ。《ＳＯＸ》はあの少人数でどうやって鎮ちん圧あつしたんだよ（笑）』


    　など、フリップには《ＳＯＸ》の自作自演を指示するそれらしい論ろん拠きよが列挙されている。


    　なかには『そもそもあの演説、意味不明だったし』『自分たちが正しいって勘違いしてるよね』などという関係のない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようも混じっているが、それはお約束のレッテル貼はりだろう。


    「ニュースではこう言ってるけどさぁ、実際はどうだったわけー？」


    　鬼頭は、だらーりと畳の床ゆかに寝そべりながら秘書を見上げた。


    《雪せつ原げんの青あお》の毒電波じみた演説が全国に配信された直後、鬼頭はＰＭネット上で湧わくだろう《ＳＯＸ》関連の書き込みや話題を追うよう秘書に指示していたのだ。


    「……まだ動向を注視している過程ですが」


    　そう前置きして、秘書は淡々と報告を始めた。


    「当初は、《ＳＯＸ》を非難する意見が過半数を超え、残りはその非難を疑問視するというかたちで婉えん曲きよく的に《ＳＯＸ》を支持する声がほとんどでした。しばらくは《ＳＯＸ》支持の声が微増する流れでしたが──」


    「削除が始まったと」


    「はい。恐らくは全国の善ぜん導どう課職員を一時的に緊急動員したのでしょう。《ＳＯＸソツクス》を少しでも好意的に解釈する書き込みは削除され続けました。


    　擁よう護ごの書き込みやメール配信を行おこなった者が、厳重注意の名めい目もくで善導課に拘こう束そくされたという話も広がり、《ＳＯＸ》擁護の声が新たに上がる気配はもうありません」


    「ふーん」


    　事件直後の浮き足だったタイミングだったとはいえ、善導課に目をつけられる可能性の高いネット上でさえその支持率だ。いまこの瞬間、現実世界では《ＳＯＸ》を肯こう定ていする意見が多く交わされていることだろう。


    「やっぱりすごいねえ、《ＳＯＸ》は。想像以上の人気だ」


    　鬼おに頭がしらは秘書に向かってにへらと微笑ほほえんだ。


    　性知識の有う無むにかかわらず、善導課や政府、報道規制に対して漠ばく然ぜんとした違和感や不満をもっている者は多い。


    　そんなときに意味不明なほど堂々と、真っ向から反はん骨こつ精神を振り回す者が現れれば、たとえそれが頭に下着を装着した変態だったとしても、主義主張がちょっとばかりトンチンカンでも、ヒーロー扱いされ支持される。


    　しかも《ＳＯＸ》は、現代日本において黄金がごとき価値のあるエロ資源を惜しげもなく民衆にバラまくのだ。


    《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》を中心としたいまの体制に反発を抱いだく人々にとって、《ＳＯＸ》の活動はこれ以上ないガス抜きだろう。


    　だからこそ、


    「ああ、本当に邪魔だなぁ。《ＳＯＸあいつら》。僕の計画を邪魔するようなことばっかりしてさぁ」


    　秘書がぎょっとしたように眉まゆ根ねを寄せる。


    　なにをいまさらびっくりしてるの、と秘書をからかいながら、鬼頭は畳を転がった。


    　力ずくで《ＳＯＸ》を潰つぶすのは簡単だ。


    　しかし、善導課に収奪されるはずだったエロ本や愛いとしい一人娘の暴走など、鬼頭は不本意ながら《ＳＯＸ》に多くを救われている。


    　そんな相手を理り不ふ尽じんに叩たたき潰すなど筋の通らないことをすればどうなるか。


    　いま鬼頭家傘さん下かにある巨大下ネタテロ組織《震しん激げきの尻いさらい》《ベーコンレタス母の会》は、鬼頭に対して確実に不信感を抱くだろう。もう少しで鬼頭家傘下に引き込めそうな《捕ほ乳にゆう類》や《絶対領域》も鬼頭を信用できない手合いと判断しそっぽを向くに違いない。


    　なにより、そんな強引な手段をとれば、今度こそ鬼頭は鼓こ修す理りから決定的に嫌われてしまう。


    　──だから鬼頭は《ＳＯＸ》を潰すために、


    　日本四大下ネタテロ組織が納得し、


    　鼓こ修す理りが《ＳＯＸソツクス》に幻げん滅めつして鬼おに頭がしらの元に自分から帰ってきてくれるような、


    　それでいて《ＳＯＸ》の所有するエロ資源が転がり込んでくる、


    　そんな条件を満たす煩はん雑ざつな策略を実行せねばならない。


    「構想も下準備も整ってるから、あとはシチュエーションだけなんだけどなー」


    　どうやって《ＳＯＸ》を舞台に上がらせたものかと、鬼頭が頭を抱えたそのときである。


    　──こんこん。


    「お客様。少々お時間よろしいでしょうか？」


    「……。どしたの女将おかみー。急に来られると、おじさんびっくりしちゃうんだけどなー」


    　福ふく音いんは、予想外の場所から鬼頭の下もとにやってきた。

  



  
    



    


    第一章　夏休みの計画倒れ


    



    　夏休みを来週末に控えた、ある日の放課後。


    　僕、奥おく間ま狸たぬ吉きちと華か城じよう先輩は、下ネタテロ組織《ＳＯＸ》の夏休みにおける活動方針を話し合うため、いつもの喫茶店に二人で訪れていた。……はずだったのだけど。


    　喫茶店の店主から「新メニューとしてラーメンを試作したので味見してほしい」と耳を疑うような依頼を受け、話し合いもそこそこに早めの夕食をとっていた。


    　仕送りで暮らしている身としては食費が浮いて嬉うれしいのだけど、巨大ハンバーグ以上の迷走ぶりを見せ始めたこの喫茶店の行く末が心配である。


    　と、向かいに座る華城先輩がふぅと小さく息を吐き、物憂うげな表情で頬ほお杖づえをついた。


    「白いカラスやヘビは神聖視されるのに、どうしてザーメンは神聖視されないのかしらね……」


    　ラーメン喰くってるときにザーメンの話をするな。


    　僕はずるずるとラーメンをすすりながら、抗議の意味を込めて華城先輩を睨にらんだ。


    「なぁに狸吉。口からじゅるじゅる下品な音を立てて上目遣いなんて、いつの間にそれほどの女子力を手に入れたの？」


    「いい加減にしろやあ！」


    　口に含んでいたラーメンを強引にごっくんし、僕は華か城じよう先輩をびしりと指さした。　


    「いくら華城先輩でも、食事中にその発言は許されませんよ！」


    　アンナ先輩みたいな健全な人間になりたいと自分を殺し続けてきた後遺症で、僕は下ネタに反射的なキツいツッコミを入れる癖がついてしまっている。


    　少し前まではそれを気にしていたのだけど、たぶんその当時でさえ、いまの華城先輩の下ネタには欠片かけらの負い目なく噛かみついていたことだろう。


    「ふっ、わかってないわね、狸たぬ吉きち」


    　席についたときから三つ編み眼鏡めがねを解除し、完全に下ネタモードとなっている華城先輩は僕の抗議なんてどこ吹く風で、


    「そこは是ぜ非ひとも『ザーメンと神聖視で精せい子しがかかってるんですよね？』って言ってほしかったわ」


    「言えるわけがない！」


    　僕は首元と手首に巻き付けられた超小型情報端末、通称ＰピーＭエムを華城先輩に突きつける。　


    　日本国民のすべてに装着が義務づけられているこの端末は、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に基づいて卑ひ猥わいな単語の発信を感知し、取り締まり機関である善ぜん導どう課に通報する機能がついている。


    　同音異義語を発声した場合も、その例外ではない。


    　ＰＭは禁止単語を感知した際に前後の文章もサーバーに録音してくれるので、同音異義語で善導課に拘こう束そくされても一応は言い訳可能だ。


    　けれど回数が重なれば軽い前科がつくし、清せい麗れい指定都市の住人ならば同音異義語による拘束でも社会的ダメージに直結する。


    　殺人やらなんやらの冤えん罪ざいで社会的な信用をなくすのと、まあ同じようなものだ。


    　ただし、唯ゆい一いつの例外がいま僕の目の前にいる華城綾あや女め先輩。


    　彼女は十年以上前に生産が中止された携帯電話なるものからある番号に電話をかけることで、一日合計三分間、ＰＭの禁止単語探知から逃のがれられるのだ。


    　なんだそんなこと、と侮あなどるなかれ。


    　先輩はこの特性とハエの交尾映像を組み合わせることで、性知識を封印された若者に妊にん娠しんの真相を知らしめる性教師、下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》のリーダー、《雪せつ原げんの青あお》と化す。


    　それだけじゃない。


    　この一日三分間の自由は華城先輩の命綱だ。


    　幼少の頃には父親の股こ間かんに「パパ！」と呼びかけご満悦、いまでも精神安定のために「チンコ」などの幼稚園レベルの卑ひ語ごを連呼する、華城先輩は生まれながらの下ネタ中毒者だ。


    　そんな華城先輩がなんとかいまの社会に紛まぎれ込めているのは、ひとえにこの一日三分間のガス抜きのおかげだ。


    　でなければこんな、胎たい教きようとして下ネタを聞かされ続けたんじゃないかと本気で疑ってしまうような下ネタの申し子、とっくに逮たい捕ほされているはずである。


    　意外とまともなことも考えてたりして、この人にずっとついていこうと頷うなずけるくらいには憧あこがれの先輩なのだけど、それこそたまーに「あれ？　なんでこんな変質者が野放しになってるんだ通報しなきゃ」とか思ってしまうほど困った人なのだ。


    「とにかく、いくら先輩でも食べ物でふざけちゃダメです。ってか、普通に食欲落ちますし」


    「あら。スタッフが後で美お味いしくいただけば、途中経過がどんな酷ひどい扱いでも許されるものと思っていたのだけど、勘違いだったかしらね。……それにしても」


    　華か城じよう先輩は反省もほどほどにずずずーっ、と食べるペースを上げながら、


    「狸たぬ吉きちって食べ物でそんなに怒るタイプだったのね？」


    「いや、タイプとかじゃなくて、常識だと思いますけど……」


    　そう言いつつ、予想外のところに食いつかれた僕はふと、ある人物のことを思い出していた。


    　中学のときの同級生だ。


    　そういえばあいつには食べ物に関してもいろいろとキツい言葉をもらった。そのときの説教が身に染みていたのかもしれない。たった数か月前までクラスメイトだったやつのことが酷く懐なつかしく感じられておかしくなった。


    　彼女はいま清せい麗れい指定都市外の高校に進学しているはずだけど、元気にしているだろうか。


    「ぷはーっ。ごちそうさま！」


    　昔のことを思い出して少し目を離していた隙すきに、華城先輩はもうラーメンを食べ尽くしてしまっていた。


    「で、話は戻るけれど、なんでザーメンは神聖視されないのかしらね？」


    「なんで戻した!?」


    　たった数か月前のクラスメイトに郷きよう愁しゆうを覚えるわけである。


    　あの頃はまさか、こんな常じよう軌きを逸いつする先輩の下もとで下ネタテロに従事するようになるとは夢にも思っていなかった。


    　にしても、そこまでひっぱるネタじゃないだろ、ザーメン。


    「だって、気になるんだもの」


    　ちぇー、と唇くちびるを３のかたちにして華城先輩がむくれる。


    「拗すねてもダメです」


    「気になる気になるクリトリス♪」


    「おどけてもダメ！　なんだその意味不明にリズムいいフレーズ!?　その親指ぴくぴくやめろ！」


    「つまらないわねえ。いいこと教えてあげるから私ともっとトークしましょう？」


    「結構です。どうせろくでもない情報なんでしょうから」


    「二の腕の感触がおっぱいの触り心地とはよく言うけれど、あれは嘘うそよ。本当は、半熟卵の白身の触り心地が、マ●コにそっくりなの」


    「本当にろくでもねえ!?」


    「車の窓から手を出したときの風圧がおっぱいにそっくりとかいう話と違って、自宅で誰にも見られず試せるのがポイントよ」


    　華か城じよう先輩が挑ちよう発はつ的な細目でにやりと僕を見つめてくるが、いや、試さないぞ!?　試さないからな？　いや、ほんと、全然そんなんじゃなくてただの好奇心だから。


    「だーっ！　わかったわかりました。なんで白い動物だけが崇あがめられるのか、でしたっけ？」


    　このままじゃあいつまで経たってもラーメンが食べられない。


    　適当でもいい。とにかく華城先輩を満足させねば。麺めんも話ものびまくる。


    「ええ。ザーメンだけが神聖視されないのはおかしいと思うの」


    「白ヘビや白カラスと違ってもともと白いから、ありがたみに欠けるんじゃないですかね」


    　いやまあ、ある意味で精せい液えきも十分神聖視されてるとは思う。昔から尊とうとい人や物は人目に触れないよう隠されていて、気軽に口にすることすらタブーとされてきたものだ。あ、口にするって話題にあげるって意味であって食すって意味じゃないから！


    「……それじゃあ、精液が赤や青に染まれば、神聖視されるようになるのかしら」


    　病気じゃねえか。


    　……まあ少々ニュアンスは違えど、神聖度は上がりそうだ。タブーというか、触っちゃいけません的な意味で。
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    　っと。アホなことを考えている場合じゃない。


    　華か城じよう先輩の気が紛まぎれている間に、僕はラーメンを一気に食べ尽くした。


    　それにしても、店主は一体なにを考えてるんだ。喫茶店のくせにラーメンなんか新メニューにして。きっとこの先、華城先輩はこの喫茶店に来るたびにラーメン注文して「ラーメンの喉のど越しがー」とか「今日きようのラーメン、濃いわね（味が）」とか言い出すんだ。　


    　実にけしからん。


    「あ、マスター。このラーメン、美お味いしかったわよ」


    　僕と華城先輩のラーメン完食を察したのか、外見だけは落ち着いた雰ふん囲い気きのナイスミドルである店主がドンブリを下げにきた。　


    　華城先輩と僕の満足げな表情を見て、店主は嬉うれしそうに頷うなずく。


    「それはよかった。綾あや女めさんのリクエストでしたからね」


    「なんかそんな予感はしてたけど、あんたのリクエストだったのかよ！」


    　おいこの先輩まさか、あの下ネタを言いたいがためにラーメン作らせたんじゃなかろうな。


    　すると華城先輩は急にだらーと机の上に上半身を投げ出し、「だってー」と間の抜けた声を発した。　


    「あれだけの大事件を乗り越えたあとだからかしらね。気が緩ゆるんじゃったみたいで、下ネタがうまく出てこなくなっちゃったのよ。だからちょっと、小道具がほしいなって」


    　あれで本調子じゃないとか！　


    　改めて戦せん慄りつしつつ、言われてみれば確かにちょっとパワー不足だった気がする。


    「まあ、わからなくもないです」


    《ＳＯＸソツクス》どころか日本全国の下ネタテロ組織の存そん亡ぼうに関わる大事件となった、《群むれた布地》の大暴走。からくもこれを解決してから、まだ十日と経たっていないのだ。


    　いくら華城先輩といえど、燃え尽き症候群状態になってしまうのはいたしかたないだろう。


    「けど、気を抜いてばかりもいられないでしょう」


    《群れた布地》が起こした大事件は、世間に大きな衝撃を与えた。


    　事件の収しゆう束そくから十日と経たず、その影響は各所に現れている。


    《群れた布地》の頭とう目もくである一いち之の瀬せ琢たく磨まを筆頭に、メンバーの多くが在籍していた第一清せい麗れい指定都市内の大学が廃校になったというのは最も身近かつ大きな影響の一つだ。


    　大学院も含めて二千人以上の在校生、二百名近い教員が路頭に迷わされているという。そしてその家族さえも、風評被害で会社や学校を辞めざるをえない状況にあるという。善ぜん導どう課が責任をもって再教育を施し、再就職再修学先を確保するという話だが……。　


    　どうせ善導課の新たな構成員にするか、医療や農業関連──いわゆる性知識と切り離せない専門職コースに放り込む腹づもりなのだろう。


    　ちなみにあのド変態、一いち之の瀬せ琢たく磨まとその不愉快な仲間たちは、そろって最北の収容施設に移送されたそうだ。


    　その収容施設は《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に違反した犯罪者の中でも特に凶悪な者が放り込まれる場所で、僕の父親と華か城じよう先輩の父親もそこにいる。いま頃は青空の下で畑を耕し家畜を世話しと、健康的な強制労働ライフを送っていることだろう。


    　と、ここまでは後日談みたいなものだ。


    「ＰピーＭエム配信ニュース、観みたでしょう？　酷ひどいもんですよ」


    　一連の事件はすべて《ＳＯＸソツクス》の自作自演という論調で、凄すさまじいバッシングが吹き荒れている。ＰＭネットワーク上でも、《ＳＯＸ》を批判する書き込みしか生き残っていない。


    「あー、いいのいいの。そんなの想定内だし、気にしてなんていられないわ」


    　僕の焦あせりや憤いきどおりを、華城先輩はちゃいちゃいとかるーく手のひらを振って横に流す。


    「あのお粗末な報道に流されて、結構な割合の人が私たち《ＳＯＸ》が悪いと認識するようになるでしょうね。けどそんな思考停止した連中からのご理解なんてあとで簡単に取り返せるわ。ネット上での初動を見た限り、然しかるべき人たちはちゃんとわかってくれている。性知識の有う無むに関係なくね。第一清せい麗れい指定都市内の学生からの信頼も回復してるし、いまはそれで十分よ」


    「確かにそうですけど……」


    《群むれた布地》の起こした一連の事件を直接体験したせいか、僕たちの所属する時とき岡おか学園を中心に、第一清麗指定都市内の学生は《ＳＯＸ》を強く支持するようになっている。


    《群れた布地》への対処で中断を余儀なくされたが、夏休みが明ければその信頼を媒体として、第一清麗指定都市内の若者への性知識流る布ふはおおかた完了するだろう。


    　……けど、本当にその考え方でいいのだろうか。


    　なんだかよくわからないモヤモヤが頭に満ちるが結局言葉にできず、「いま問題なのはむしろ」と顔を上げた華城先輩の続く言葉に意識をもっていかれる。


    「今日きようの本題にも直結するのだけど……私が以前、日本四大下ネタテロ組織に谷や津つヶが森もりの過激なエロ本を譲渡したのは覚えてるわね？」


    「……ああ。それと引き換えに手に入れた森しん羅ら万ばん象しようなんちゃらのせいで、僕と轟ごう力りき先輩に対する風評被害が始まったんでしたっけ？」


    　あのＢＬボーイズラブ入門書が華城先輩と早さ乙おと女め先輩という二人の金の卵を腐ふ化かさせたことをきっかけに、いまや時岡学園中の女子生徒は不ふ破わさんを中心にもれなく腐女子化している。物陰にみっちり詰まってこちらを視し姦かんする様子はまるで納豆である。


    　華城先輩は僕が向けるジト目から逃のがれるように身をよじりながら「言っとくけど！」となにやら言い訳の体勢に入る。


    「私はもう、腐れ趣味は卒業したのよ？」


    　華城先輩はむふーっ、とふんぞり返りながら「いまはこれがトレンドね」と鞄かばんからシャーペンと消しゴムを引っ張り出してくる。


    「シャーペン×消しゴム」


    「アイ　キャント　スピーク　イングリッシュ」


    　華か城じよう先輩がいきなり日本語圏から逸いつ脱だつし始めたせいだ。混乱した僕の口からぽろっと受験英語が飛び出した。すると華城先輩がしたり顔で解説を始める。やめてください。


    「純白の肌はだにメスブタとか落書きされる消しゴムちゃん。シャーペンの芯しんを体内に何度も出し入れされて『そんな奥まで、無理……っ』ともだえる消しゴムちゃん。けれど消しゴムちゃんの『え？　まさか中折れしちゃったの？（芯が）』という一言で攻守逆転！　ああもうこれだけでご飯三杯はいける！」


    　腐ふ女じよ子しを卒業どころか進学してんじゃねえかふざけんな。


    　僕が観念したことに満足したのか、華城先輩はにんまり笑いながら「それでその四大下ネタテロ組織についてだけど」と話の筋を戻した。


    　さすがは腐女子、被害者の声を圧殺する術すべから腐ってやがる。


    「《群むれた布地》が騒がれ始めた頃から、四大下ネタテロ組織が私の托したエロ本のコピーをバラまかなくなっているらしいの。いまじゃあもう、すっかり活動を抑えてしまってるらしいわ」


    　日本四大下ネタテロ組織……僕の父である奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうが現役で下ネタテロリストだった頃から存在しているらしい、現代日本における反体制組織の大御所だ。


    《震しん激げきの尻いさらい》《ベーコンレタス母の会》《絶対領域》《捕ほ乳にゆう類》。


    　詳しい情報が公表されていないから確かなことは不明だけど、その構成員数は合わせて一万人に達するとも言われている。僕たち《ＳＯＸソツクス》にこっそり協力してくれる人がたくさんいるように彼らにも陰の協力者がいるとすれば、その影響力はかなり大きいだろう。


    　第一清せい麗れい指定都市内の性知識流る布ふが一段落したいま、第一清麗指定都市外の若者への性知識流布が視野に入りつつある僕たち《ＳＯＸ》にとって、そんな大きな外部組織たちとの繋つながりが断絶しつつあるのは密ひそかに大きな問題だ。


    「《群れた布地》を粛しゆく清せいしたときの私の演説が決め手だったのでしょうね」


    　華城先輩はぽつりと言った。


    「シチュエーションも相まって、思想の相あい容いれない組織は力ずくで潰つぶすって捉とらえられても仕方ない演説だったもの。どこのテロ組織も、私たち《ＳＯＸ》と協力体制を敷くことに慎重になってるみたい」


    「……そんなことないと思いますけど」


    　不本意ながらあの演説にちょっと心動かされてしまった立場からフォローしてみるも、華城先輩はなぜか頑かたくなに頷うなずこうとはしなかった。


    「ま、本心だったし、ぶちまけたことに後悔はしてないわ。けどまあやっぱりそれにしたって、清せい麗れい指定都市外のパイプが全部途絶えちゃうのはいただけない。──そこで」


    　やっと本題とばかり、華か城じよう先輩が「ビンビン」と無駄な効果音を口ずさみながら人さし指を立てた。


    「私たち《ＳＯＸソツクス》が夏休みにすべきことは、ここ第一清麗指定都市外の下ネタテロ組織との信頼関係を再構築することよ。以前よりも強固に、じっくり時間をかけてね」


    　前に華城先輩が谷や津つヶが森もりの過激エロ本を土産みやげに四大下ネタテロ組織と接触した際は、週末のわずかな時間をやりくりして簡単な対話しか行おこなっていなかった。じっくり腰を据すえてやりとりする時間はなかったはずだ。結果、華城先輩のあの演説で揺ゆらいでしまうほど、構築された協力体制は不確かなものだった。


    「相あい容いれない組織があるのは仕方ないわ。けれど手を取り合える人たちまで誤解で対立しちゃうのはもったいないものね」


    　長期休暇をフル活用し、清麗指定都市外への揺るぎないパイプをつくる。それがこの夏休みにおける《ＳＯＸ》の展望らしい。


    　うん、妥だ当とうなところだろう。


    「簡単な話じゃないでしょうけど、こっちには過激なエロ本の数々に、早さ乙おと女め先輩の制作するオリジナルエロがあるわ。カードはよりどりみどりだし、全部の組織と仲良くしようってわけじゃないから。こちらの考えを誤解なく伝えることができれば、少なくない味方ができるでしょうね」


    　とまとめたところで、華城先輩が「だからねー」と再び机に突っ伏した。


    「《群むれた布地》との攻防に比べると格段に緊迫感が下がるっていうか、やっぱり気が緩ゆるみっぱなしになっちゃってるわけなのよ。下ネタ補助食品に頼らないと下ネタが出てこないほどに、いまの私は気が抜けちゃってるわ」


    「おい、なんだその健康補助食品のパチモンは」


    　ラーメン、バナナ、ヨーグルト、にんじん、きゅうり、大根、チョコ、恵え方ほう巻き、豆……。


    　ああいや、深い意味はないですよ？


    「あー、ほら。気が抜けてる証しよう拠こに、今日きようはもう三分間をほとんど使い切っちゃったわ」


    　華城先輩が例の携帯電話を見つめながら机の上でごろごろと頭を転がす。


    　え？　もう三分間を使い切ったの？　


    　怒ど濤とうの下ネタラッシュに日夜晒さらされてきたせいか、なんか物足りないとか考えてしまう僕はもうすっかり調教済みらしい。もっとも、反射的に下ネタに噛かみつく癖はいまだ健在だが。


    「とまあ、こんなだらけた状態で交渉に挑いどむわけにもいかないし……ってところでちょっと提案なのだけど」


    　華城先輩が自身のＰピーＭエムを起動させ、宙に画面を投影させる。


    「《ＳＯＸ》の面メン子ツで二泊三日の温泉旅行に行こうと思うんだけど、どう？」


    「え？　温泉ですか？」


    　不意打ちなうえ、夏という季節に似つかわしくない単語に目を丸くした。


    「あら、不満？　狸たぬ吉きちのことだから通報されても文句言えないくらいに息を荒らげて賛成すると思ってたのに」


    「人を一体なんだと……」


    「そうね、ちょっと考えが足りなかったわ。狸吉は海水浴が大好きだものね。泳ぐことで精せい巣そう回帰願望を満たす人種なんでしょう？」


    「人を一体なんだと思ってんだ！　つーか最後の一秒を振り絞ってまで言うセリフか！」


    　この前は『コタツが懐なつかしい』と呟つぶやいただけで『胎たい内ない回帰願望があるの？』だったしな。


    　大体、海水浴なんて文化は日本じゃとっくに廃すたれている。父さんから海水浴がどんなものか聞いたことがあるけど、海岸に布きれ数枚をまとっただけの女性がひしめくってほとんどホラーだぞ。


    　ちなみにプールは現在、水難事故訓練という名めい目もくの授業で使われ、服を着たまま泳ぐ技術を学ぶ場になっている。服に空気を取り込んで浮き輪にしたりするアレである。水着、などというアイテムは携帯電話と同じくらい昔に生産がストップしている。


    「実はこの温泉旅行、私の後見人が企画してくれたものなんだけど」


    　華か城じよう先輩は「この温泉よ」とＰピーＭエムの画面を見せてくれる。


    　そこには、幅広い川を中心として周囲を山に囲まれた温泉街の写真。どうやらとある温泉宿のウェブサイトらしいが。


    「……って、ここ、朱あけ門かど温泉じゃないですか!?」


    　気づいて目を剥むいた。


    　朱門温泉といえば、第一清せい麗れい指定都市が誇る超有名な温泉街だ。善ぜん導どう課幹部や世のエリート階級にも人気な避暑地で、善導課による取り締まりがほとんど必要ないほどに卑ひ猥わいと程遠い観光地として世間から信用を勝ち得ている。第一清麗都市中心部からかなり離れた山奥にあり、アクセスには電車と専用バスで一時間半かかるらしい。


    　なんでまたこんなところを旅行先に選んだんだ、と驚いている僕に、華城先輩がさらなる追い打ち情報を追加する。


    「私の後見人ってば、朱門温泉の清きよ門かど荘そうってとこで女将おかみをやってるのよ。《ＳＯＸソツクス》の仲間を紹介がてら、たまには帰ってきて疲れを癒いやせってご命令なの」


    「……は？」


    　おいおいちょっと待て。


    　華城先輩はいつも後見人、と表現するけど、本当の両親との関係が裏工作によって白紙にされている華城先輩は、その女将とは養母養子というかたちで繋つながっているはずだ。


    　つまり、華城先輩は公的には一応、


    「超高級旅館の、跡取り娘？」


    「あら、言ってなかったかしら？　まあ、時とき岡おか学園の高等部進学と同時に一人暮らしを始めてからはテロに専念してて旅館を手伝ってないし、それも下したっ端ぱ仕事ばかりだったから、名ばかりの若女将おかみだけれどね」


    　いまさらながら、世も末だとしみじみ感じる。


    「後見人の意向を無視するのは避けたいし、これだけ気が抜けちゃってるならいっそのこと思い切り休んで、玉に弾たまをリロードしなくちゃ。ここ数か月はずっと激務だったわけだし、息抜きにはちょうどいいタイミングじゃないかしら。夏休みは一か月以上あるわけだしね」


    　確かに、華か城じよう先輩の言うとおりかもしれない。


    　よくよく考えれば、春先から四か月近く、ずっと全力で走り回っていた。


    　ここらで一いつ旦たんまったりしても、バチは当たらないだろう。


    「そうと決まれば、鼓こ修す理りと早さ乙おと女め先輩にも連絡しておきましょうか」


    　華城先輩は朱あけ門かど温泉のウェブサイトを閉じ、両者にメールを作成する。


    「そういえば、日程はどうするんですか？」


    　華城先輩は「あ、忘れてた」と送信寸前だったメールに恐らく日程を打ち込み直しながら、


    「夏休みの初日に出発して二泊三日よ」


    　今日きようから一週間ちょっとか。


    　温泉なんて子供の頃に父さんと数回入ったことがあるくらいだし、温泉宿でのんびりするなんて初めての経験だ。いろいろ下調べや準備をしないと、なんて、いまからドキドキする。


    　……下ネタの権ごん化げである華城先輩の育った土地、なにが起こるかわかったもんじゃないという不安で動どう悸きが激しくなっているだけかもしれないけど。


    「テストの直後でちょっとバタバタしちゃうかもしれないけれど、まあそこは仕方ないわね。避暑地で売ってる朱門温泉は毎年八月下旬のお祭りにかけて右肩上がりでお客が増えるから。夏休みに身内をゆっくりもてなすには最初の二、三日が限度なのよ」


    「あー、毎年ニュースになりますもんね。朱門温泉の灯とう籠ろう流しみたいなやつ……ん？」


    　なんかいま、華城先輩のセリフに不ふ穏おんなものが紛まぎれ込んでいた気が……。


    「華城先輩、テストって、なんのことですか？」


    　メールを送信し終えた華城先輩が「え？」と怪け訝げんそうな顔をした。


    「なにって、夏休み前の期末テストに決まってるでしょ。……狸たぬ吉きち、あなたまさか」


    　僕は慌あわてて鞄かばんを漁あさった。


    　学校からの配布プリントをまとめてあるファイルを机の上に広げる。


    　……あった。期末テストのお知らせ。


    　こんなのもらったっけな、と自分の頭を疑いながら凝ぎよう視しする。内容を要約すると、


    



    ・《群むれた布地》事件などの影響で遅れていた期末テストを終業式直前（今日きようから三日後と四日後の二日間）に実施。


    ・一教科でも赤点をとった者は夏休みの半分が追試に消える。


    



    　らしい。


    「……き、聞いてないぞ、こんなの……っ！」


    「数日前から大々的にアナウンスされてたはずだけど……どうやら燃え尽き賢者症候群になってたのは私だけじゃなかったみたいね」


    　華か城じよう先輩はやれやれと肩をすくめながら、「それで、大丈夫そうなの？」とわかりきったことを聞いてきた。


    「大丈夫なわけないですよ！」


    　時とき岡おか学園は風紀優良度だけでなく、学力もトップクラスの高校だ。


    　死に物ぐるいの猛勉強でなんとか入学できた僕が一か月以上まともに勉強していないとなると、期末テスト通過は至し難なんの業わざである。


    「てゆーか、勉強する暇ひまがなかったのは華城先輩も同じじゃないんですか？」


    「え？　授業受けてればどうにかなるでしょ？」


    　え？　なに？　新あら手ての下ネタ？　華城先輩がなに言ってるのかちょっとよくわからない。


    　そもそも僕はその授業さえ、下ネタテロに忙ぼう殺さつされた疲れでまともに受けてられなかったんだけど。無勉強でどうにかなるのは一昔前の保健体育くらいだ。


    「もう、仕方ないわね」


    　華城先輩が困ったもんだとため息を吐く。


    「夏休みが潰つぶれるのはもちろん、生徒会メンバーが赤点なんて変に疑われちゃうような事態は避けたいわ。今日はちょうど鼓こ修す理りもアンナも忙しいみたいで邪魔が入る心配はないし、勉強見てあげる」


    「本当ですか!?」


    「もちろんよ。さ、まずはテスト範囲の確認ね」


    　店主がサービスで出してくれたアイスコーヒーをすすりながら、華城先輩主しゆ導どうの勉強会が始まった。


    



    
      ●

    


    



    「……どうしよう」


    　翌日の放課後。


    　僕は生徒会室の長机に教科書を広げ、頭を抱えていた。


    「もう観念したらどう、狸たぬ吉きち？　おとなしく私の教えを受けなさい」


    　三つ編み眼鏡めがねの生徒会副会長モードで僕の隣に座った華か城じよう先輩が、にんまりと肩を叩たたく。


    　しっかりと内容を理解している華城先輩の教え方は確かに上じよう手ずだった。素直に教えを受けていれば、テストまで三日しかなくとも赤点回避は可能だろう。だけど……


    「さあ。年表の復習よ？　まずは基本から。一イ九ク一イ九ク年ワイマール憲法」


    「やめろぉ！」


    　華城先輩は昨日きのうからずっとこの調子だった。


    　各種年号は言わずもがな、古文漢文は勝手に下ネタ例文を作って単語や文法を覚えているし、教科書の本文なんて全部下ネタ加工処理を施して大筋を暗記してやがった。英語も同様のありさまだし、数学に至っては『二次関数の接点はパイズリ』とかドヤ顔で言い出す始末。


    　もうね。僕お得意のツッコミが炸さく裂れつしまくって、勉強どころじゃない。


    　なんなの？　華城先輩の思考言語は日本語じゃなくて下ネタなの？


    　こんな調子じゃあ、とてもじゃないけど集中なんてできっこない。


    　と、改めて頭を抱えていたそのとき。


    「……あら、綾あや女めさんも一緒にいたんですのね」


    「「っ！」」


    　現れたのは、この生徒会室の主、時とき岡おか学園生徒会長のアンナ・錦にしきノの宮みや先輩だった。


    　ドアを開けた瞬間は口元をだらしなく緩ゆるませた女捕食者の顔をしていたのだけど、僕と華城先輩が肩を並べて座っている姿に気づいた途端、能面みたいな無表情になる。


    　……無表情の中にドス黒い殺気をにじませるなんて、アンナ先輩は相変わらずスペックが高いなー。


    「生徒会室の鍵かぎが奥おく間ま君に借りられていましたから、久しぶりに二人きりになれると思いましたのに……お二人は一体、ここで、なにを？」


    　瞬まばたきする間まもなく肉にく薄はくしてきた無表情のアンナ先輩に、僕と華城先輩はそれぞれ片手で身動きを封じられた。受け答えを少しでもミスったら死ぬだろう状況に足が震える。


    《群むれた布地》の事件以降、アンナ先輩の性欲暴走は僕の蒸むれたトランクスを定期的に供きよう与よすることで抑えている。けれどそれはやはり対症療法であり、アンナ先輩自身が不安定なことには変わりない。


    　いまみたいに、少し油断するとすぐ僕の貞てい操そうや僕と周囲の人間の命が危うくなる。


    「落ち着いてアンナ！　違うのよ、奥間君が期末テストに自信がないって言うものだから、教えてあげようとしていただけなの！　そういうアンナはどうして生徒会室に!?」


    　華城先輩が決死の表情で話題を逸そらしにかかった。


    　数秒の間、華城先輩の発言を吟ぎん味みするようにアンナ先輩が沈黙する。


    「……あら、そうでしたの。そんなことならわたくしにも声をかけてくださればいいのに」


    　なんとか白判定が下ったらしく、アンナ先輩は普段の穏やかな笑みを浮かべながら僕の正面に座った。


    　僕が広げた教科書を眺めてテスト範囲をチェックしつつ、「わたくしがここに来た理由ですけれど」となぜか憂ゆう鬱うつそうな顔で華か城じよう先輩のもう一つの質問に答え始める。


    「実は昨日きのう、急に実家へ帰ることになってしまったんですの。それで、夏休み中に消化する予定だった生徒会長としての仕事を持ち帰ろうと立ち寄ったんですの」


    　そういうことだったのか。


    　一学期の業務が終了して誰も来ないだろう生徒会室なら勉強に集中できると踏んでいたのだけど、華城先輩に見つかって絡まれるわアンナ先輩まで現れて九きゆう死しに一いつ生しようを得るわ、外れも外れの選択肢だったらしい。


    「実家ってことは、首都に戻るの？」


    　生徒会副会長モードになった華城先輩のむすっとした相あい槌づちに、アンナ先輩がため息交じりで「そうですの」と答える。帰省が本当に億おつ劫くうらしい。なんだか意外だ。


    　現在、日本には十の清せい麗れい指定都市がある。いずれも厳しい審査の末、十三年前に設置されたものだ。


    　しかし首都は違う。国政の中心を担になう場所として早い段階から浄化が進められていて、いまではどの清麗指定都市よりもワンランク健全度が違うとされている場所だ。


    「署名運動を妨害されてからすっかり弱ってしまった母からの電話で、帰ってくるよう強く説得されたんですの……。やはり母のことは心配ですし、わたくしが帰ることで元気になってくれるなら、奥おく間ま君には申しわけありませんが……」


    　アンナ先輩はそこで言葉を切り、上目遣いで僕を見た。


    「実行に移せなくてとてもくるおしいのですが……夏休みの間中、奥間君をわたくしの下宿先に鎖愛で繋つないで、四六時中愛し合い、その生活のすべてをわたくしが管理する愛の観察日記制作は、次の長期休暇までお預けということになりますわ」


    　あっぶねええええええ！


    　まさか、ソフィア・錦にしきノの宮みやに全力で感謝する日が来るなんて夢にも思わなかった。


    　華城先輩も僕の隣でびしりと表情を強こわばらせ、「セーフ、ギリギリセーフ」とソフィアのファインプレーを称たたえている。


    　もしソフィアによる帰省命令がなかったら、夏休みの間に僕の子こ種だねは搾しぼり尽くされ、夏休みの《ＳＯＸソツクス》の活動目標が〝奥間狸たぬ吉きちの捜索と救出〟になっていただろう。


    　まさにミッションインポッシブル。インポだけに。


    　てゆーかアンナ先輩、トランクス供きよう与よで少しはおとなしくなってくれた印象があったのだけど、完全に気のせいだったみたいだ。むしろ水面下で症状がしっかり悪化してたよ。


    「代わりと言っては心こころ許もとないですが、夏休みの間は電話をしますので、ＰピーＭエムの状態は万全にしておいてくださいましね？　夏休みでもお役所の修理場は開いているでしょうから」


    　にっこりと優しく笑いかけてくれるアンナ先輩。


    　けど言葉の裏に『ＰピーＭエムの不調を言い訳にした着信拒否は許さないからな？』という意味が込められている気がしてならないのは考えすぎだろうか。


    「さて、範囲は大体把握しましたわ」


    　僕たちと話をしながらしっかり教科書をチェックしていたのだろう。


    　アンナ先輩は、僕が無秩序に広げていた教科書をざっとまとめる。


    「まず数学ですわね。ポイントはこことここ、それからこちらも引っかけとして先生方は好んで出題してきますわ。解き方はここをこうして──」


    「おっ、おっ、おお？」


    　アンナ先輩の思いきった範囲の取捨と本質を捉とらえたわかりやすい解説で、あれよという間まに数学の範囲が理解できた。問題演習が足りないのでこのままではまだテストに対処できないだろうが、アンナ先輩の解説の前後で世界が変わって見える。


    「すげえ！　アンナ先輩の解説、とってもわかりやすいです！」


    　いえそんな、とはにかみながら、アンナ先輩は続ける。


    「テストまであと三日。奥おく間ま君は焦あせりからくる視し野や狭きよう窄さくに陥おちいっているようでしたから。けれど一番ややこしい数学がわかるようになったことで、気持ちが落ち着きましたでしょう？　さあ、次の教科に行きましょう。いまの奥間君なら、もっと理解が進むはずですわ」


    　天使のような笑え顔がおを浮かべて、アンナ先輩が国語の教科書を手に取る。


    　これでテストは大丈夫そうですよ！　と僕は華か城じよう先輩を振り返る。


    「……なによ。最初っからアンナに頼ればよかったじゃない」


    　？　なんで華城先輩は拗すねてるんだ？


    　疑問に思いつつ、アンナ先輩の解説が始まったのですぐさまそちらに意識を切り替えた。


    　と、現代文の解説が始まってすぐのことだった。


    「……？」


    　下半身に違和感が発生した。


    　なにか柔らかくて温かいものが、制服越しに僕の足をまさぐっているような感触。


    「……っ!?」


    　その柔らかくて温かいなにかは、僕の太ももを執しつ拗ように這はい回り、時折内うち股またもかすめていく。そしてついには、


    「（びくんっ）」


    　体が小さく跳ねてしまった。


    　柔らかくて温かいなにかが、ええと、そのですね、僕の股こ間かんに侵入し、ムスコをまさぐり始めたのだ。


    「どうしましたの？」


    　国語の解説を進めていたアンナ先輩が、涼やかな表情で聞いてくる。


    「いえ、その、なんでも」


    　受け答えする間にも、なにかの動きは激しく、的確になっていく。


    　僕の反応を直じかに確認して、その都度学習しつつ動きを修正しているかのように。


    　教科書を読むふりをして、ちらりとアンナ先輩の表情を盗み見る。


    「……っ」


    　アンナ先輩は涎よだれを垂らす寸前まで口元を緩ゆるめ、頬ほおを桜色に染め、ねっとりとした視線で僕を観察していた。疑念が確信に変わる。


    　いま僕の股こ間かんは、パンストにコーティングされたアンナ先輩の御お御み足あしに攻め込まれている。


    　しまった！　華か城じよう先輩が同室しているからとつい油断していた！


    　まさか白はく昼ちゆう堂々と死角を狙ねらってくるとは……っ。


    　席を立とうにも、アンナ先輩はもう片方の足で僕の下半身を押さえ込んでおり、まともに身動きが取れない。


    「華城先輩っ、華城先輩っ」


    　緊急事態の発生を知らせようと、隣の華城先輩にいくつも合図を送る。だが、


    「……（むすっ）」
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    　すっかりむくれてしまった華か城じよう先輩は真意に気づかず無視を決め込んでいる。


    　そうこうしている間にもアンナ先輩の足テクが驚異的な速さで上達していき、僕のムスコが体液をまき散らしてご臨りん終じゆうするのも時間の問題である。


    「……っ！」


    　いかん、マジで爆発する。


    　シャーペンを手の甲に刺したり太ももをつねったりしてムスコの延命を図る。僕のその時間稼かせぎさえ楽しむかのようなアンナ先輩の湿っぽい笑い声が耳に届く。……その瞬間だった。


    「失礼します」


    　生徒会室の扉とびらが開き、救世主──風紀委員長の月つき見み草ぐさ朧おぼろが部屋に入ってきた。


    　絶妙な力加減で僕のムスコを撫なで回していたアンナ先輩の足がぴたりと止まる。


    「午後四時三十分。お約束どおり、参上いたしました。御用はなんでございましょうか」


    　能面のような微笑ほほえみを浮かべた月見草がぴしりと礼をする。


    「ああ、そういえば。今日きようは月見草さんへのプレゼントを買いに行く予定でしたわ」


    　アンナ先輩が「うっかりしていましたわ」と口に手を当て、僕のムスコへの愛あい撫ぶを再開する。


    　え？　なんで？　予定を思い出したならそっちに行ってくださいよ。ね？


    「プレゼント、ですか……？」


    　アンナ先輩の発言を受けて、月見草は好き嫌いを聞かれたときのようにショートを起こした。そして僕のムスコを撫で撫でする御お御み足あしの動きが加速する、いやだからなんで!?


    「月見草さんったら、父の命令で夏休みはわたくしと一緒に首都に戻る予定だというのに、聞けば私服をまともにもっていないとおっしゃるものですから。月見草さんはこの一か月、とてもよく働いてくださいましたし、お礼も兼ねて、月見草さんに似合う可愛い衣服をプレゼントしようと今日は声をかけさせていただきましたの」


    　なぜこの人はこんな天使みたいなこと言いながら足コキしてるんだと僕の頭は大混乱である。けど、パニックを起こしたのは僕だけじゃなかったらしい。


    　アンナ先輩のセリフに対し、月見草朧が処理落ちを起こしたように「え、あ、え」と音にならない声を発しながらふらつく。


    　そんなに動どう揺ようすることだろうかと首を傾かしげていると、アンナ先輩が「というわけですので」と申しわけなさそうな表情をこちらに向けながら、机の下ではこしこしこしっ！


    「奥おく間ま君に勉強を教えるのはまた明日あしたになってしまいますわ」


    　あ、わかった。アンナ先輩、解散する前に僕を一発ヌくつもりだ。いや、射しや精せいさせるとかそういう知識はないはずだけど、この人はきっと一定以上の刺激を与えれば愛が炸さく裂れつするとかそういうことを本能的に察知している。


    　短期間であまりにもめざましく上達したアンナ先輩の足コキ技術は、痛みで快楽を紛まぎらわせようとする僕の策略をいとも簡単に蹂じゆう躙りんし、ムスコをみるみる滾たぎらせていく。


    　ああもうこりゃダメだわ。


    　すべてを諦あきらめ、トランクスと制服ズボンがガピガピになる未来を受け入れたそのとき。


    「え、あ、う」


    　ガシャアアアンッ！


    　フリーズを起こしていた月つき見み草ぐさが微笑ほほえみを浮かべたまま机にぶつかり、筆立てを床ゆかに散乱させた。


    「……なにやってるのよ、もう」


    　ぶすっとした華か城じよう先輩が、しゃがみこんで机の下にもぐり込む。


    　と、


    「───っ[image: ]」


    　ドガンッ！


    　声にならない悲鳴を上げた華城先輩が長机の裏に思い切り頭をぶつけ「ぐぬうぅっ」と悶もん絶ぜつ。


    　涙目で頭を押さえながら机の下から這はい出してきて「なんで早く知らせなかったの！」と目だけで訴えてきた。


    　華城先輩が机にもぐり込んだことで一瞬だけ緩ゆるんだアンナ先輩の足から逃のがれて立ち上がり、こちらも目だけで「華城先輩が無視してきたんでしょうが！」と訴え返す。


    「……奥おく間ま君？」


    　ずずず、と暗黒のオーラを背負って微笑みを投げかけてきたのは、言うまでもなくアンナ先輩である。


    「あと十分くらい、キリのいいところまで勉強を教えて差し上げられますわよ？　さあ、席に着いてくださいまし」


    　いやもうね。いまの僕にはあのイスがマジで電気イスに見えるから。座ったが最後、全身がびりびりびくんびくんさせられて昇天しちゃうから。


    　上履きを脱ぎ捨て、机の下でうねうねうごめくアンナ先輩の御お御み足あしが視界に入る。


    　僕は「ええと、いやあ、あの」と冷や汗を垂らして後ずさるが、アンナ先輩の無言の圧力に屈しそうになる。


    「あ、そういえば奥間君」


    　生徒会モードの華城先輩がむすっとした表情で、なに食わぬ声を上げた。


    「図書室の先生から、本の返却が遅れている生徒についての対策を相談したいって話があったでしょう。そろそろ時間なんじゃないかしら。ここは片づけておくから、行ってらっしゃい」


    「……あ、ああっ！　そうでした！　アンナ先輩も先約があったようですし、失礼します！」


    　機転を利かせた華城先輩の助け船に全力で飛び乗る。


    「あっ、奥間君っ……では、また明日あしたですわねぇ」


    　逃げたところで時間稼かせぎにしかならないけど、逃げなきゃ確実にヌかれる。


    　明日までにアンナ先輩の代わりになる優秀な教師役を見つけないと……。


    　机の上の教科書たちを即座に片づけ、僕は慌あわてて生徒会室を後にした。


    



    
      ●

    


    



    「あの、轟ごう力りき先輩……結局これはどうやって解けば……」


    「だから、ここはこうすればいいんだ！　なぜわからない！」


    　呆あきれきった轟力先輩の野太い声が図書室に響いた。


    「もう一度最初からだ。全問正解するまで今日きようは帰さんからな」


    　僕は問題文にかじりつきながら、図書室で偶然鉢合わせした轟力先輩に頼ったことを激しく後悔していた。完全に失敗だった。


    　普通に成績がよくて面倒見もいい轟力先輩ならと期待していたのだけど、轟力先輩はできない人の気持ちがわからない典型的なタイプらしく、教えるのが絶望的なまでに下へ手たくそだった。


    　しかも《群むれた布地》事件以降、『この夏は部活で鍛たん錬れんのし直しだ！』と暑苦しく意気込んでいたこともあって、体育会系的なノリが普段の五割増し。


    　教え方がやたらと厳しく、僕の精神力はガリガリ削られていく。


    　そしてなにより失敗だったのは、図書室という開けたシチュエーションだった。


    「ねぇ観みてあれっ、攻め受けが逆転してるよ！」


    「でゅふふっ、胸アツですなぁ。次はついに奥おく間ま君がご懐かい妊にんですか」


    「私の中ではあの二人の間にはもう七人のムスコが生まれてる設定だよっ」


    　……けひひ、ぐへへ、はぁ……はぁ。


    　図書室に腐れ女子どもが殺到していた。


    　しかもＰピーＭエムで仲間を呼びまくっているようで、こちらを窺うかがうねっとりした視線と不快な呟つぶやきは時間を追うごとに増えていく。お前らテスト勉強しろよ。


    　なにこれ次世代の拷ごう問もん？　イジメカッコワルイ。


    　そんでもって、僕の集中力を乱す最大の要因がいよいよその気配を隠す気もなくしたらしく、おぞましい気配を机の下から噴出させ始めていた。


    　──カリカリカリ。


    「くひへへっ、ええのう、ええのう。夏休みは受け攻め交代スペシャルと題した特別増刊じゃな。轟力の子を授さずかった奥間……親に似てパワフルかつ巨大な胎たい児じに内側から攻められ、攻めに目覚めた轟力本人には外側から攻められ、親子二代に変則的な三人プレイを強要される奥間の苦しげな表情ととろけた表情の両立が課題になりそうじゃな……ん？　なんじゃ奥間。わしのことは気にせず、プレイを続けるのじゃ」


    　机の下には、隠おん密みつ性せいと機動力を確保するためだろう、スケッチブックではなく小さな手帳を持ち、口に鉛筆をくわえた脱法ロリ、早さ乙おと女め乙おと女め先輩が潜ひそんでいた。


    　手や指先の軌き跡せきを記録することで卑ひ猥わいなイラストの作製も取り締まることのできるＰピーＭエム。口を使ったイラスト作製でそれを逃のがれることのできる早乙女先輩は、《ＳＯＸソツクス》が誇る貴重な戦力だ。無から金を作り出す、卑猥の錬れん金きん術じゆつ師しみたいな人である。


    　だけどだからと言って、僕をモデルにしたＢＬボーイズラブ作品の錬成を認めるわけにはいかない。


    「またあんたはなにをやってるんだ！　その手帳をよこせ！　没収だ！」


    「ぬおっ、なにするんじゃ奥おく間ま！　インスピレーションが降りてきた瞬間を邪魔するなど、悪魔かお主ぬしは！」


    　僕が悪魔ならあんたは性た質ちの悪い覗のぞき魔だろうが！


    　ふんがーっ！　と抵抗する早乙女先輩の襟えり首くびをひっつかんで引きずり出すものの、激しく抵抗されて手帳は奪えずじまいだ。


    「くっそ、毎度毎度……。っていうか早乙女先輩、テスト期間でしょうにこんなことしてていいんですか」


    　自分のことを棚たなに上げて負け惜しみに訊たずねてみるが、早乙女先輩は余裕綽しやく々しやくのしたり顔だ。


    「ふふん、わしはお主のようなパンピーとは違うんじゃよ。絵画の特待生じゃからな。テストなど、毎回オール０点で通過しておるわ」


    「……三分の二×五分の一は？」


    「いくらわしでも数字同士の受け攻めはまだイラスト化できんの」


    　ダメだこいつは。


    「あっ、なんじゃバカにしたような目は！　分数のかけ算じゃろ、それくらいわかるわ！」


    「じゃあ、答え言ってみてくださいよ」


    「……分数のかけ算とか割り算とか、絵で説明されても意味不明じゃよな」


    　ブンスウノカケザンという単語はわかっても理解はしていない、と。


    　この人、外見だけじゃなくて頭も子供じゃねえか。


    「ま、そんなものわからずともわしには関係ないからな。画家のインスピレーションを邪魔した罰として、せいぜいテストで苦しむがいい。んおっ？」


    　けけけ、とこちらをバカにするように笑った早乙女先輩の体がふと持ち上がった。


    　見れば、轟ごう力りき先輩が「やっと見つけたぞ」と早乙女先輩の襟首をつまんでいる。


    「なにをするんじゃ離せブタゴリラひぎぃ!?」


    　前も似たような光景を見たなぁざまあみろと微笑ほほえましく二人の様子を観察する。


    「早乙女、先生からお前に伝言がある。夏休み中に、このリストに載っているコンクールに出展して好成績を残すように、とのことだ」


    「……は？」


    　早乙女先輩の顔がみるみる青くなっていく。


    　気になってそのリストとやらを覗のぞき込んでみると、二十近いコンクール名が列挙されていた。なかには芸術方面に明るくない僕でさえ名前を聞いたことがあるようなコンクールもあり、早さ乙おと女め先輩に突とつ如じよ提示された条件がいかに難題か予想される。


    「お前、今年度に入ってからほとんど実績を挙げてないだろう。夏休みで結果を出さないと、特待生枠わくから外すこともありうるという話だったぞ」


    「な、なんでそんな……急すぎじゃぞ!?」


    「《ＳＯＸソツクス》なり《群むれた布地》なり、バカな連中が起こした騒ぎで時とき岡おか学園だけでなく第一清せい麗れい指定都市の評判はガタ落ちだからな。来年度以降の入学者確保のためにも、名前を売っておきたいんだろう。そもそも特待生として入学した以上、それ相応の成績を持続するのは義務だ」


    「う、ぐ……そ、そんな義務は知らん！　お前にそんな説教をされる筋合いもない！」


    「文句は先生に言うんだな。お前がちょろちょろ動き回るから、見つけたら連れてくるようまた俺おれにお鉢が回ってきてたんだ。いい加減、同級生に世話を焼かせるのはやめてくれ」


    　轟ごう力りき先輩は絶句する早乙女先輩をひょいと担かつぐと、「悪いな奥おく間ま、少し待っていてくれ」と早乙女先輩をドナドナしていった。


    　僕はそれには返事せず、そそくさと勉強道具を片づけて図書室を後にした。


    　いやほら、早乙女先輩の尊とうとい犠牲を無駄にできないしさ？


    



    「さて、運よく逃げ出せたのはいいものの……」


    　廊下をとぼとぼ歩きながら、僕はため息を吐いた。


    　また振り出しに戻ってしまった。


    　このままじゃあ、轟力先輩に精神をボロボロにされるかアンナ先輩にヌキヌキされるかしたうえ、テストもさんざんという最悪の結果になってしまう。


    「全部見ていましたよ」


    「うわっ!?」


    　廊下の隅すみからふらりと現れたのは、ぼっさぼさのワカメ髪にいつにも増して目の下のクマが濃くなっている不ふ破わさんだった。


    《群れた布地》事件以来、ほぼ不眠不休でネットの動きを監視し、世間が《ＳＯＸ》に対して抱いだく気持ちや政府の検けん閲えつ姿勢を観察・分析し続けていた結果らしい。


    　第一清麗指定都市内の学生の間で《ＳＯＸ》支持率が回復しているという情報も、実は不破さん経由だったりする。


    　そんなこんなで不ふ摂せつ生せいの塊かたまりみたいになっている不破さんは、いつもの無表情で淡々と諭さとすように僕に語りかけてきた。


    「生徒会室での詳細なやりとりまではわかりませんでしたが、とにかく、先輩方に期末テストを助けてもらうという作戦はうまくいっていないようですね？」


    　無表情ながら、背景に〝にんまり〟とでも書かれていそうな気配で迫ってくる不ふ破わさん。


    「もう観念したらどうですか？　朝の繰り返しになりますが……わたしは奥おく間まさんに勉強を教える、奥間さんはわたしにヒワイについての知識を授さずける。これでＷＩＮウイン・ＷＩＮウインです」


    「断ことわる！」


    　不破さんから持ちかけられた取引を、朝と同じように断固拒否した。


    　不破さんは「いいんですか？　学年一位であるわたしの協力があれば、赤点回避など造ぞう作さもないことです」とさらに悪魔の囁ささやきを重ねるが、僕はそれに耳を塞ふさぐ。


    　性知識の流る布ふを行おこなう《ＳＯＸソツクス》メンバーであるところの僕だけど、表向きにはヒワイを取り締まる生徒会見習いだ。


    　いくら不破さん相手とはいえ、直じかに性知識を流布するわけにはいかない。


    「……いいじゃないですか、夏休みは暇ひまで暇でしようがない予定のわたしを助けると思って。奥間さんが興味深い性知識を授けてくだされば、わたしはそれを火種として、優雅な思索の旅に出られるのです」


    「暇でしようがないって……不破さんのことだから、どうせ卑ひ猥わいな知識を得るためにあっちこっち飛び回るんでしょ？」


    　性知識に対する好奇心を満たすためなら死んでもいいと豪語する不破さんである。それくらいの行動力は発揮するだろう。


    「……それができればいいんですがね」


    　ふと不破さんの無表情に影がさす。


    「わたしに限った話ではありませんが、基本的に未成年者はＰピーＭエムに補ほ填てんされる電子マネーの残高を保護者に管理されていますからね。必然的に、あまり遠くへは行けないのです」


    　ああそうか、と思い至る。


    　日本のインフラは、もうそのほとんどがＰＭを前提に成り立っている。ＰＭの電子マネーがなければ公共交通機関は使えないし、買い物もできない。車やバイクのエンジン始動にさえ、ＰＭによる本人確認が必要だ。


    　華か城じよう先輩のように大人の協力さえあれば遠くにも行けるけど、清せい麗れい指定都市の大人や時とき岡おか学園に子供を入学させるような親は普通、子供たちが外部に出ることを阻そ止ししようとする。


    　不破さんに限らず大部分の学生が、夏休みは都市内にひっそりと監禁されるのだろう。


    　きっとほかの清麗指定都市内の学生はそのことに気づきもせず、楽しい夏休みを迎えるのだ。


    「それに、夏休み中は《ＳＯＸ》も清麗指定都市内では騒ぎを起こさないと予測されますから、夏休みは退屈にだらだらと過ごすだろうことがわたしの中では確定事項なのです」


    《ＳＯＸ》の動きまで予測されていて内心びくっとし、同時に不破さんのことがちょっとかわいそうにもなってきた。が、それとこれとは別だ。僕は心を鬼にする。


    「うん、でも、その取引には応じられない。生徒会役員見習いとして」


    　不ふ破わさんはもしかしたら僕の、《ＳＯＸソツクス》の正体に気づいているのかもしれない。


    　けれどそれはあくまで可能性であるし、それを暗黙の了解としてずぶずぶと関係を深めていくのは《ＳＯＸ》にとっても不破さんにとっても有益ではないだろう。


    　すると不破さんは諦あきらめたように小さく息を吐き、


    「仕方ありませんね」


    「わかってくれたならい──」


    「奥おく間まさんに逃げられて怒いかり心しん頭とうだろう轟ごう力りき先輩に、奥間さんの居場所をリークします」


    「え？　なに？　脅迫？」


    「奥間さんから性知識が得られないのなら、代だい替たい品ひんで我慢です。轟力先輩に執しつ拗ようなまでに攻め立てられる奥間さんというシチュエーションをテスト期間中しっかりと目に焼き付け、それをオカズに夏場の退屈を乗り越えることにします。……まあ、本当は近くの山で夏の虫を大量に採集し、〝ドキドキ夏の合体祭りin氷ひよう菓かのお部屋〟を開く予定もあるのですが、オカズはローテーションするのが大事らしいですし」


    　ＰピーＭエムを操作し始めた不破さんに「ふざけんなっ！」と捨てゼリフを残し、僕は逃げ出した。


    　背後から「甘いですよ奥間さん。幾度もの事件を乗り越えて成長を続ける時とき岡おか学園生徒の連携プレーから逃のがれられるとでも？」と不破さんの本気の声が聞こえる。


    　……おかしい。テスト勉強をしたいだけなのに、どうしてこんなことになるんだ……。


    



    「ここまで逃げればもう大丈夫だろ……」


    　人ひと気けのないエリアで背後を警戒しながら曲がり角にさしかかった、そのときだ。


    「きゃっ☆」


    　ドッシーン☆　と小柄な人影にぶつかり転倒する。鞄かばんの中身が散らばり、辺りは大だい惨さん事じだ。


    「痛いっス～、足が動かないっス～、鼓こ修す理りを保健室までおぶっていってほしいっス～」


    　ふわっふわした女の子声に嫌な予感がしてぶつかった相手を見ると案の定。


    　向こうもこっちの顔を見るなり「うえっ」と顔をしかめ、か弱い女の子演技を霧む散さんさせる。


    「なんだ、ゴミ虫じゃねえっスか。オラ、どこ見て走ってるんっスか。あーあー、これは骨が折れたっスね～」


    　腹立つ顔で適当な因いん縁ねんをつけながら、時岡学園中等部一年、鬼おに頭がしら鼓修理は何事もなかったかのようにすくっと立ち上がった。


    「そういえば、あんたには聞いておかなきゃいけないことがあったんっスよ」


    　散らばった鞄の中身を片づける僕のおでこを鼓修理がずびしずびしっと突いてくる。


    「昨日きのうからいままで、鼓修理が強引な転入の後処理をしてて忙しくしてる間、綾あや女め様に卑ひ猥わいなことしたりしてないっスよね？」


    「するわけないだろ！」


    《群むれた布地》の一件で手て酷ひどい目に遭あってからというもの、鼓こ修す理りはすっかり華か城じよう先輩に心しん酔すいしてしまっている。華城先輩からの寵ちよう愛あいを一身に受けようと、華城先輩に変質的なご奉ほう仕しをしたり、周囲の人間を暗に牽けん制せいしてたりする。


    　ここまであからさまなのは僕に対してだけだ。マジでやめてほしい。


    「どーだかっ！　狸たぬ吉きちのことっスから、好きな女の前で自分を律することができず、犬みたいに張り付いて腰を振ったり、食べ物を使って下品なトークに持ち込む嫌がらせをしたに違いないっス！」


    「それはむしろ華城先輩が僕に対してやったことだよ！」


    「……え？　綾あや女め様が、このクソムシに張り付いて、腰を……？」


    「そっちじゃねえ！」


    　食べ物使ったセクハラのほうだよ！


    「というかそもそもさぁ」


    　僕は「はっ、そうっスよね。綾女様が一人で勝手に腰を振ることはあっても、こんなやつに密着してなんてありえないっスもんね」と納得してくれた鼓修理へ何度目かになるかわからない訂正を入れる。


    「僕は別に、華城先輩のことが好きなんじゃないんだってば」


    「はぁ？　まだそんなこと言ってんっスか、この朴ぼく念ねん仁じんは。廃絶されたはずの数あま多たの少女漫画を読み込み、魑ち魅み魍もう魎りようの中で人間観察をしてきた鼓修理の目をごまかそうなんて愚おろかっスね」


    　鼓修理の牽制が僕に対してだけやたらキツいのは、この勘違いのせいだ。


    　何度「違う」と断言しても聞きやしない。　


    　……いや、本当に違うからね？　


    「大体さ、仮に僕が華城先輩のことを好きだとして、華城先輩が僕のことを好きになるわけがないんだから、変な牽制したりせずに鼓修理は鼓修理で勝手に動いてりゃいいじゃんか」


    　華城先輩は『自分を変えられないから世界を変える』と豪語するほど下ネタが大好きで、なんかもう下ネタという概念存在と結婚したっておかしくないほどの奇人だ。


    　華城先輩が僕に対して抱いだく好意といえば、せいぜい部下に対する親愛の情くらいだろう。


    　すると鼓修理はなぜか心底気にくわなそうに唇くちびるを噛かみ、


    「……本当なら、あんたみたいなみそっかす、そこら辺に転がってる消しゴムくらいにどうでもよくて、警戒対象にするところか認識するのも億おつ劫くうな、情報ノイズみたいな存在っス」


    　悪口ってレベルじゃないんですけど……。


    「けど、そんなやつがあの夜、鼓修理を救出するような作戦を立案して、あまつさえ綾女様から謎なぞの親愛を寄せられてるっス……っ！　完全に理解の外なんっスよ、あんたは！」


    　年相応に、鼓修理が地じ団だん駄だを踏む。


    「わけのわからないものはとりあえず排除しとくに限るっス。というわけで、狸たぬ吉きちはせいぜい今回のテストで赤点を取るといいっスよ。温泉旅行は、鼓こ修す理りと綾あや女め様、それからよくわからないチビ画家で楽しんでくるんで！」


    　にたー、と鼓修理の顔が嫌らしく歪ゆがんだ。


    「この野や郎ろう……人が困ってる姿を見て、なんていい笑え顔がおを浮かべやがる」


    「へっ、こんな問題もわからないあんたが悪いんっスよ」


    　鼓修理が散らばっていた教科書の一冊を取り上げ中身に目を通しながら吐き捨てる。


    「え？　なにお前、僕たちのテストの範囲わかるの？」


    「これくらいなら楽勝っスね。勉強の予習復習に変に時間を取られるのが嫌だったんで、高二くらいの内容までまとめて自習しといたんっス」


    　なんだこいつ、ホント無駄にスペック高いな。


    　きっと鼓修理のことだ。本気を出せば教えるのもさぞうまかろうとプライドを捨てる心の準備をしていると、


    「ふふへへへっ、救済できる能力があるのに手を差し伸べないとか、労力なしで他人を蹴け落おとしてる気がしてとってもお得な感じがするっスね」


    　鼓修理は、僕が土ど下げ座ざしたって絶対に勉強を教えてくれないだろう笑みを浮かべた。


    　と、そのときだ。


    「へー。やっぱりあんた、結構な範囲まで予習済みだったのね」


    「うえっひ!?」


    　背後からかけられた無機質な声に、鼓修理がびくりと肩を竦すくめた。


    「あ、ああ、綾女様!?」


    　それまで悪魔みたいな言げん動どうを繰り返していた鼓修理は一変。


    　土下座の体ていで「ははーっ」と華か城じよう先輩の足にまとわりつき、頬ほおをこすりつける。


    　あの従順さの一パーセントでもこちらに向けてくれれば……。


    　華城先輩はどうやらアンナ先輩の追及から必死の思いで逃のがれてきた直後らしく、生徒会モードで無表情のまま息を荒くしていた。


    「命令よ鼓修理。狸吉に勉強を教えなさい。さもないと──」


    「えー、鼓修理は高校一年生の内容なんてわかるわけないっスし、罰なんて出されても困っちゃうだけなんっスけどね～」


    　鼓修理はによによと気持ち悪い笑顔を浮かべながら流れるように嘘うそをつく。余裕綽しやく々しやくだ。


    　鼓修理は華城先輩に対して常じよう軌きを逸いつしたドＭになる。生なま半はん可かな条件じゃあ、罰どころかご褒ほう美びにしかならないだろう。


    「──さもないと夏休みの間中、鼓修理と絶交するわ。視界に入れないし口も利かない。それはさながらマグロのように」


    「……え？」


    　その小学生みたいな条件に、鼓こ修す理りの顔から余裕が消えた。


    　ああそうか。こいつドＭというより、かまってちゃんに近い部分があるのか。


    　鼓修理の執しつ拗ような絡みへの対策を僕より早く見つけていたらしい華か城じよう先輩は、地に伏したまま絶望する鼓修理にさらなる条件を叩たたきつける。


    「もし狸たぬ吉きちが一教科でも赤点を取ったら鼓修理とは縁を切るわね。温泉は私と早さ乙おと女め先輩だけで楽しむことにするわ。じゃ、そういうことでよろしく」


    　華城先輩は問答無用で言い放つと、「じゃ、私は先に帰るから。勉強頑張ってね」と廊下の先へ消えていった。


    『二次関数の頂点は乳首』とかほざいていた人とは思えないイケメンぶりである。


    「……あの、鼓修理？」


    　糸が切れた操あやつり人形のように動かなくなっていた鼓修理に声をかける。と、鼓修理がギギギと首を曲げ、苦く悶もんに満ちた表情で歯ぎしりしながら、


    「……期末テスト、絶対に乗り切るッスよ」


    　血涙でも流しそうな様子で宣言した。


    「……もし一つでも赤点を取ったら、轟ごう力りき雷らい樹きを中心とした鼓修理の操り人形集団を駆く使しして、狸吉の排はい泄せつ孔こうがハルマゲドンっスからね！　覚悟するっスよ！」


    　……うん、まあ、かなりのハイリスクだけどこれで先生役はゲット。


    　あとは僕自身が、テスト勉強を頑張るだけである。


    「おらっ、さっさと勉強のできるとこに移動するっスよ！」


    「はいはい。よろしく鼓修理先生」


    「～～～うぐぬぅ、クソがぁ……っス……」


    



    　──以前の僕なら、鼓修理という年下に勉強を教えられることに変なもやもやを感じて集中できなかっただろう。


    　けれど図書室で鼓修理に勉強を教えてもらっている間、僕はそんな面倒なことを考えることなく素直に教えを受けることができていた。


    　そのおかげ……というか鼓修理がその性格に似合わず教えるのがかなり上じよう手ずだったおかげで、期末テストはなんとか赤点回避。


    　僕と華城先輩、鼓修理と早乙女先輩の《ＳＯＸソツクス》メンバー四人は、無事そろって二泊三日の旅行へ出発することとなった。


    　ようやく、夏休みの始まりである。


    



    



    
      ●

    


    



    　時とき岡おか学園の最寄り駅に集合し、電車に揺ゆられること三十分。


    　そこから朱あけ門かど温泉への送迎専用バスに乗り換え、あとはぼーっとするだけで朱門温泉に着くなぁといった段階でそれは勃ぼつ発ぱつした。


    　ろくに舗ほ装そうされていない山道をガタガタと進むバスに揉もまれながら、緊張した顔の早さ乙おと女め先輩と眉まゆ根ねをしかめた鼓こ修す理りが隣り合っている。


    　ちなみに早乙女先輩は『私服じゃ！』と言ってはばからない紺色の作さ務む衣え、鼓修理はなんかフリフリの女の子っぽい私服に身を包んでいる。


    「そうっスねぇ……。まず展開が全然ロマンチックじゃないっスよ。なんでこの男たちは、開始数ページで合体し始めたあと、数十ページにわたって合体し続けてるんっスか？」


    「互いにむさぼり合うシーンが大事なんじゃから、そこに労力を割くのは当然じゃろう！　というか、ロマンチックな展開ってどんなじゃ!?」


    「そうっスねぇ。いままで鼓修理が読んだ少女漫画から抜ばつ粋すいすると、美男美女が自然の摂理で仲よくやってたら、嫉しつ妬とにくるった性格ブス子の操あやつるオスに襲おそわれて望まない子ができたけど、カレシの度量が不自然に広くて全部まとめて受け入れてくれる、的な」
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    「その展開は本当にロマンチックとやらなのか!?　お主ぬしの性しよう根ねが腐ってるだけのように感じられるのじゃが」


    「なんでもいいからアドバイスをくれと、作品の添削を鼓こ修す理りに依頼してきたのはそっちっスよ？　素直に聞き入れたほうが身のためじゃないっスかねぇ？」


    「ぐ、ぬう、確かにそうじゃが……」


    「それからこれ。この謎なぞの白い液体はなんなんっスかねぇ」


    「決まっておろう、せいえ……危ない！　お主、わしを破は滅めつさせるつもりか!?」


    「これ、量がおかしいっスよ。一回につき一リットル近く、しかも連続で何発も発射してるっス。タンパク質と亜あ鉛えん以前に、水分がなくなって死んじゃうっスよ」


    「それは演出というやつじゃろうが！　」


    「あと、この下半身にぶら下がってる消火器みたいな物体Ｘ。こんなもの体についてたら、善ぜん導どう課に連行されちゃうっスよ」


    「じゃからそういう過か剰じよう演出の揚げ足を取るのはやめろと言っておろうに！」


    「男同士が絡む作品に関してはこのくらいっスねえ。ええと、次は普通に男女が絡んでるやつっスね？　ええと……ああこれはもう全面的にアウトっス。怖おぞ気けがするっスよ」


    「え!?　そんなにいかんか？」


    「モデルがあの化け物生徒会長と狸たぬ吉きちで、しかもまた合体してるじゃないっスか。もう気き色しよく悪いわ命の危機を思い出すわで、評価以前の問題っスね」


    「知るかああっ！　なんじゃお主はちゃんと客観的に評価せんか！　こっちは本気で頼んどるんじゃぞ！」


    「ちょっとそこの合法ロリ違法ロリコンビ。いい加減、静かにしなさい。いくら砂じや利り道みちで話し声がほかのお客さんに届かないからと言っても、限度があるわ」


    　二人のやりとりを見かねて、三つ編み眼鏡めがねの華か城じよう先輩がぴしゃりと言い放った。


    「だって、だってこの性しよう悪わるがの！　的外れな論評ばっかり！」


    　涙目で早さ乙おと女め先輩が糾きゆう弾だんするが、当の鼓修理はため息とともに、


    「だって綾あや女め様。鼓修理は卑ひ猥わいな作品でなく、〝絵画コンクールに出展する作品〟の添削を頼まれたんっスよ？　それがこんな卑猥まみれの作品ばっかり見せられて、評価が適当になるのは仕方ないことっス」


    「……だって、手を使って描かいていたはずが、いつの間まにか口で描いておったんじゃもん……」


    　早乙女先輩はバツが悪そうに唇くちびるを突き出し、そっぽを向いてしまった。


    　実は早乙女先輩、またしても深刻なスランプに陥おちいってしまっていた。　


    　なんでも、卑猥なイラストの魅力に取り憑つかれてこの数か月それしか描いてこなかったせいで、健全なイラストが一枚も描けなくなってしまっているとのこと。


    　屋上で弁当を食べる男女を描けば座ざ位いに発展し、放課後の教室で談笑する男二人を描けばベロチューが始まるらしい。重症だ。


    「うぅ、このままでは、健全な絵画が一枚も描かけないまま、夏が終わってしまう……」


    　なんとか健全な絵画をもう一度描けるようにならなければと早さ乙おと女め先輩は僕たちにアドバイスを求めてきたのだけど、下ネタ大好きの華か城じよう先輩は言わずもがな、僕も絵画に関してなにか言えるような学はなかった。


    　唯ゆい一いつ、小さい頃から健全な絵画をはじめとして様々な教養を身につけさせられていた鼓こ修す理りがアドバイスに臨のぞんだのだけど、早乙女先輩の絵はもう改善点云うん々ぬんのレベルではないくらいに卑ひ猥わいまみれでどうしようもなく、いまの口論に発展したというわけだった。


    「というか、そもそもアドバイスを求めちゃうところが、いまの早乙女先輩のヤバイところっスよね。以前の早乙女先輩なら、好き勝手に試し行こう錯さく誤ごして描きまくってたはずっス」


    　鼓修理がずばりと核心をついた指摘をする。


    「仕方なかろうっ、健全な絵画など、もう描きたくない題材を描き、二十ものコンクールで入賞せねばならんっ。そのためには他者の意見を取り入れる姿勢も必要なのじゃ……」


    　時とき岡おか学園から言い渡された厳しい条件が早乙女先輩から余裕を奪っているらしい。


    「あああっ！　合体シーンととろけた表情だけ描いて暮らせればどんなにいいか！」


    　早乙女先輩は魂たましいの叫びとともに座席にうつぶせとなり、鼓修理が座るべき席を占領する。


    「ま、そんなに思い詰めず、朱あけ門かど温泉でのんびりするといいわ。あそこは健全で落ち着いた雰ふん囲い気きだけじゃなく、風景も素晴らしいから。いろいろなクリエイターが創作のため、息抜きのため、スランプ解消のために集まってくる場所でもあるのよ。きっとなにかつかめるはずだから、自分のペースで、自由に散策するといいわ」


    「……健全な要素だけでは、テンションが上がらんの」


    　鼓修理に蹴け落おとされた早乙女先輩は、華城先輩の話に少し不満そうな声で応える。


    「あら心外ね。それはあくまで朱門温泉の外そと面づらよ。この私を育はぐくんだ土地が、ただ健全なだけのわけないじゃないの」


    　華城先輩がＰピーＭエムを展開し、朱門温泉の地図を虚こ空くうに映し出す。


    　朱門温泉は幅二十メートルほどの朱門川を中心に、周囲を山に囲まれた温泉街だ。


    　都市部からのアクセスは川沿いの未み舗ほ装そう路ろ一本があるのみで、温泉街は朱門川が上流で二手に分かれる地点で行き止まりとなっている。


    「この川のかたちが子し宮きゆうに似ているから、朱門温泉って名前になったのよ」


    「華城先輩、嘘うそをつくのは鼓修理みたいに最低な人間がやることですよ」


    「ちょっ!?　嘘じゃないわ！　本当よ！　だからこんな子と一緒にしないで！」


    「ちょっと！　鼓修理の扱いがおかしくないっスか!?」


    　うん？　ああ、ちょっと丁てい寧ねいに扱いすぎたかな。次から気をつける。


    「あとね……これはとっておきのトップシークレットなのだけれど」


    　華か城じよう先輩は僕たちをぐっと引き寄せ、たっぷりとためてからひそひそと耳打ちしてきた。


    「朱あけ門かど温泉ではその昔、長さ三メートル、直径五十センチもある木彫りのちんこ神輿みこしを社やしろまで運ぶ競走、通称ちんこ祭りが開催されていたのよ」


    「「「……」」」


    　あ、早さ乙おと女め先輩がバスの震動をゆりかごに寝始めた。


    　残った僕と鼓こ修す理りは顔を見合わせ、華城先輩をおいて相談を開始する。


    「なぁ、華城先輩がいきなり寝言ほざき始めたぞ」


    「待つっスよ。寝てたら脳波を感知したＰピーＭエムが言語監視機能オフのランプを点灯してるはずっス。それが点灯してないってことは……」


    「じゃあなにか？　華城先輩は正気を保ったままあの発言を？　酒でも飲んだのかな……」


    「綾あや女め様は元々正気の沙さ汰たとは思えないお人じゃないっスか。まあそこが魅力的なんっスけど」


    「まあ確かになぁ。で、なあ、どうやってリアクションすればいいんだ？」


    「鼓修理は嫌ッスよ」


    「はあ？　ふざけんなよお前、早くあの、旅行先の高いテンションに任せるまま見切り発車しちゃった華城先輩の痛々しい発言を、神がかったコミュ力で救ってみせろよ」


    「あんなもん、どう応答したって絡んだ時点で爆死っス。それで綾女様が喜んでくれるなら突撃するっスけど、綾女様に恥をかかせてそのうえ嫌われたんじゃあ割に合わないっス」


    「いいから行けってほらっ。ツッコミはタイミングだぞ」


    「誰があんな地じ雷らい原げんに素足で突っ込むような真ま似ねを。いいから早く行くっス！」


    　鼓修理が僕の首を無理やりねじ曲げ、華城先輩と視線をぶつけさせる。


    　ジト目で睨にらんでくる華城先輩に向けて僕は一言。


    「……そういうお祭りが、いつかどこかで開催されるといいですよね（ニコッ）」


    「全部聞こえてたわよ！　バカにしてるの!?」


    　華城先輩が僕と鼓修理の頬ほおをぎゅーっと引っぱる。


    「本当なの！　朱門川を境目に東西二チームに分かれて、それぞれの管理する社にどちらが速くちんこ神輿を奉ほう納のうできるか競う神しん事じがあったのよ！　勝ったほうはそのまま二次会のミニゲーム大会を楽しみ、負けたほうは木彫りのチンコを削って厄やくと一緒に川に流すっていう、一年の運と誇りをかけた一大イベントが！　この時期に！」


    「華城先輩……もういいんですよ。咄とつ嗟さにそこまで話を広げる華城先輩のアレな脳回路には感服です。ですからもう認めてください。そんな祭りは、ないんです」


    「本当だって言ってるでしょ！　いい加減にしないと亀き頭とうに生理食塩水ぶち込んでギリギリまで膨ふくらませる闇やみの罰ゲームに処するわよ！」


    　華城先輩がついにキーキーと怒り始める。


    「そんなこと言われても……だってそんな文化をもった土地が、第一清せい麗れい指定都市に編入されるわけがないじゃないですか」


    　ちんこがご神しん体たいとか、どんな邪じや神しんを奉まつってるんだこの土地は。


    　いやまあ、男は誰しも股こ間かんに邪心を抱えて生きているようなものですがね。


    　すると華か城じよう先輩は待ってましたとばかりにニヤリと微笑ほほえむ。


    「そ。普通はね。けど、十六年前に《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が可決されてから、この温泉街は変わったのよ。私の後見人、華城撫なで子しこの尽じん力りよくでね」


    《公序良俗健全育成法》の中に盛り込まれていた〝清せい麗れい指定都市〟が実際に国から指定を受けたのは、いまから十三年前だ。


    　その三年の間、各都市は清麗指定都市を目指すために様々な取り組みを行おこなったとされている。清麗指定都市になれば補助金だけでなく、健全な若者育成の土地として学校やそれをターゲットにした企業が参入してくるだろうという狙ねらいからだ。


    　朱あけ門かど温泉もその流れに乗った土地の一つ、ということらしい。


    「特に朱門温泉は、いまの第一清麗指定都市から切り離されるとアクセスが輪をかけて酷ひどくなることが予想されたから、廃村を避けるためにも第一清麗指定都市編入は必須だったの」


    「にしたって、そんな珍妙な祭りが隠し通せるとでも……」


    「抱えている土着文化はかなりすばら……どうしようもないものだったけれど、昔は観光客があんまり来ない、林業や山菜の卸おろし売うりも足しにしてた秘湯だったみたいでね。元々よそ者には開示してなかった風習だったし、隠いん蔽ぺいするのは簡単だったらしいわ」


    　本当に凄すごかったのは、その後の宣伝だったらしい。


    　華城先輩いわく外そと面づらの天才らしい華城撫子が全力を尽くした結果、第一清麗指定都市編入どころか、全国有数の健全な避暑地としてテレビなどでも紹介される温泉街にまで大出世してしまったとのことだった。


    「ちなみにその華城撫子は、私に下ネタテロリストとしてのノウハウを教えてくれた師匠でもあるわ」


    「え？　それって人間の倫理観を持ち合わせていないモンスターってことですか？」


    「……まあ、普通に旅館を回せるくらいの常識はあるわよ」


    　なんでそこ濁にごすんだよ。一番大事なとこでしょ。


    　さっき外面の天才と聞かされたばかりだから、余計に不安だ。


    「なんだか鼓こ修す理り、嫌な予感がしてきたんっスけど……」


    　鼓修理もなにかを察したのか、土つち埃ぼこりを上げる未み舗ほ装そう道路を名な残ごり惜しそうに振り返る。


    「大丈夫大丈夫。なにが伝えたいかっていうと、この二泊三日は好きなだけのんびりできるし、同時に退屈もしないで済むってことよ。


    　本当に大丈夫だってば。撫子はまあ、ちょっとアレなところもあるけれど、このご時世に私みたいなのを預かって育ててくれた人よ？　信頼してくれていいわ」


    　すげえ説得力！　


    　と、華か城じよう先輩が窓を開け、バスの前方を指さした。


    「ほら、見えてきた。ここが私の育った土地、朱あけ門かど温泉よ」


    　僕と鼓こ修す理りも窓から顔を出し、居眠り状態の早さ乙おと女め先輩も叩たたき起こして一斉に感嘆の声を上げた。


    　遠目からでもはっきりわかるほど透明度の高い涼しげな河か川せんを中心として、夏特有の青々とした広葉樹が低い土ど手てに沿って多く生える広い河原かわら。


    　その眺めているだけでせせらぎに包まれた気分になる朱門川に寄り添うように、家族向けに新築されたらしい大型のホテルが立ち並び、奥まったところにＶＩＰが好みそうな木造の旅館が集まっている。さらにその外周はすぐ山で、土手に生える広葉樹たちに負けない青さで生命力を主張していた。　


    　楕円形に広がる朱門温泉のど真ん中を貫つらぬく朱門川は、華城先輩が言っていたとおり、上流のほうで二手に分かれ、山の奥へと消えている。


    「さ、到着したら早速、私の言葉が嘘うそでないと証明するために、隠されたちんこ神輿みこしでも拝みに行くとしましょうか」


    　……できれば華城先輩から変な前知識を授さずかる前にこの風景を見たかったなぁ。


    　僕と鼓修理は「華城先輩のお言葉を疑うわけがないじゃないですかぁ」と再び結託し、この風ふう光こう明めい媚びな観光地の最初の一歩が下ネタになることだけはなんとか回避した。
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    「案外、人が少ないですね」


    　バスを降りた僕たちは、川沿いの木陰を歩きながら目的地、清きよ門かど荘そうを目指していた。


    　道中、街を散策しているらしい家族連れや一人旅らしきおっさんと頻繁にすれ違うし、河原で遊んでいる人たちも多い。


    　けれどなんだか、全国区の観光地というわりには、という感想を抱いだいてしまうレベルだ。


    「第一清せい麗れい指定都市は今年度に入ってからいろいろあったから。ここの客足にも影響を与えているのでしょうね」


    　悪いた戯ずらっ子のように笑う華城先輩。


    　まああれだけ大暴れしちゃいましたからね、と僕も苦笑しながら頷うなずく。


    　そこでふとあることに気づいた。


    　華城先輩は、いつまで三つ編みと眼鏡めがねでいるつもりなのだろうか。


    　実家に帰るとのことだから、てっきり下ネタモード全開でくつろぐだろうと警戒していたのだけど、なんだか肩すかしを食らった気持ちになる。


    　朱あけ門かど温泉は善ぜん導どう課幹部などのＶＩＰも利用するとのことだったから、それらを気にしてのことだろうかと思い至るも、なんだかしっくりこない。……まあ直じかに聞くのが一番早いか。


    「あの、華か城じよう先ぱ」


    



    　──キャアアアアアアアアアアアアッ！


    



    　切迫した金かな切きり声は、僕たちの背後から上がった。　


    　一気に緊張感を高めて振り返ると、ついさっきすれ違った家族連れからその悲鳴は上がっているようだった。


    　悲鳴の主ぬしである母親が、なにかから覆おおい隠すように我が子をひしと抱きしめている。　


    　父親は近くのホテルに駆かけ込むと、切せつ羽ぱ詰まった声で従業員を呼んでくる。


    「あら、珍しいわね」


    　騒然とする周囲のことなどおかまいなしに、華城先輩の顔は涼しいものだった。


    　僕や早さ乙おと女め先輩、それから鼓こ修す理りでさえ、いきなり始まった大騒ぎに呆あつ気けにとられていたというのに。


    　しかしすぐに僕たちにも合が点てんがいった。彼らが追いかけ回しているのは野生のオスギツネだったのだ。


    　股こ間かんにぶら下がっているアレが、公こう序じよ良りよう俗ぞくに違反するという大人のご判断だろう。


    「ゴミ出しにも気を使っているし、野生動物が寄ってこないよう対策はいくつもしているのだけど、たまーに入り込んでくるのよねぇ。さ、行きましょう。あんまり注目してると変な疑いを受けちゃうわ」


    　華城先輩に従い、僕たちは何食わぬ顔で再び歩き始める。


    「あっ！　そっちに行ったぞ！　誰か捕まえてくれ！」


    　と、オスギツネはこちらに殺気がないこととを察したのか、手に手に捕獲網を持った大人たちの隙すき間まを縫ぬい、こちらに走ってきた。


    　さてどう対処したものかと華城先輩を振り仰あおいだそのときだ。


    　だっ、だっ、だっ、だっ、だ！


    　アスファルトを踏み抜く力強い音、そしてその足音から察せられるやけに間延びした歩幅。


    　……あれ？　なんかこの足音、聞き覚えが──。


    「ちょいと上を失礼するぜ！」


    　あっ、と思ったとき、すでにその人影は僕の頭上を飛び越えていた。


    　ポニーテールを揺ゆらした彼女は、ずだんっ！　と僕たちとオスギツネの間に着地する。


    「よーし……いい子にしてろよぉ……」


    　足首まで覆い隠すだぼだぼのバスケットパンツに、長なが袖そでのＴシャツ。


    　見覚えのあるその後ろ姿はすらりとした長身を縮めるように腰を落とし、


    「よっ、とお！」


    　爆発的な瞬発力でオスギツネとの距離を縮め、手を伸ばす。


    　けれど相手は野生の獣けもの。


    　街中でたまに見かける去きよ勢せい済みの飼い犬などからは想像もつかない滑なめらかさで逃のがれる。


    「──ほっ」


    　けど、どうやら彼女のほうが一枚上うわ手てだったらしい。


    　オスギツネの逃げる先を予測していたのだろう彼女は初手の瞬発力からは考えられないほどの敏びん捷しよう性せいで動きを切り替え、キツネの首根っこをひょいとつかんだ。


    　牙きばを剥むこうとするキツネをぽいと頭上に放り投げ、近くであたふたしていた女性従業員から網を引ったくり、ぽすんと見事に捕獲してみせた。


    「いきなり奪い取って悪かったぜ。このキツネ、かなり怖がってっから、丁てい寧ねいに扱ってやってもらえると嬉うれしいぜ。ま、あたしが言えたこっちゃねーけど」


    　にかっ、と八や重え歯ばを覗のぞかせて笑うその横顔を見て僕は確信した。


    　彼女は僕の中学時代の同級生、濡ぬれ衣ごろもゆとりだ。


    　ゆとりが捕獲網を突き出すと、女性従業員はこれ以上人目に触れないようにだろう、麻袋で捕獲網ごとキツネを包んでから「ありがとうございますっ」と受け取った。
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    　まさしく疾しつ風ぷうのように騒ぎを収しゆう束そくさせたゆとりに、おおーっと歓声が弾はじける。


    　ゆとりは「どーもー」とか適当に応えながら、お礼がしたいと引き止める女性従業員も「あー、いいっすよ気にしなくて」とざっくばらんにあしらった。


    「ゆとりっ、久しぶりじゃんかっ」


    　不意打ちで再会することができたからだろう。


    　健脚に任せてさっさとこの場から姿を消そうとするゆとりの肩を、僕は背後からぽんっと叩たたいて声をかけていた。ゆとりがどういうやつだったか、まるで考慮せずに。


    「──オトコっ！」


    　奇声を発したゆとりのポニーテールがびんっと逆立ったような錯さつ覚かく。


    　あ、しまった。と気づいたときにはすでに遅く。


    　瞳どう孔こうがガン開きになったゆとりが肩越しに僕を睨にらみ、目が合った瞬間ぴたりと動きが止まっる。そして数秒後、


    「……っ!?　うわあああああああああっ!?」


    　ゆとりは毛を逆立てて飛び上がり、一気に僕から距離を取った。


    　親の敵かたきにでも遭そう遇ぐうしたかのような表情で、ぐるるるっ、と猛犬が如ごとき唸うなり声を上げる。


    　その健脚が、ぐっとためを作った。


    「……なんで……なんでてめえが、ここにいやがるんだっ!?」


    　軽々と人を飛び越えるほどの脚力から繰り出されるハイキックが、僕の鼻先でぴたりと静止した。風圧と威圧で気け押おされた僕は、そのままどさりとへたり込む。


    「てめえなんか……てめえみてえなろくでもない野や郎ろうは……っ」


    　そしてゆとりは全身をわなわなと震わせ、


    「死んじまえばいいんだバカアアアアアッ！」


    　渾こん身しんの回し蹴げりを見舞ってきた。


    　靴先が僕の前髪にかすり、何本かがはらはらと落ちる。


    　冷や汗さえも風圧で吹っ飛ばされながら仰あお向むけに倒れるまでの数瞬で、ゆとりは豪快な足音とともにこの場から姿を消してしまった。


    「……あー、やっぱり変わってないなぁ、あいつ」


    　苦笑しながら懐なつかしんでいると、早さ乙おと女め先輩が「なんじゃ奥おく間ま、あの珍獣はお主ぬしの旧知か」


    　と近寄ってきた。


    「はい、そうなんですよ実は」


    「ほほう……？　ま、せいぜい振り回されるがよかろう」


    　なぜか早乙女先輩は興味深げににんまりと笑う。


    　またなんかろくでもないこと閃ひらめいてるんじゃないだろうなと早乙女先輩を警戒していると、予想外の方向から攻撃が飛んできた。


    「……いま見たッスか、綾あや女め様？」


    「ええ、ばっちりよ」


    　なにやら不ふ穏おんな空気をまとったバカ二人のひそひそ声。


    「狸たぬ吉きちのやつ、女の子から出合い頭がしらに寸止め攻撃を食らってニヤニヤしてるわ」


    「え、ちょっとマジでキモイんっスけど……」


    「でもおかしいわね。鼓こ修す理りからはどんなに悪あく逆ぎやく非ひ道どうな真ま似ねをされてもあんな快感に溺おぼれただらしない顔なんてしてなかったのに」


    「きっと相手の女性が好みのルックスだったからに違いないッス。狸吉は女性の外見で態度の変わるサイテー野や郎ろうなんっスよ」


    「……やだ、なにそれ生々しい」


    「ちょっとそこ！」


    　わざとこっちを見ながらひそひそぼそぼそと誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを繰り返す華か城じよう先輩と鼓修理。


    　特に華城先輩なんてバスの中での仕返しを楽しんでる目だ。


    　ゆとりの暴走で呆あつ気けにとられる観光客やホテル従業員たちの目を避けるため、僕は一行を細道に押し込んで説明を開始する。


    　途中で鼓修理が「触るんじゃねえっスよ！　異常趣味が感染するっス！」と騒ぐが、お前は最初からハザードレベルＭＡＸマツクスハートだろうが。


    「違うんですって！　あれは中学のときの同級生なんですよ！　懐なつかしくてつい口元が──」


    「攻撃されるとわかってて声をかけたらしいっスよ！　こいつ真性っス！」


    　お前ちょっと黙ってろよ。


    　鼓修理の頭をギリギリと絞り上げるが、華城先輩のほうの悪ふざけは終わらない。


    「あの女の子の反応といい、狸吉は昔からさんざんな要求をしてきたのでしょうね。それこそ、殴りたいけど触りたくもないってジレンマに苦しめられるほど気持ち悪いやつを。かわいそうに……こんな変態に目をつけられたがばっかりに、寸止め系女子（物理）とか言われてきたに違いないわ」


    「あんたが言うなあんたが！　……ゆとりの実家は、酪らく農のうを営んでるんです。でもって僕は奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうの息子。これでわかるでしょう？」


    　そこでようやく事情を察してくれたらしい華城先輩が「ああ、それで」と口を閉じる。


    　ただ、鼓修理だけが「えー、ちょっとー、鼓修理の明晰な頭脳をもってしても意味がわからないんっスけど～」と腹立つ言い回しでつっかかってきたので補足する。


    「いわゆる〝卑ひ猥わいな知識〟と切り離せない職種の人とその関係者は、不健全な精神性を有していて他人に感染させるに違いない、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に反抗心をもってるんじゃないか、って理り不ふ尽じんな扱いを受けることが多いんだよ。必要以上に育成法に賛同している風を装よそおわないと、社会からすぐ排除されちゃうんだ」


    　農林水産業系のほかにも、医療関係者などもそういった風潮に晒さらされている。


    　医療関係者の場合は昔からのエリートイメージや身近の頼りになる存在として比較的差別も少ないけど、特に畜農業は《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》違反者が強制労働の体ていで参加することも多いせいで、余計に負のイメージを与えられてしまっている。


    「だから、ゆとりは僕みたいな身の上の人間と仲よくするわけにはいかないの。自分だけじゃなくて、家族や同じ職業の人にも迷惑がかかるってわかってるから」


    「つまりそれは、過か剰じような拒絶という確定した未来を利用して計画的にご褒ほう美びを頂いてました、という自供っスね？　言げん質ち取ったっスよ！　この恥ち能のう犯はんが！」


    「前から聞きたかったんだけどさ、鼓こ修す理りってホントは凄すごいバカでしょ。もしくは愚おろか者」


    「あ？」


    　女子中学生がしちゃいけない形ぎよう相そうで僕のケツにロケット頭突きを放ってきた鼓修理を受け止めながら、ゆとりに関してのフォローもする。


    「とにかく、ゆとりは悪いやつじゃないんです。世話焼きなやつで、中学時代は一緒にトラブルシューターとかやってましたし。……まあ、故意な共闘は、ゆとりがご覧いただいたとおりの態度なので成立しないですし、結果的に協力しあってたとかそんな感じでしたけど」


    「はいはい。事情はわかったからそろそろ行くわよ。撫なで子しこを待たせてしまっているわ」


    　なぜか僕の発言に喰くい気味な華か城じよう先輩の鶴つるの一声で、僕と鼓修理はとっくみあいをやめた。


    　ちょっと道草を食ってしまって時間が押しているのか、早足で先せん導どうする華城先輩について僕たちは目的地への歩みを再開する。


    「それにしても……」


    　ゆとりのやつ、なんでこんなとこにいたんだ？


    　朱あけ門かど温泉は、清せい麗れい指定都市に住んでいる人間に対してしか宿を開放していない。　


    　日帰りで温泉だけ楽しむにしてはアクセスが悪いし、ゆとりはそこまでして温泉を欲するキャラでもなかった。風ふ呂ろはシャワーで十分とかいうようなやつなのに。


    　もしまた顔を合わせることがあったら、今度は驚かせないように訊たずねてみるか。


    　ＰピーＭエムの電話番号も交換していない相手への接触方法を考えながら、僕は黙々と歩を進める華城先輩の後をついていった。
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    「……あの、華城先輩。マジでここなんですか？」


    「ええ、もちろん。なあに、緊張してるの？　いつもより股こ間かんの膨ふくらみが控えめだけれど」


    　適当なことを吹ふい聴ちようするな。ちょっと萎い縮しゆくしてるだけだ。人を股間で判断するな。


    「だって、これ……」


    　ここが清きよ門かど荘そうよ、と華か城じよう先輩が立ち止まったのは、僕みたいな一高校生は眺めることさえ許されないような、厳おごそかで高級感漂ただよう木造三階建ての温泉宿だった。


    　すぐ後ろに山を背負っているせいか、玄関先に立っているだけで相当な威圧感を受ける。


    　けれど怖おじ気けづいてしまっているのは僕だけらしい。


    　早さ乙おと女め先輩は絵のことで頭がいっぱいらしくアホみたいに口を開けたままぽけーっとしてるだけだし、鼓こ修す理りは家柄が家柄なので「おりゃっ」とか力の抜けた僕の足に膝ひざかっくんして遊ぶ余裕さえ見せている。うっとうしい。


    「高校生二人と子供二人で利用するには腰が引けるというか……」


    「いちおう言っておくけど、ここはラブホじゃないのよ？」


    「そういう意味じゃないです！」


    「オナホは置いてあるけれど」


    「なんで置いてあるの!?」


    「撫なで子しこの旦だん那なさん──つまり私の義父の趣味なの。なんかこう、サンタクロースみたいな色と形をしたものとかいろいろあって面白いのよ」


    　サンタクロースみたいな色と形のオナホってアレか。父さんがよく「ＴＥ●ＧＡクロース！」とかいう仮か装そうをして、そのまま母さんに簀す巻まきにされてたやつだ。


    「義父の本業は電車でも話したちんこ神輿みこしを作る彫り師だから、資料と称していろいろ隠し持ってるのよねぇ。この時期は隠し工房で作業に没頭してるはずだから、会えそうにないわ」


    「善ぜん導どう課にしょっぴかれること確実なそのお祭りは消しよう滅めつしたんじゃなかったんですか？」


    　ほかにもいろいろとツッコミたいところはあったが、これ以上聞くと清門荘に対する不安が限界を超えるのでやめておいた。


    「隠しているだけで、消滅はしていないわ。お祭りはもうできないけれど、ご神しん体たいであるちんこ神輿とその奉ほう納のうだけは続けているの。……表の顔と裏の顔。この街はいまの日本において、最もバランスが取れてしまっている街の一つなのでしょうね」


    　華城先輩の言葉尻じりになんだか違和感を覚えたが、立ち話もなんだからと促うながす華城先輩に押されるまま、僕たちは宿に足を踏み入れた。


    　途端、まるで待ち構えていたかのようなタイミングで一人の女性が僕たちの前に現れた。


    「本日は遠いところをお疲れ様です、お待ちしておりました。わたくし、この清門荘で女将おかみを務めさせていただいております、華城撫子と申します」


    　上品な物腰で僕らを出迎えてくれたのは、淡い紫色の着物に身を包んだ中年の女性だった。


    　かんざしで後ろ髪をまとめた撫子さんは、柔にゆう和わな笑え顔がおが特徴の、細目の美人だ。


    　後ろに控えていたほかの従業員さんたちが「さ、お荷物を」と僕たちの荷物を運んでいき、ロビーには撫子さんと僕たちだけになる。


    「奥おく間ま狸たぬ吉きち様、早乙女乙おと女め様、鬼おに頭がしら鼓修理様。綾あや女めからいつも話を聞いていますよ。この子についていくのはさぞ大変だったでしょう。今日きようから二泊三日、存分にくつろいでいってくださいね」


    　撫なで子しこさんは深々と、けれどこっちが申しわけなくなってしまわない自然さで頭を下げ、


    「それではお部屋にご案内いたします。積もる話もそこで」


    　旅の疲れや清きよ門かど荘そうへの不安がほぐれるような優しい微笑ほほえみだ。


    　これが華か城じよう先輩を育てた人か……なんかとても信じられないな。


    「でも、本当によかったの？　確かに客足は落ちているけれど、忙しいことに変わりはないでしょう？　いざとなったら私たちの身の回りのことは私が手伝いの一環としてやるから、そっちはそっちで接客に専念していていいのよ？」


    　僕たちを客室に案内する撫子さんに、華城先輩が話しかける。


    　心なしか、僕たちといるときよりも硬く見える。親と友人が同時にいる空間でどっちの顔をしたらいいのかわからない気恥ずかしさでも感じているのだろうか。


    「なにを言ってるんですか、あなたは」


    「あいたっ」


    　撫子さんがぺしりと華城先輩のでこをはたいた。


    「あなたたちは、わたくしが清門荘の女将おかみとして正式に招待した賓ひん客きやく。この夏休みは最高のおもてなしをさせていただきます。邪魔はさせません。……温泉街の客足が減っているのは、ちょっとやそっとの風評被害で影響が出るような接客をしてきたわたくしたちの責。


    　あなたたちがどれだけ頑張ってきたかは誰よりも知っていますよ」


    「……そう。わかったわ」


    　華城先輩はふっと肩の荷が軽くなったように息を吐いた。


    「そうなんっスよ撫子さん！　鼓こ修す理りも綾あや女め様の折れずに頑張る姿とか、力強い心こころ根ねに惹ひかれてお手伝いすることにしたんっス！　こんなに素晴らしいお人がいかに育まれたのかずっと不思議だったんっスけど、撫子さんという最良の支えがあってこそだったんっスね！」


    　華城先輩と撫子さんの間にある信頼を感じ取ったのだろう。それまで見極めるようにおとなしくしていた鼓修理が猫のようにごろごろと媚こびを売り始めた。しかし、


    「あなたのことはよく存じておりますよ、鼓修理様。《ＳＯＸソツクス》を裏切って騒ぎを大きくした挙げ句、反体制サイドを全ぜん壊かいの淵ふちに立たせた小こ賢ざかしいクソガキでしょう？」


    　鼓修理の笑え顔がおにヒビの入る音が聞こえた。


    「みんな気をつけてね。撫子は、ええと、れでぃーす？　とかいう百ゆ合りゾネス集団の元リーダーだから。粗そ相そうすると素すが出てくるわよ」


    「あらいやですね。綾女さんったらまたそんな適当なことを言って。いまのはちょっとしたリップサービスですよ」


    　ほほほ、と袖そでで口元を覆おおいながら撫子さんが笑う。


    　この二面性、やっぱり華か城じよう先輩の育ての親ということか……。


    「さ、こちらになります。鬼おに頭がしら様、早さ乙おと女め様、それから綾あや女めはこちらの〝華か輪りんの間ま〟。奥おく間ま様は向かいの〝菊の間〟をご利用ください」


    　なんか部屋の名前が作為的な気がするのは僕の心が汚けがれてしまっているから？


    「お荷物はすでに運び込んであります。お食事は〝華輪の間〟に集まってとられるとのことでしたが、お時間はいかがいたしましょう」


    「……そうね。今日きようはもう移動で疲れてるでしょうから、さっさと食べてお風ふ呂ろに入って、寝ちゃいましょうか」


    　その意見に反対の声は上がらず、僕たちはまとめて華輪の間に入った。


    



    　　　　　●


    



    「あーっ、食べた食べた」


    「ちょっと狸たぬ吉きち。食べてすぐ横になると金玉が爆発するわよ」


    「どんな脅おどし文句だ！　……それに、寝ちゃってるのは僕だけじゃないでしょう」


    　ちらと横を見ると、鼓こ修す理りと早乙女先輩が畳の上に丸くなって小さく寝息を立てている。


    　新鮮な山菜と川魚を中心に作られた夕食がかなり美お味いしかったせいか、鼓修理はもとよりスランプで食欲を失っていたらしい早乙女先輩もばくばく平らげ、両者とも「もう動けない……」とのセリフとともに横になって眠ってしまったのだ。


    「女の子の場合は本当に牛になるわ。おなかとおっぱいのどちらかが張るの。あらやだ妊にん娠しん？　食べてすぐ寝ると牛になるって言葉の裏には眠みん姦かんへの警告があるに違いないわ」


    　素直に太るって言えねえのかよ。　　


    「それにしても、いい人そうですね、撫なで子しこさん」


    　話を振ると、華か城じよう先輩がニッ、と笑う。


    「ええ。本当に世話になっているわ。彼女は私の父と旧知なのだけど、朱あけ門かど温泉の清せい麗れい指定都市入りが決まった後、それまでの努力を水すい泡ほうに帰きすおそれのある私みたいな下ネタ爆弾を引き取ってくれたの。……こんな世界には適合できない、ってひねくれてた私に抗あらがう手段を与えてくれたのも彼女よ」


    　元々は自分も社会から弾はじかれる立場だったからかもしれないわね、と華城先輩は呟つぶやいた。


    「けどね、たまったものじゃなかったわ。撫子にしてみれば、私が下ネタテロリストだなんて発覚したら温泉街ごと破は滅めつする。だから私を下ネタテロリストに育てるための修しゆ行ぎようもかなり力を入れてくれたのだけど、元ヤンなせいか容よう赦しやも常識もなくて……って、話せば長くなっちゃうわね」


    　言って華城先輩は両手を股こ間かんに当てる。おい、上の口を閉じろ上の口を。


    「先にお風呂に入っちゃいましょう。撫なで子しこが布ふ団とんを敷きに来てくれるはずだしね。今日きようはせかせか急いで話をする必要もないから」


    　華か城じよう先輩は荷物からお風呂セットを取り出す。


    「そうですね。温泉に入ってから、寝落ちするまでだらだらしてましょう」


    「寝落ちだなんて……狸たぬ吉きちあなた、オナニー後に下半身丸出しで寝ちゃって、起きたら下半身に掛け布団がかけられていただけでなく片づけまでされてたあの悪夢を繰り返すつもり？」


    「そんな悲しい過去はありません！」


    　せいぜい夢む精せいパンツの処理を母さんに見つかってお互いあわあわしたくらいだ。


    　目覚めたと思ったら悪夢はそこからが本番でした、ってなにそのエロム街の悪夢。　


    　それから僕は自分の温泉セットを取ってきて、華城先輩の案内で清きよ門かど荘そう自慢の温泉へと向かった。


    



    「え？　トラブル？」


    「はい。申しわけありませんが」


    　撫子さんは弱り切った顔で謝罪を重ねた。


    　なにやらメインの浴場に湯を引くパイプに重大な欠陥が発生し、復旧が明日あした以降になるとのことだった。撫子さんの顔が真っ青さおだったので、華城先輩の「パイプカットか……」というしたり顔は無視する。


    「四つあるサブの温泉は無事なので、今日のところはそのうちの一つを《ＳＯＸソツクス》御一行様には使っていただければと」


    　僕と華城先輩が承諾すると、撫子さんは「ほかのお客様への説明もあるので、わたくしはこれで」とぱたぱたと早足で去っていった。


    「なんか、大変そうですね」


    「んー、撫子がこんな初歩的なミスをするなんて、やっぱり温泉街全体の客足について裏で相当苦労してるのかしら。〝表〟のお祭りも近いし……かといって手伝いは固こ辞じされてしまっているから、私たちにできることはせいぜい、一晩中ヤりまくったカップルみたいにぐったりのんびり過ごすくらいね」


    「そういう発言されると心が安まらないんですがね！」


    　男湯・女湯と書かれたのれんのかかった脱衣所入り口で華城先輩と別れ、いよいよ僕は温泉に足を踏み入れた。


    「……って、露天!?」


    　僕以外に誰もいない脱衣所から浴場への扉とびらを開くと、そこは夏の夜空が望める屋外にあった。サブというだけあって面積的には狭いが、空が仰あおげるだけで解放感は桁けた違いだ。


    「……ああ、裏手がすぐ山だから、設置許可が下りてるのか」


    　どうやらここは清きよ門かど荘そうと裏山の境目に作られた温泉らしい。これなら最低限の囲いで夜空を拝めるし、湯船が外から見えてしまうとの理由で《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に抵てい触しよくすることもない。


    　岩でできた浴よく槽そうとか星空の見える温泉とか、海水浴やスクール水着と同じくらい、昔話にしか登場しないものだと思ってたけど。


    「すげえ……っ」


    　すっかり舞い上がってしまった僕は、かけ湯もそこそこに湯船へ飛び込む。


    　飛び込んでからマナー違反だったかと思い出すも、全身に染み渡る温かさでいろいろどうでもよくなった。岩を枕まくらにして全身を湯に浸ひたす。


    「うあああっ、すげー気持ちいい……」


    　ここ数か月の疲れが一気に解放されたような心地よさだ。これが二泊三日の間堪たん能のうできるとか、天国はここですか？


    　これでＰピーＭエムも外せたら完かん璧ぺきなんだけど、と頭の片かた隅すみでに思いつつ、満足なのに変わりはない。


    「……泳いでもバレないよな」


    　どうせここの男湯は僕しかいないし、と体を浮かべた。


    　泳ぐといってもクロールとかそういうのはできないので、底に手をついてなんちゃって背はい泳えい状態である。夜空を眺めながらふわふわ泳ぎ、気分はまさに極楽極楽。


    「……ん？」


    　と、頭がなにか柔らかいものにぶつかり、「ひぃ……っ！」と絞られたか細い悲鳴が頭上から聞こえた。


    　なんだ？　と目線を声がしたほうに移す。そこには、


    「……」


    「……」


    　華か城じよう先輩が性犯罪者を見るような目つきで僕を見下ろしていた。


    　上気した肌はだ、水滴のこぼれ落ちる鎖さ骨こつ、適度に膨ふくらんだ胸部と真っ白な肢し体たい……なにこれぼくよくわかんない。


    　──そして、止まっていた時間が動き出す。


    「うあああああああっ!?」


    「いやあああああああああああああっ!?」


    　華城先輩の全力の悲鳴を受けて、僕は即座に距離を取る。けれど、


    「お、犯さうぐ、近づかないでこの変たうぐっ、ケダモごぶふっ」


    　携帯電話を脱衣所に置いてきたままらしい華城先輩は、僕に警戒の視線を向けたまま溢あふれてくる禁止単語を抑えるのに精いっぱいらしい。　


    　ていうか、なにこれ、どういうこと!?　なんで僕と華城先輩が一緒の浴場にいるんだ！


    　まさか、脱衣所は別で中が繋つながってたのか？　けど、それじゃあまるで、


    「善ぜん導どう課に通報しなくちゃ……この自立性下半身に正義の鉄てつ槌ついを……っ」


    「わあっ!?　華か城じよう先輩ストップストップ！　僕は悪くありません！」


    　下ネタによる精神統一ができないいま、華城先輩のパニックは最高潮のままだ。


    　錯さく乱らん状態でＰピーＭエムを操作しとんでもない自爆を始めようとしていた華城先輩に必死で語りかける。交渉人奥おく間ま狸たぬ吉きち。


    「それ以上近寄ると、あなたの下半身に巣くう邪じや神しんを噛かみちぎるわよ！」


    「華城先輩、落ち着いてください！　これはなにかの間違いなんです！」


    「一夜の過あやまち!?　いやあ！　この男、計画犯罪を過失に置き換えて罪を軽くする魂こん胆たんだわ！」


    「よく見てください、扉とびらが二つあります！　脱衣所だけが別で、風ふ呂ろは繋がってたんです！」


    「え？　二穴？　中でこすれて……？」


    　まだ混乱の淵ふちにありながら、華城先輩が湯煙の向こうにある脱衣所への扉×二を見つめる。


    　そして数秒後、「まさか撫なで子しこのやつ……っ」と少しばかり正気に戻って、湯船から飛び出した。


    「うわちょっと!?」


    　タオルで体を隠しながらも、華城先輩の膨ふくらんだ胸部や柔らかい曲線を描えがく臀でん部ぶ、それからすらりと白い足は丸見えで、僕は反射的に顔を逸そらす。


    「くそっ、出せ、出しなさい！　出せええええ！」


    　華城先輩が全力で連続蹴げりを加えるも、いつの間まにか施せ錠じようされていたらしい脱衣所への扉はびくともしない。は？　なんで閉じ込められてんの僕ら？　


    　僕も腰にタオルを巻いて男子脱衣所への扉を引くが、こっちもまったく開く気配がない。


    「いやあああああっ！　半はん裸らの狸吉が私のすっぽんぽんをなめ回すように観察しようと追いかけてくるぅ！」


    　華城先輩がまたしても僕にあらぬ疑いをかけながらばっしゃああん！　と湯船に逃げ込んだ。


    「違いますよ！　僕だって一刻も早くここから脱出しようと……ってそもそも華城先輩は全裸にバスタオルで駅のホームを駆かけ抜けた人でしょうに！　なにをいまさら！」


    「はあ!?　駅のホームで全裸とかバカじゃないの！　私はあのときちゃんと下に服を着てたの！　手足の素す肌はだがタオルの隙すき間まから見えるよう、半はん袖そで半ズボンのやつをね！　残念でしたね？　私は口先がメインの女なのよ！」


    　マジでか！　いまさらになって知る衝撃の事実！　しかしいまはどうでもいい！


    「って、うわっ!?」


    　いきなり脱衣所への扉が開いて、僕はバランスを崩した。　


    「おいおい、おめぇら風呂も静かに入れないのかい」


    　傾かしいだ僕の体を、ふにゃん、とした柔らかい壁が受け止めてくれた。


    「撫なで子しこさん!?」


    　そこにいたのは、バスタオルを体に巻いた華か城じよう撫子さんだった。


    「どうだい？　清きよ門かど荘そうの裏名物、男女混合風ぶ呂ろの湯加減は？」


    　撫子さんは先ほどとは打って変わったオヤジくさい雰ふん囲い気きを醸かもしながら、なんの躊ちゆう躇ちよもなく僕の肩を抱き、ぐいぐいと湯船に押し進める。


    「ちょっ、あの、撫子さんあの、ちょっと、え!?　てゆーかキャラがおかしい！」


    「おっと、ボディータッチはさすがにまだ早すぎたかねぇ」


    　撫子さんはからからと笑って肩を外すと、「ほら、中途半端に湯船つかっただけだと湯冷めしちまうぞ」と僕を促うながしながら湯に入る。促されるまま、僕も湯船にイン。


    　湯船の奥のほうへ避難していた華城先輩と入り口付近につかる僕と撫子さんで、ちょうど向かい合うような形となる。ふぃー、染みるねぇ、と撫子さんだけが呑のん気きな声だ。


    　……え、なに、これまさか、混浴、というやつですか？


    　ＰピーＭエムなんかが開発導どう入にゆうされる遙はるか以前より根こん絶ぜつが進み、海水浴や水泳が廃止になるずっと前に絶ぜつ滅めつしていたとされる、伝説の日本文化。


    　それこそ日本昔話の鬼おにヶが島しまにでも放り込まれたような状況に温泉の癒いやし効果が加わり、思考が停止する。かぽーん、と脳内に謎なぞの効果音が響いてくるほどの静寂。


    　ピピピピピ。


    　ちょうどそのとき、痛いほどの静寂を破るように僕のＰＭが着信を知らせた。


    「おーおー、やっぱりＰＭは無ぶ粋すいで嫌になるねぇ、風呂くらいのんびり入らせろってもんだ」


    　そういう撫子さんのせいで、いままさにのんびりできてないんですがね。


    　いろいろと文句はあったが、いまは電話のほうが大事だと割り切って電話に出る。


    　なにせ着信は……アンナ先輩からだったのだ。


    　今日きようは一体なんなんだよ！　次から次へと！


    「ちょっと失礼します。……もしもし」


    『──はあ、はあ、はあ』


    　……危ない危ない。もう少しで電話を切るところだった。


    　そんなことしたら夏休み明け、アンナ先輩に殺されちゃう。


    「あの、アンナ先輩？」


    　電話の向こうでは相変わらず湿った息づかいがくぐもって聞こえてくる。はあはあの間に時折「んっ」という嬌きよう声せいも混じるのは……頼むからのぼせた僕の幻げん聴ちようであってください。


    『はあ、はあ、奥おく間ま、君。わたくしもう、夏休みの間中奥間君に会えないと思うと、一日目から体が疼うずいて疼いて……強く自分を律しようとしたのですが……無理で……』


    　なんかくちゅくちゅ水っぽい音も聞こえてきた……。


    『ああ、もっと声を聞かせてくださいまし奥間君っ。耳元で奥間君の声が響くと、おなかがもっと熱くなって、わたくし、わたくし……っ』


    　はあはあはあはあはあはあっ。


    　アンナ先輩の湿った息づかいが加速し、僕がいくら呼びかけても言葉らしい言葉が返ってこなくなる。──やがて、


    『はあ、はあ、奥おく間ま君、わたくしもう、あ、ああっ、なにか、なにかが……───っっ!!』


    　ぶつっ、ツー、ツー、ツー。


    　声にならないうめき声のようなものを最後に、アンナ先輩のＰピーＭエムから通信が途絶えた。


    　ええと、ＰＭって確か、睡眠とかで装着者の意識が途切れると、禁止単語監視機能ほか諸もろ々もろの機能も自動でオフになるんだったっけか。　


    　……あ、ヤバイヤバイヤバイ！　


    　アンナ先輩のＰＭとは対照的に、僕のちこたんオンしたお！　


    　電話が終わったことを察したのか、僕の絶体絶命な状況を知らずに華か城じよう先輩が動き始めた。


    「撫なで子しこ。これはどういうこと？　あなたが混よ……男女混合風ぶ呂ろが大好きなのは知ってるけれど、それを私に押しつけないで、ってことで落ち着いていたはずよ」


    「夏休みをフルに使ってあんたらを鍛きたえ直すためのカリキュラムの一環、プラスあたい流の挨あい拶さつさね」


    　羞しゆう恥ち心しんで顔を真っ赤かにした華城先輩の殺気さえこもった声とは対照的に、撫子さんの声は呑のん気きそのものだ。


    　二泊三日の慰い安あん旅行もパイプのトラブルも、全部おめぇらを誘い出すための嘘うそっぱちさ、と舌を出す余裕さえ見せる。


    「男女混合風呂が修しゆ行ぎようって、バカじゃないの！　そもそもなんでいまさら！　せっかく順調にテロ活動が進んでたのに、この夏休みを棒に振るなんて──」


    「本気で言ってんのかい、綾あや女め。おめぇ腑ふ抜ぬけも大たい概がいにしなよ」


    　撫子さんの目が僅わずかに見開かれ、そこから得えも言われぬ威圧感が放たれる。


    「ソフィア・錦にしきノの宮みやの署名運動を潰つぶし、《群むれた布地》を公開処刑して、《ＳＯＸソツクス》は全国的に名の知れた組織になった。けどそれは、あらゆる組織を敵に回す名の売れようさ」


    　善ぜん導どう課は言わずもがな、全国の下ネタテロ組織も華城先輩が考えているよりもずっと厳しい目で《ＳＯＸ》を捉とらえているのだと撫子さんは言う。


    「谷や津つヶが森もりの高水準不健全雑誌、オリジナル不健全イラストを制作できる人材、全国規模のテロ支援財ざい閥ばつの一人娘……《ＳＯＸ》が狙ねらわれる貴重な力は数多い。だが、それを守り切る力がねぇのさ、おめぇらには」


    「そんなことない。私には狸たぬ吉きちが」


    　華城先輩が僕を見み据すえる。


    　あの、すっごく真剣な話をなさってる最中に申し訳ないんですが、僕のちこたんが荒ぶるので目は合わさないでいただけると助かります。


    「確かに《ＳＯＸソツクス》はおめぇら二人が要かなめさ。……で、その要に問題があるから修しゆう繕ぜんしなくちゃいけねえんだよ。おめぇら、いつまで先輩後輩、上司部下やってるつもりだい？」


    　不意打ちを食らったように華か城じよう先輩が言葉に詰まった。


    「そこで男女混合風ぶ呂ろがご登場ってわけさ」　


    　にんまり笑う撫なで子しこさんだが、そこってどこですか。


    「男女混合風呂は本当にいいもんさ。変な外そと面づらなんて全部脱ぎ捨てて、剥むき出しの中身で人と接さざるをえないからね。馬の合うやつとは短期間でとことん心を近づけられる……昔、突っぱってたあたいを男女混合風呂に無理やり放り込んで頑かたくなに塗り固めてた外っ面をはぎ取ってくれたのがいまの夫さ」


    　いま、看かん過かできない被害者の声的なものが聞こえたけどスルーしとこう。ほらあれ、愛のかたちは人それぞれらしいし。


    「けど悲しいもんさ。一部の狼ろう藉ぜき者ものが男女混合風呂にピンク色の期待を向けちまったせいで、どんどん規制されて、いまじゃ男女混合風呂を作っただけで逮たい捕ほされちまう。本当はこういう場所だからこそ、常以上に敬意と礼節をもって相手に接さなくちゃいけないってのに」


    　そういう心構えがあってこそ混合風呂を本当の意味で楽しめるんだと撫子さんは語った。


    「だからあたいは、男女混合風呂で興奮するやつがいっちばん大嫌いでね」


    　にこっ、と撫子さんの笑え顔がおが僕に向けられる。あ、これヤバイ流れだ。


    　頭の中で警報が鳴り響くも、残念ながらいまの僕は動ける状態にない。


    「奥おく間ま狸たぬ吉きち。立ちな」


    　もう勃たってます。


    「腰にタオル巻いてるだろ。立てるはずさね。さあ早く」


    　撫子さんが元ヤンだからだろうか。小銭もってんだろ跳ねてみろ、みたいな場面を思い出す。


    　タオルを巻いた撫子さんにぐいと腕を引っぱられ、僕の頭を走そう馬ま燈とうが駆かけ巡った。


    　しかしこんな特殊な場面を救済できる情報など頭の中になく、


    「違うんです！　これは違うんです！　さっきの電話に僕を陥おとしいれる巧妙なトリックが！」


    　そして僕は無言の撫子さんに問答無用で立ち上がらされた。


    　濡ぬれたタオルでラインの強調された僕のちこたんは〝わっしょいわっしょい！〟状態で、華城先輩が「ひぅっ!?　……信じてたのに」と悲鳴を押し殺しながら目を逸そらす。


    　魂たましいの抜けた僕を湯船に戻した撫子さんが拳こぶしを握る。


    「男女混合風呂の礼儀を教えてやらぁ！」


    　頭頂部に激痛が走り、同時に僕のムスコが萎なえていく。ああそうか、こういうときは激痛を与えれば一気に血抜きできるのか。次にこういうことがあったら迷わず玉を潰つぶそう。


    「ま、安心しな。これだけが修しゆ行ぎようってわけじゃないさ。たとえば狸吉には綾あや女めに軽々ついていけるくらいの身体・隠おん密みつ能力獲得だったり、それぞれのメンバーに適した内容を考えてある」


    　呆ぼう然ぜんとする僕と華か城じよう先輩を置いてけぼりにしたまま、撫なで子しこさんは営業スマイル。


    「つーわけでだ。この夏休みはよろしくな」


    　──こうして。


    　二泊三日のほのぼの慰い安あん旅行は、一か月超をかけた凄せい絶ぜつな山ごもりへと変へん貌ぼうした。
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    第二章　修しゆ行ぎよう前ぜん戯ぎ


    



    「さあ、逃げるわよ！　持って行く荷物は最低限で！」


    　温泉から戻るなり、眠ったままの早さ乙おと女め先輩を背中にくくりつけた華か城じよう先輩が菊の間まに乗り込んできた。


    　撫なで子しこさんに素直に従ったように見せかけるために着ていた浴衣ゆかたは、戻ってすぐに着替えたようで、動きやすさ優先のシンプルな私服になっていた。


    　その隣には、寝ぼけ眼まなこの鼓こ修す理りがぼけーっと突っ立っている。


    　夜逃げ直前のお母さんみたいな雰ふん囲い気きの華城先輩に、僕はおそるおそる具申する。


    「あの、本当に逃げるんですか……？　撫子さん、頭はおかしいですけど、言っていることはなかなか的を射ていた気がするんですけど」


    　組織力がどうとか、だから混浴が必要だとかは意味不明だったけど、多方面から狙ねらわれているらしい《ＳＯＸソツクス》を案じ、稼かせぎ時にもかかわらず強化合宿を組んでくれたことに違いはない。


    　それに、撫子さんのことを信頼できると評したのは華城先輩自身だ。


    　僕の意見を聞いた華城先輩が、携帯電話を操作してＰピーＭエムを無効化しながら叫ぶ。


    「だからって、混浴を強要してくるようなアホに従ってられないわよ！」


    　華か城じよう先輩がまともなことを言っているように聞こえる、だと……っ!?


    「ごちゃごちゃ言ってないでここを出るわよ！　……それともまさか」


    　それまでぐいぐいと僕の手を引っ張っていた華城先輩が、なにか合点がいったように自分の肩を抱き、さささっと後ずさりして壁にぶつかった。早さ乙おと女め先輩が「ぐえっ」と潰つぶれた声を上げる。


    「狸たぬ吉きちあなたもっともらしく詭き弁べんを弄ろうして、その目的は混浴ね!?　これが理性と下半身、光と闇やみが融ゆう合ごうした次世代のケダモノなの……っ」


    「人を変なハイブリッドにしないでください！」


    「とにかく逃げるの！　私だって撫なで子しこの指摘は理解してるわ。けれど私は撫子のやり方じゃなくて、私のやり方で解決してみせるもの。……あんなショック療法じゃなく、自分のペースで」


    　ふと弱気な顔を見せた華城先輩が、横目でちらりとこちらを見る。　


    　そのときだ。


    「さーて、早速いまから修しゆ行ぎよう内容の説明さね！」


    「ぎゃああああっ!?」


    　スパーンッ！　と襖ふすまを開けて菊の間に侵入してきた撫子さんに、華城先輩が絶叫する。早乙女先輩を背負ったまま窓から逃走しようとするが、残念ながらここは三階だった。


    「撫子あなた、仕事はどうしたのよ！」


    「部下に丸投げした！　給料倍でな！」


    　ばっさり言い捨てた撫子さんは、出入り口を塞ふさぐようにどかっと腰を下ろした。


    　懐ふところから取り出したキセルを吹かしながら、『撫子が業務に戻っている間に逃げだそう作戦』を潰された華城先輩をにやりと見上げる。


    「逃げようったって無駄さね。この温泉街の住人は、みんなあたいの仲間。常に監視されてると思いな。大体おめぇ、都市の中心部までの足はねぇし、不健全雑誌の大半はあたいが管理する隠し社やしろに安置したままだし、いくら男女混合温泉が嫌だからって、焦あせりすぎさね」


    　そもそもＰピーＭエムの電子マネーやら清せい麗れい指定都市外への移動手段やらをあたいが断たてばなんもできなくなるだろうと、撫子さんは続けて指摘する。


    「……鼓こ修す理りを囮おとりにしたり、鼓修理経由で鬼おに頭がしら家けを財布にしたり、いろいろと手段はあるもん」


    　華城先輩が拗すねたように投げやりな案を述べる。


    　冗談半分にしたって鼓修理に対する扱いのひどさと言ったら……まあ当の鼓修理は寝ぼけた状態でも「綾あや女め様のお役に立てるならどんな汚よごれ役でも、うへへ」と幸せそうなんだけど。


    「ったく。やっぱりあんたは昔っから強情だねぇ。この期ごに及んで男女混合風ぶ呂ろを拒絶したいがためにそんな幼よう稚ちな案を出してきて。そんじゃあ、説得先を変えてみるかね。──奥おく間ま様」


    　キセルをしまった撫子さんが接客モードに入り、僕のほうへ、すすすとにじり寄ってきた。


    「僭せん越えつながら、わたくしは奥間様に、綾女の部下ではなくパートナーになってもらいたいと考えています」


    「っ！」


    　そっと手を握りながら目を合わせてくる撫なで子しこさん。その豹ひよう変へんぶりに頭がついていかなかったこともあり、僕はろくな受け答えができない。心臓がバクバクと脈を打つ。


    　ただ、〝パートナー〟という単語だけがやけにはっきりと頭に張り付いた。


    「奥おく間ま様は男性でいらっしゃいますから、実際に現場で走り回る際の働きが女性の綾あや女めに劣おとってしまうというのは、やはり気が引けてしまうのではありませんか？」


    《群むれた布地》事件の際に痛感した気持ちを見透かされ、僕は怯ひるんだ。


    「温泉で拝見したところ、奥間様の肉体は平均よりも遙はるかに屈くつ強きように仕上がっております。中学時代、公こう序じよ良りよう俗ぞくを乱す賊を相手に立ち回っていたと言うだけのことはありますね。これならば、わたくしの課すカリキュラムで短期間のうちに綾女に近づくことは十分可能」


    　つつつ、と指先で腕の筋肉や筋をなぞられ、体が跳ねる。ダメ、変な声が出ちゃう！


    「ちょっと撫子！　なに色目を使ってるの！　この妖怪淫いん乱らん黒乳首！」


    「てめえ育ての親になんて口を利いてんだい！」


    「ぎゃ──っ!?　ごめんなさいごめんなさい！　今日きようは上の口が素直な日だったのよ！」


    　抵抗むなしく華か城じよう先輩はあっという間まに関節をキめられ、ギブギブッ！　と喚わめき始める。


    「綾女に体術諸もろ々もろを仕込んだのはわたくしですから、ご覧のようにいまだ実力には歴然の差があります。そのわたくしが断言します。奥間様には綾女の隣に並ぶ素質があると」


    　撫子さんは華城先輩に技をかけたまま接客モードに戻り、また僕を見み据すえる。


    《群れた布地》事件が収しゆう束そくしたとき、僕は思った。華城先輩の言う〝本来の奥間狸たぬ吉きち〟なんて曖あい昧まいなものをつかむには、僕が自分自身を肯こう定ていしていく必要があるんじゃないかって。　


    　けどそれは簡単なことじゃない。


    　努力を怠おこたらなかったり、結果を出していたり、自信には確固たる根こん拠きよが必要なのだ。


    　僕にとっての根拠はいまのところ、華城先輩が『下ネタと同じくらいに大好き』と言ってくれたことしかない。


    　もし努力次第で華城先輩の隣を走れるようになるとしたら。それはとても強い根拠になるんじゃないか？　僕は自然と頭を縦に振っていた。


    「わかりました。僕は撫子さんの修しゆ行ぎようを受けようと思います。ただし」


    「いやーっ！　狸吉の裏切り者ーっ！　男は結局おっぱいなの！　色気なの！　混浴なの！　これだから金玉の生えた生き物は信用ならないのよ！　って、うぐぅ!?　や、やめて撫子！　それ以上背骨を逆に曲げたら、私のおっぱいと早さ乙おと女め先輩がぺしゃんこになってしまうわ！」


    　はーいドードードー、と撫子さんが華城先輩を締め上げておとなしくさせる。


    　それにしても華城先輩、一本だけフリーにしてもらった腕を携帯電話操作に使うとか、関節技から逃のがれるより下ネタ優先なんですね……。


    　華か城じよう先輩の下ネタに対する妄執に呆あきれつつ、僕は改めて切り出した。


    「修しゆ行ぎようの内容に関して、僕からも条件があります」


    「なんなりと」


    　接客モードの撫なで子しこさんの細目が一瞬キラリと光った気がしたけど……僕は華城先輩を納得させるための妥だ協きよう案あんを挙げた。


    「やっぱり男女混合風ぶ呂ろはその、恥ずかしいので。華城先輩も気が進まないみたいですし、回数を控えてもらえないでしょうか」


    「……奥おく間ま様、それは困ります。男女混合風呂は、お二方をパートナーの関係にするために最も重要なファクター。わたくしとしても譲ゆずるわけには参りません」


    　そこをなんとか、と頭を下げる。すると撫子さんは仕方ないですねとため息を吐き、


    「確かに、読書嫌いを増やすには読書感想文制度が一番と言いますし、何事も強制はよくありません。けれどわたくしとしても男女混合風呂を修行内容から完全に除外はしたくない」


    　そこで、と撫子さんが人さし指を立てる。


    「折せつ衷ちゆう案あんを一つ。男女混合風呂は、奥間様が修行で失敗した際のペナルティに設定する、というのはいかがでしょう？」


    「ペナルティ？」


    「はい。奥間様の目を見れば、修行に全力で挑いどむだろうことは容易に想像できます。しかし修行のほうは決して容易にこなせるものではない。少なからず失敗はあるでしょう。男女混合風呂をペナルティというかたちにすれば、奥間様の頑張り次第で回数は減らせますし、お二人を男女混合風呂に入れたいというわたくしの希望もギリギリで叶かなう。折り合いとしては悪くないかと」


    「ダメよ狸たぬ吉きち騙だまされないで！　あんなこと言って、最終鬼き畜ちくドＳババア撫子のことだから、穴という穴にギンギラギンな肉棒をさりげなく突っ込むレベルのハードな修行を──」


    「まさかとは思うが綾あや女めよぉ」


    　と、ヤンキーモードに切り替わった撫子さんが華城先輩のセリフを食い気味に抑え込んだ。


    「てめぇの仲間が男女混合風呂入りたさにわざと修行の手を抜くカスだとか、際限なく失敗しまくる役立たずだとか。そんなふうに聞こえかねない反対意見を挙げたりしねぇよな？」


    「なっ、そんな、言いがかりよ！　……はっ、まさかこの淫いん乱らん腹黒乳首、一連の流れを全部計算ずくで痛い痛い痛い！　破れる！　むちゃな体勢の連続で処しよ女じよ膜まくが悲鳴を上げているわ！」


    　関節技をかけられた華城先輩の体が、早さ乙おと女め先輩ごと飴あめ細ざい工くのように曲がる。


    「それでは奥間様。異論もないようですし、男女混合風呂＝ペナルティという条件を追加したうえで修行を始めてしまってもよろしいでしょうか」


    　華城先輩を翻ほん弄ろうしながら、撫子さんは涼しい顔で最終確認を迫ってきた。


    　……華城先輩が取り乱すくらいなのだから、撫子さんが用意している修行は相当厳しいものに違いない。下へ手たをすれば、混浴の回数を減らしたいという僕の狙ねらいがペナルティ過多で潰つぶされかねないほどに。けど、それがどうした。


    　混浴に関して頑かたくなな撫なで子しこさんから混浴回数軽減を勝ち取るにはこの条件しかないだろうし、そもそも僕がそのハードな修しゆ行ぎようとやらを乗り越えなければならないことに変わりはない。


    　修行をしっかりこなせば華か城じよう先輩に並ぶことができ、混浴回数を減らすこともできる。


    　失敗すれば華城先輩から『混浴目当てに手を抜いたでしょう！　これだから、その欲望をティッシュにしか受け止めてもらえない童どう貞ていはダメなのよ！』と軽けい蔑べつされるだろう。


    　モチベーションを常に高い水準で保たざるをえない、実に素晴らしい条件だ。


    　僕の答えは、最初から決まっていた。


    「撫子さん。ご指導ご鞭べん撻たつ、よろしくお願いします！」


    「アーッ！　狸たぬ吉きちお願い早まらないで！」


    「よし、いい返事さね。それじゃあ、その熱意が冷めないうちに」


    　と、華城先輩を解放した撫子さんが懐ふところからロープとアイマスクを取り出した。


    　僕はそれであっという間まに手足を縛られ、視界も塞ふさがれる。は？　え？　なにこれ？


    「じゃ、ちょいと出てくるよ。綾あや女めたちはここでいったん留守番してな」


    　そうして僕は混乱したまま、撫子さんに拉ら致ちされてしまった。


    



    「……あの、ここはどこです？」


    　僕を乗せた車は、清きよ門かど荘そうから十分ほど走ったところで停車した。


    　身動きの取れない状態で車から降ろされアイマスクを外してもらうと、そこは温泉街の裏路地らしく、街頭の明かりも乏とぼしい場所だった。僕これからなにされるの？


    「おとなしくしてなよ、怪け我がするからな」


    　撫子さんは僕の質問には答えず、僕の着ていた浴衣ゆかたにはさみを入れ始めた。


    「……は？」


    　唐突かつ至し極ごく当たり前みたいに始まった行動を思わず十数秒は見守ってしまう。


    　そして見守っているうちに僕はトランクス一丁になっていた。手足は縛られたままで。


    「ちょっと！　なにやってるんですか撫子さん！」


    「大丈夫大丈夫。この浴衣、うちの備品だからさ」


    　ベタだと評されてもいい。僕は叫ぼう。


    「あんたの頭が大丈夫じゃねえよ！　ちょっ、トランクスはやめてトランクスはやめてトランクスはや……いやあああああっ！」


    　なんの脈みやく絡らくもなく、僕はすっぽんぽんにされていた。トランクスと一緒にロープも切られ、温泉に入っているときより裸はだか度どが高い。なんだよ裸度って。


    「じゃ、修行その一。その状態で清門荘まで帰ってきな。制限時間は三時間。途中で服を調達するのはなしな」


    　撫なで子しこさんは呆ぼう然ぜんとする僕を置いて車に乗り込み、しっかりとロックをかける。


    　窓ガラスを叩たたいて抗議するが、撫子さんは独り言のようにこの修しゅ行ぎようのルール説明を続ける。どっかにコンクリート落ちてないかな。叩き割ってやる。


    「一番重要な条件は、人に姿を見られるな、だ。誰かに目撃されるか制限時間を過ぎるかしたらペナルティ発生とさせてもらうよ」


    　ちょっ、待て待て待て！　


    　もう日の落ちている時間だけど、屋外の足湯などを求めて出歩いている人は多い。耳を澄ませば大通りのほうから十分に人の気配が届いてくるくらいだ。


    「あと、お客様におめぇの邪じや神しんを見せつけやがったら、ペナルティのあとにぶっ飛ばしてやるからな。今日きようも昼間にキツネが侵入するトラブルがあったそうだけど、清せい麗れい指定都市全体のイメージダウンも相まってかなりクレームが来てねぇ。死活問題なのさ」


    　だったらこんな修行させるんじゃねえ！　ってのは言っちゃダメですか。


    「ああ、けどな。朱あけ門かど温泉の従業員にゃあ、おめぇの修行について知らせてある。温泉街の評判には繋つながらねぇから、見つかってもペナルティだけで勘弁してやる。親切だろ？　感謝しな」


    　なんだその低レベルな感謝の強要。チンピラでももう少し上じよう手ずだぞ。


    「今日から毎晩これな。あ、最初に言っとくが、スタート地点は毎回清きよ門かど荘そうから遠くなるし、あんたの視界も狭めていく予定だからそのつもりでいなよ」


    　やめてそのシャトルランみたいなシステム。


    「じゃ、あたいはもう行くからな」


    「ちょっと！　せめて道を！　清門荘までの道を教えてくださいよ！」


    「おいおい。道は自分で切り開いていくもんだろ」


    「なにをいまさらパンピーみたいな捻ひねりのない発言してんだっ」


    「あーそうだ。道は示せないけどねぇ、修行のゴールだけは教えておいてやろうじゃないか」


    　撫子さんはそこでようやく僕と目を合わせると、少し目を開いてぎょっとするような眼光を煌きらめかせた。そしてその眼がん力りきに合わせてそっと口を開くのだ。


    「あの子は、華か城じよう綾あや女めはね、《雪せつ原げんの青あお》なんかじゃない。〝人間〟なんだよ」


    「……は？　意味がよく……」


    「それが理解できりゃ、正直その場で免めん許きよ皆かい伝でんしてやっていいくらいさ。まあ、いまのあんたにゃ到底理解は不可能だろうから、せいぜいコツコツ修行に勤いそしみな。あたいは綾女たちに修行内容の説明をしなきゃいけねぇから忙しいのさ。そんじゃ、バイビー」


    　お、おいおいおい！　本当に僕を素すっ裸ぱだかで置き去りにしやがったぞあの中年！


    　追い剥はぎのほうがまだ情けを知ってるぞ。


    「とにかく、一刻も早く清門荘に戻らないと……っ」


    　けどどうする。いまの僕には現在位置も方角もわからない。


    　ＰピーＭエムのナビ機能が使えないのだ。ＰＭを起動させようものなら、その発光が僕の素っ裸ぱだがを夜や闇あんにくっきり映し出すだろう。暗闇が大きな隠かくれ蓑みのになっているいまの状況でそれは怖い。


    　考えられる手段はとにかくうろちょろ動き回って体に地理を叩たたき込み、昼間に通った道を探しあてることだろうけど、できるか？　観光客や従業員の目をかいくぐりながら、しかも制限時間内に。……いや、こうなった以上はやるしかあるまい。


    　ヤケクソで自分を奮い立たせ「やってやる！」と全ぜん裸らで気合いを入れる。


    　時代が時代ならその場で射殺されても文句の言えない光景だった。


    「あ、そうだ。最初にＰＭの着信設定とか変えとかないと」


    　このタイミングでアンナ先輩から着信があろう日には完全にゲームオーバーだ。


    　着信音で僕の存在が周囲に露ろ見けんするうえ、股こ間かんがお祭り状態になってしまう。


    「よし、これでＯＫ」


    　外部スイッチの長押しでＰＭを無音状態に設定し終え、顔を上げたそのとき。


    「……？」


    　目の前に、ぬいぐるみを抱いた五歳くらいの女の子が出現していた。


    　遠くから「智とも子こー」と母親らしい人の声が聞こえてくる。きっと親からはぐれた迷子だろう。


    　迷子の智子ちゃんは世にも奇妙なものを見るようにきょとんと首を傾かしげていた。


    　その目は僕の股間を凝ぎよう視ししていて、数秒ほど時間が止まる。あの柔らかそうなほっぺにムスコをペチンッってやったら楽しそうだな。いかん錯さく乱らんした、こんなこと考えてる場合じゃない。


    　智子ママがここに辿たどり着く前に、なんとしてもこの子を追い返さなくちゃいけない。僕はかなり挙きよ動どう不ふ審しんになりながら、智子ちゃんに話しかけた。


    「あ、あははお嬢ちゃんどうしたのかな迷子かな。それならきっとあっちに行けば」


    「ママ────────────ッ！」


    　うあああああああああああああああああああああ！


    　キーンッと金かな切きり声を爆発させた幼よう女じよにケツを向け、僕は全力全裸で裏路地の闇やみへと駆かけ込んだ。背後から、興奮した智子ちゃんとその母親らしき女性の会話が聞こえる。


    「ママッ！　ママッ！　なんかね、おなかのとこにね、ボンボンつけた人がいたの！」


    「智子!?　ちょっと、そのおなかのとこでグーを二つ作るのやめなさい！　智子！」


    　とあるご家庭に致命的な傷を刻みつけ、僕の修しゆ行ぎようはスタートした。


    　開始五秒でゲームオーバーとか、とんだ無理ゲーだぞこれ……。


    



    
      ●

    


    



    「はぁ!?　どういうことっスかそれ！」


    　ようやく寝ぼけから覚かく醒せいした鬼おに頭がしら鼓こ修す理りは、綾あや女めから事の顛てん末まつを聞いて愕がく然ぜんとした。


    　綾女は言い訳でもするように「撫なで子しこの目的は《ＳＯＸソツクス》の組織力を上げることで」とかごにょごにょ続けているが、鼓修理にとってそんなことはどうでもよかった。


    　重要なのは、撫子が綾女と狸たぬ吉きちの仲をいまよりも縮めようとしているという一点のみだ。


    　綾女に心しん酔すいし、その寵ちよう愛あいを一身に受けたいと願う鼓修理にとって、明らかな凡ぼん夫ぷである狸吉と綾女を繋つなぐ謎なぞの関係は邪魔で仕方ないものだった。そして謎ゆえに断たち切る方法もわからず、これまで観察と分析に甘んじていたのだ。


    　その複雑に絡まった細糸のような関係がこれ以上強固に結ばれてしまえば、鼓修理は綾女にも害の及ぶ策でしか二人の関係を瓦が解かいさせられない。それはできるだけ避けたかった。


    「くそっ。あの中年ババア、目にもの見せてくれるっスよ……っ」


    　こうなったら街中の男性客を虜とりこにして、狸吉の修しゆ行ぎようも忌いまわしい混浴もしっちゃかめっちゃかにしてやる。いくらあの不敵な女将おかみでも、客を駆く使しして攻撃すればどこかで折れるはず。


    「誰が中年ババアだって？　このクソガキ」


    　背後から頭を鷲わしづかみにされ、鼓修理の口から「ぴぎっ!?」と悲鳴が漏もれた。


    　鼓修理は咄とつ嗟さに「えー？　なにがっスかー？」と猫かぶり天使スマイルを発動させるが、撫子の営業スマイルに圧殺される。


    「さて、残った連中の修行プランの発表だ」


    　ぐーすかぴーと相変わらず爆睡状態の早さ乙おと女め乙おと女めと、退路を塞ふさがれて修行を受け入れざるをえないらしい綾女、それから抵抗する気満々の鼓修理を前にして、撫子が口を開いた。


    「綾女は基本的にあたいとの組み手。それから男女混合風ぶ呂ろだが、それはまあ、あんたの信頼できる〝部下〟次第さね」


    　にやりと笑う撫子に、綾女は「……わかったわよ」とむくれ顔だ。


    　ああ、おいたわしや綾女様！　鼓修理がすぐにこの狼ろう藉ぜき者ものどもを始末するっスからね！　と鼓修理の気き炎えんは上がる。


    「それからこっちの呑のん気きな絵え描かきは、確かスランプ中って話だったね」


    　撫子がちょんちょんと火の点ついていないキセルで乙女を突くが、ビクンビクンと痙けい攣れんするだけで起きる気配はない。


    「クリエイターなんてのは、放置してマイペースにやらせとくのが一番さね。とりあえずは《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に引っかかる絵を外部に漏らさないよう指導して、あとは野放しだ」


    　そしてついに鼓修理の番が来る。


    「鼓修理、あんたにはここ清きよ門かど荘そうの手伝いをやってもらうよ。あたいが《ＳＯＸ》にかまけてるせいで、うちの従業員にかなりの負担を強いちまってるからねぇ」


    「了解っス！　旅館のお手伝い、楽しみっスよ！」


    　即答しながら、鼓修理は天使の笑え顔がおで両拳こぶしをぐっと握ってみせた。


    　内心では、はぁ？　なんで鼓こ修す理りが尻しりぬぐいみたいなことしなくちゃいけないっスか。まあどんな内容でも隙すきをついて修しゆ行ぎようと混浴の邪魔をしてやるっスけどね。などと舌を出していたが。


    「言っとくけどな」


    　と、撫なで子しこが鼓修理の両肩に手を置いた。


    「おめぇには接客じゃなくて雑務の山をこなしてもらう。それからうちの従業員は全員あたいが一人一人管理してっから、おめぇが付け入る隙もねぇぞ？」


    「えー？　なに言ってんのかよくわかんないっスけど、鼓修理、頑張るっスよー」


    　あんたのプランをズタズタにする裏工作をな！


    「ほぉ。そりゃあありがたい。あんたはなかなか要領もいいと聞いてるからね。……おい」


    　撫子がパチンと指を鳴らす。と、菊の間に中年の女性従業員が「失礼します」と入ってきた。


    「いまからこの子が清きよ門かど荘そうの奴ど隷れい……じゃねぇや、下したっ端ぱ木こっ端ぱ従業員だ。可愛がってやりな」


    「御ぎよ意いに」


    　鼓修理の頬ほおを冷や汗が伝う。


    「初めまして、鬼おに頭がしら鼓修理さん。今日きようからあなたの教育係を務める花はな園ぞの敬けい子こと申します。どうぞよろしく」


    　花園は挨あい拶さつもそこそこに「ではいまから早速、仕事を叩たたき込みたいと思います」と撫子に告げると、鼓修理の手を引いた。


    「えぇ!?　いまからっスか!?」


    　時刻はすでに午後八時を回っている。


    「はい。けど大丈夫ですよ。すぐ終わります。……頑張れば二時間ほどで」


    　嫌な予感がして、鼓修理は「あの、花園さんは撫子さんとどういう関係なんっスか？」と訊たずねた。花園は年とし甲が斐いもなく頬を染めてにっこり笑うと、


    「リーダーと妹分です。かれこれ二十年以上」


    　その陶とう酔すいしきった顔はまるで鏡を覗のぞいたようで、もし従業員が全員こんなだったとしたら……鼓修理の心臓は気持ち悪く脈打っていた。
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    「ああああああ～ははは……無理無理。こんな激務のあとに、妨害工作なんてできるわけないっス……部屋も綾あや女め様と別にされて、気力の補ほ充じゆうも望めないっスし……」


    　深夜。従業員用に開放された大浴場で湯船につかった鼓修理は、ほとんど悲鳴のような息を吐いた。その疲れ切った姿はまるでボロ雑ぞう巾きんだ。


    　花園にこき使われた後、疲労のあまり休憩室でぶっ倒れてしまい、風ふ呂ろに入る時間が遅くなってしまった。鼓修理の声を聞く者はほかに誰もいない。


    「……あー、どうしたもんっスかねぇ」


    　悩みの種はもちろん、いかにして撫なで子しこの企たくらみを潰つぶすかだ。


    　このまま放っておけば、綾あや女め様とクソダヌキの仲が確実に進展してしまう。それだけはなんとしても避けたいが、地獄の旅館お手伝いから逃のがれられるビジョンも見えない。


    　一個一個の仕事にシビアな制限時間があり、早く終えても次々仕事を投げられるのだ。常に見張られているわけでもないのに、サボれば即座にバレるという恐ろしい場所である。万が一抜け出せるようになったとして、修しゆ行ぎようや混浴の邪魔をする体力が残っているかどうかは、はなはだ怪しい。


    「なにか代だい替たい手段を考えなくちゃいけないっスねぇ……ん？」


    　ふと、鼓こ修す理りは浴場の奥から人の気配を感じた。これは、すすり泣き？


    「……」


    　鼓修理の脳のう裏りに、花はな園ぞのが淡々と語った清きよ門かど荘そうの怪談が浮かび上がってきた。


    　こき使われて過労死した従業員が、毎晩毎晩清門荘のどこかで隠れるように涙を流すという、数週間後の鼓修理を彷ほう彿ふつとさせるお話だ。


    「は、はは。あんなの鼓修理が勝手にちょろちょろするのを牽けん制せいするための幼よう稚ちな嘘うそに決まってるっス。なめんじゃねぇっスよ」


    　誰にともなく強がりを口にしながら、鼓修理の全身はすすり泣きの正体を探ろうと無意識的に最高感度になっていた。水滴の音から湯気の揺ゆらぎまで、ばっちり把握できてしまう。


    「う、うぅ、なんであたしはあんな……せっかく久しぶりに会えたってのに……最悪だぜ」


    　すすり泣きは、大浴場の奥のほうから聞こえてきた。


    　そっと湯船の中を移動して近づくと、それはさらにはっきりと鼓修理の耳に届くようになる。


    「こんなに、好きなのに、もうやだ、こんなのもう嫌だぜ………………」


    　湯気が濃いせいか、声の主ぬしが肩まで湯につかっているせいか、姿はまだ見えない。


    　そのときだ。


    「──だあああああああっ！　もおおおおおおおおっ！」


    　猛烈な雄お叫たけびとともに湯船の湯がダッパアアアアン！　と爆発した。


    「ギャ──ッ！　ギャ───ッ！」


    　全身の感覚器官がビンビンだった鼓修理は刺激と湯の波に飲み込まれパニックに陥おちいる。


    「あっ!?　人がいたのかよ！　すみません、誰もいないと思って好き勝手やっちまってたぜ！」


    　泣き声の主だったらしい少女が、慌てた様子で鼓修理に声をかける。


    「って、女の子？　……うぇへへ、ちょうどいいところに癒いやしが現れてくれたぜ」　


    　少女がにひひと笑う。浴よく槽そうの縁へりにざぱーん、と打ち上げられた茫ぼう然ぜん自じ失しつの鼓修理をひょいと回収し、


    「驚かせて悪かったな！　よーしよしよしよしよしょしょっ！」


    「ひゃあああああっ!?」


    　鼓こ修す理りを思い切り抱きしめたあと、頭を中心に全身を執しつ拗ようによしよしし始めた。


    「暴れるなって……大丈夫、大丈夫だぜ。ちょっと哺乳類特有の温もりを吸収させてもらうだけだから。あー、可愛いぜ、可愛いぜ……はあ……はあ……」


    「変な吐と息いきが混じってるっすよ!?　離せ！　離すッス気き色しよく悪い！　温もりならそこらのお湯から摂取しろ！」


    「わかってねぇなぁ。生き物……特に人ひと肌はだじゃねーと癒いやされないもんもあるんだって。あと、あたしの吐息がちょっと普通と違うのは、のぼせかけなだけだぜ」


    「早く湯船から上がるっスよ！　って、ひゃあいいっ!?　なにを変な場所触ってるんっスか！」


    「どこって別に、ちょっと当たっただけで……ん？　なんだお前？　その年齢で、そこが変な場所って知ってんのか？　もしかして、この温泉街の子？」


    　少女はぎょっとしたように目を丸くした。その隙すきをついて、鼓修理は疲労しきった体に鞭むち打うってセクハラよしよし地獄から脱出する。


    「……鼓修理は今日きようから期間限定で清きよ門かど荘そうのお手伝いをやってる者っス。知識のほうはまあ、家の事情でかじったことがあるんっスよ。で、あんたはなんなんっスか？　この温泉はこの時間帯、住み込みの従業員以外使っちゃいけないんっスよ？」


    　なんとか再起動した鼓修理は、泣き跡の残る少女の顔を凝ぎよう視ししながら問い詰めた。


    「あー、あたし？　あたしはその、女将おかみさんから特別措そ置ちを受けてる変則的な客でな、この時間帯じゃねーと風ふ呂ろに入れねーっていうか、けどちょっといろいろあって仲間たちともズレた時間帯に風呂入ってたっていうか……あんたもお手伝いなら聞いてねぇの？　あ、そか今日から手伝いだから聞いてないこと多いのか。納得だぜ。……ん？　お手伝い？　ってことはあの女将の直属!?　うわぁごめんなさいだぜ！　風呂のお湯をぶちまけっちまってた！」


    　泣き跡の残った顔を凝視された羞しゆう恥ちからか、ほかに後ろめたいことがあるせいか、少女があからさまにテンパる。


    　鼓修理はその混乱に乗じ、容よう赦しやなく仕返しを開始した。


    「そうっスよ！　マジでふざけんじゃねぇっス！　本物の幽霊が出たかと……じゃなくて急に湯船を蹴けり上げて爆散させるとか、ちょっと漏もら……心臓が飛び散るかと思ったっス！」


    　お得意の猫もかぶらず、鼓修理は少女の心が抉えぐれるだろう声こわ音ねで糾きゆう弾だんする。


    「悪かったぜ！　だから女将にはチクらないでくれ！　なんでもするから！」


    「ん？　いまなんでもするって言ったっスね？」


    　実のところ、鼓修理はもう目の前の少女の正体に気づいていた。


    　今日の昼間、オスのキツネを慣れた手つきで捕まえてみせた濡ぬれ衣ごろもゆとりとかいう女だ。


    　なにやら奥おく間ま狸たぬ吉きちに惚ほれ込んでいるらしい、不器用で単純そうな変わった趣味の少女。


    　鼓修理のいやらしい頭はこのときすでに、撫なで子しこの忌いまわしい修しゆ行ぎようを邪魔するための代だい替たい策さくを考えついていた。


    「じゃ、鼓こ修す理りからゆとりに一つ命令っス。泣くほど険けわしいその恋こい路じを叶かなえたかったら、鼓修理の指示に従うっスよ。アドバイスをくれてやるっス」


    「は!?　はあ!?　なにをいきなり、こ、恋とか、バッカじゃね！　バッカじゃね！　そんなんじゃないぜ！　大体お前、なんであたしの名前を！」


    　鼓修理が放った不意打ち連打でパニックに輪のかかったゆとりが首筋まで真っ赤かにして叫ぶ。


    「鼓修理は奥おく間まサンの、えーと、ナカノイイトモダチなんっス。キツネ騒ぎのときにも近くにいたんっスよ。ゆとりのこともちょろっとだけ聞いてて……脈はなくはないっスよ？」


    「～～～～～っ！　ち、違う違う違う！　あたしは狸たぬ吉きちのことなんて、大嫌いで！　消えてなくなればいいと思ってて！　脈があるとか、気持ち悪くて耳からピーマンが飛び出るぜ！」


    　なんでこんなに強情なんっスかね？　と首を捻ひねりつつ、鼓修理は追撃を仕掛ける。


    「脈はある……っスけど、実はっスね、奥間サンにはいま、交際目前の女性がいるんっスよ」


    「……え？　……あ、もしかして、例の生徒会長、とかか？」


    　一瞬でゆとりの顔が青冷める。鼓修理は「んー、まあそんなとこっス」と適当に流し、


    「けど鼓修理としては、奥間サンとその女性じゃあつり合わないと思うんっスよ。だから奥間サンには別にふさわしい女性が現れてくれないかな、と常々考えていたんっス。けどまあ、ゆとりは心の底から奥間サンのことを嫌っているみたいっスし、この話は別の誰かにうわっ」


    　鼓修理がちらりと目を向けると、ゆとりが土ど下げ座ざしていた。思わず二歩ほど引いてしまう。


    「よろしくお願いしますだぜ、鼓修理！」


    「……ふへへ、こちらこそよろしくっス」


    　これが鼓修理の作戦だった。


    　狸吉と綾あや女めの仲をどうにかするのが無理なら、狸吉と第三者を先に特別な糸で結んでしまえばいい。これならゆとりが自由に動けなくとも、第三者を少し焚たきつけるだけで事が進む。


    　鼓修理は濡ぬれ衣ごろもゆとりをねっとりと観察した。髪質はあまりよくないし、胸部は絶望的なまでの絶ぜつ壁ぺきだ。


    　しかし顔立ちは野性的に整っていて、八や重え歯ばがアクセントの美人。


    　昼間は素す肌はだを覆おおい隠す服装のせいでわからなかったが、すらりと引き締まった手足と胴のバランスは芸術作品の域だ。特に、爆発的な脚力を生み出しているその太ももはむっちりと健康的な肉感に溢あふれていて、男好きするだろう豊かな曲線を描えがいている。


    　性格だって、狸吉が評していたように悪いやつではないらしい。


    　こんな女性にまともなやり口で言い寄られれば、狸吉だって股こ間かんに邪じや神しんを宿す一匹のケダモノ。綾女に心を割さく比率は格段に減るはずだ。


    　さしもの撫なで子しこも想定していない妨害策だろうと鼓修理はほくそ笑む。


    「ところで、協力するにあたって気になることがあるんっスよ。ゆとりはなんでそこまで頑かたくなに奥おく間まサンを拒絶するんっスか？」


    　家が酪らく農のうをやっているから、というのは狸たぬ吉きちから聞いた。けれどその細部がわからない。


    　ゆとりが狸吉とうまくいかないのはこの極端に素直になれない部分が大きいのだろうから、この辺りを詳しく聞いておかなければ効率のよいアドバイスはできない。


    　狸吉があまりに鈍どん感かんなことも、ゆとりの恋の難易度アップに一役買っているのだろうが。絵本のような筋書きの恋愛コンテンツにしか触れられない現代において、露骨なアプローチにしか気づけない狸吉のような恋愛アンポンタンはむしろ標準なため、いまは俎そ上じように載のせない。


    　狸吉がゆとりの奇き行こうのほとんどを「家が酪農家だから」という思考で処理している節があるのも多少ネックだが、それはゆとりの行動を是ぜ正せいすれば解決できるはずなので、鼓こ修す理りはこれもまた棚たなに上げる。


    「……んー。あんまり話したいことじゃねーんだけどな……」


    　鼓修理の手て駒ごまにされているとも知らず、ゆとりは腕を組みながら語り始めた。


    



    　あたしってさ、なんつーかこう、男おとこ勝まさりな性格なんだよ。昔から。でっけー動物の世話してきたからか、人間関係とか大おお雑ざつ把ぱでさ。こう見えても、ガキの頃は男女問わず友達多かったんだぜ。


    　おいなんだよその疑うような眼まな差ざしは。いいから聞けって。また抱きつくぞ。


    　風向きが変わったのは小学校に上がって二、三年した頃だったかな。


    　ほら、女の子って発育が早いだろ？　おいだからなんだよその疑わしげな眼差しは！　きょ、胸囲のことは言うんじゃねーぜ！　


    　で、ちょいとばかし早く成長したあたしがさ、昔からの男友達と遊んでたらさ、その親が駆かけ寄ってきて叫ぶんだよ。『うちの子を誘惑しないで！』『これだから酪農家の子は！』『酪農家の子と遊ぶと変なことを教えられて心が汚けがれるから遊んじゃいけません！』、とかさ。


    　どうせあんなスキンシップを日常的にしてたんだろうって？


    　いやいや、アレは悲しいことがあったときに実家の動物相手にやってたことの延長だし、そもそもあたしは女の子しか触らないぜ！　


    　いまじゃむしろ、男に近づけないぶん、女の子を執しつ拗ように触りまくる！


    　もちろんあたしは家で自然と学んだヒワイの知識を口外するなんてこともしなかったぜ。それに関しては厳しくしつけられてたしな。それでもあたしは遠ざけられたんだぜ。


    　そんなアホなって？　なははっ、おう、あたしもそう思うぜ。いまだからこそだけどな。


    　あの頃の母親たちが必要以上に過敏になってたのは仕方ねーことなんだよ。《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》にＰピーＭエムの義務化が追加されて、健全かどうかで進学就職が左右される未来が来るって漠ばく然ぜんとみんなが認識し始めた頃だったしな。


    　けどそんなの、子供は知らねーもん。


    　大人の、特に母親の切せつ羽ぱ詰まった声って、子供の心によーく響くんだよな。そこに込められた悪意とか敵意とか危機感とか不安感とか。それを何度も何度も叩たたきつけられて、あたしはいつの間まにか男に近寄るのさえ怖くなってて、男友達を失った。


    　不思議だよな、好きだって気持ちを伝えるのはすげー難しいのに、悪意はあんな簡単に心の底まで響いて、しかも消えねーんだ。いまでも男が近寄ると、金かな切きり声が聞こえてくる。


    　……っと、話逸それたな。わりぃわりぃ、風ふ呂ろは頭がぼーっとしちまうぜ。


    　そんでな、あたしはずっと男を遠ざけて、陸上スポーツに打ち込んで、風紀を乱す輩やからがいたら捕まえて、必死に健全を装よそおってきたんだ。「これだから酪らく農のう家かの子は！」が飛んできたら、あたしの家族とか同業者とか、なによりあたし自身が否定されちまうから。それが怖かったんだ。


    　……ああ、けどアレだよな。スポーツって実際は全然健全じゃねーよ。本気の勝負に挑いどむ前とかトレーニング後って、やたらこう「あ、いまなら子供できる」ってくらい下半身が疼うずくし。え？　疼かない？　あたしの頭がおかしい？　いやホントなんだぜ！　今度意識してみろって、わかるから！　……あ、また話が逸れたな。


    　えーと、そんでだ。中学に上がったとき、あたしは狸たぬ吉きちに出会ったんだぜ。


    　狸吉があの奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうの息子だってことは、みーんな知ってた。


    　あたしなんかはこんなだから、人一倍辛しん辣らつに接してたぜ。けどなんでだが、狸吉は全然堪こたえてねーみたいだった。いくら理り不ふ尽じんに否定されてもな。まるでなにか拠よりどころがあるみたいに。


    　そんでしばらくして、結果的にだけど、あたしと狸吉が協力して不届き者をぶっ飛ばす大捕り物があったんだ。そんときもあたしは狸吉にそっけなくしちまって、けど狸吉は後日な、こっそり手紙をくれたんだよ。お礼と、あたしが酪農家の子だから辛辣な態度を取らざるをえないことはわかってる気にすんな、って。そんなことが何回もあった。


    　そんでそのたびに、あたしの拒絶は加速してったんだぜ。


    　あ、おい、バカってなんだバカって！　だって仕方ねーじゃん！　そっけなくしても狸吉はわかってくれてるって安心できたし、男を拒絶しなきゃって反射と仲良くしたいって気持ちがごちゃごちゃになって、どうしていいかわかんなかったんだよ……。


    　でな、中三に上がった頃、狸吉が時とき岡おか学園を目指してるって知ったんだ。


    　そんで、なにが狸吉の拠りどころになってたのかも知った。時岡学園で生徒会長をしてるっていう、あたしとは真逆の、健全のサラブレッドみたいな人だって話だった。


    　あたしが狸吉に近づけば、あたしやあたしの家族だけじゃなくて、狸吉にも害が及ぶってそのとき悟ったんだぜ。狸吉は父親のことですげぇハンデを背負いながら時岡学園を目指してた。そのうえあたしみたいなのが近くにいたら、狸吉の負担がもっと増えちまうから。


    　あたしが惚ほれたのはきっと、その生徒会長さんを拠りどころにして、目標に向けて頑張ってる狸たぬ吉きちだったんだろうからな。


    　……って、あれ!?


    



    「よく考えたら、あたしみたいなのは、いまもやっぱり狸吉と関わっちゃダメじゃん！」


    　語り終えたゆとりが頭を抱えた。


    「……あー、いや、そんなことないっスよ」


    　ゆとりの話を聞いて、鼓こ修す理りは少なからず動どう揺ようしていた。


    《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の弊へい害がいをまざまざと見せつけられたのは、これが初めてだったからだ。以前にも化け物生徒会長や《頂いただきの白しろ》などといった極端なクレイジーに翻ほん弄ろうされたことはあったが、ゆとりの話はごく一般の、そこら辺に溢あふれているだろう日常の話なのだ。


    　それでも鼓修理は策を為なすため、何食わぬ顔でゆとりを丸め込むための弁を弄した。


    「鼓修理を経由して文通でもすれば、繋つながりを知られることなく交際できるっス。それに実は、一刻も早く奥おく間まサンに代わりの女性をあてがわなければならない理由があるんっスよ……」


    「なんだぜ？」


    「奥間サンはその溢れ出る繁殖欲求を持て余してしまっているんっス。このまま放っておいたら生徒会長に手を出して、結局退学になってしまう可能性が高いんっスよ」


    「そうなのか!?　でも、いや、狸吉はそんなやつじゃない！」


    「ゆとりの知っている奥間サンの姿は数か月前のものっス。残念ながらいまはもう……誰かが、決して他言しない誰かが、奥間サンの欲求を受け止めてあげないといけないんっス！」


    「……確かに、牛とかも子供を作る時期かどうかで全然挙きよ動どうが変わるし……受験って勝負事を乗り越えた後の狸吉が子作り欲求を増幅させた可能性も……いや、けど」


    「奥間サンを救えるのはゆとりしかいないんっスよ！　鼓修理は、ゆとりの話を聞いて確信したんっス！　奥間サンのためにと身を引いた過去のあるゆとりなら、きっと奥間サンを救うために健全な交際ができるはずっスよ！」


    「……そ、そうかな？」


    「そうっスよ！　鼓修理が保証するっス！」


    「そうなのか……よ、よしっ！　頑張ってみるぜ！　改めてよろしくだぜ鼓修理！」


    　やけに思い切りというか聞き分けのいいゆとりに、鼓修理は拍ひよう子し抜ぬけした。


    　もう何段階か詭き弁べんで翻弄してやるつもりだったんっスけど……。


    　ひょっとしてこいつ、アホの子なのか？　と疑いながら、別に不都合もないので鼓修理はそのまま話を続ける。


    「じゃあ、早速明日あしたからの方針を発表するっス。話を聞いた限り、まずゆとりはリハビリしていく必要があるっスね」


    「リハビリ？」


    「はいっス。今日きようのお昼みたいに、奥おく間まサンとの出合い頭がしらに寸止め連打じゃ文字どおりお話にならないっスから。まずは軽い挨あい拶さつみたいな接触を繰り返すとこから始めるっス」


    「そんな簡単なことでいいのか？　……まあ、いまのあたしにはそれさえハードモードだけど」


    「単純接触を舐なめちゃいけないっスよ！　週一で三時間お話しするより、一日一回五分のお話をするほうが人は人に好感を抱いだくようになるっスから。それに男はバカっスからね。ちょちょいと策を弄ろうするだけで簡単に虜とりこにできるっス」


    「へーっ！」


    「男は女の子が呼吸してるだけで自分に好意があるんじゃないかって考える生き物っスから」


    「そうなのか!?」


    「……まぁそれは言いすぎっスけど。とにかくこの方法なら、ゆとりの拒絶癖へきを少しずつ緩かん和わしつつ、奥間サンに好感度を植え付けられるっス。……っと、そういえばゆとりの滞在期間と予定を聞いてなかったっスね」


    　あまり自由になる時間が短いようなら、こんな余裕ぶっこいた策など取っていられない。


    「九月の第一週くらいまでいる予定だぜ。一日中街をぶらつくくらいで基本的に暇ひま」


    　幸い、ゆとりの滞在期間は《ＳＯＸソツクス》メンバーと同様に長く、時間もありあまっているらしい。


    「あと、奥間サンの明日あしたの動向を大おお雑ざつ把ぱに聞いとかなきゃいけないっスね」


    　狸たぬ吉きちがなんの修しゆ行ぎようをしているのか鼓こ修す理りは知らない。この温泉街には隠し社やしろとかいう、わけのわからない場所もあると聞くし、外部からの接触が著いちじるしく難しい場所で修行をしているなら作戦も変更せねばならない。


    　だが生意気にも、狸吉は鼓修理からの電話に応答することはなかった。


    「おかしいっスね……じゃあまあとりあえず、明日から一日五回、おおよそ二時間間隔で奥間サンを見つけて挨拶するミッションをゆとりに与えるっスよ！　名付けて挨拶のヒット＆アウェー作戦っス！」


    「了解だぜ鼓修理！　大丈夫、走り回るのとヒット＆アウェーは得意だからな！」


    　なんとなく不安が脳裏をよぎる鼓修理であった。


    



    
      ●

    


    



    「……気が重い」


    　早朝。僕は華か輪りんの間まの前で立ち尽くしていた。


    　なんの用かと言えば、撫なで子しこさんの命令で華か城じよう先輩を混浴温泉に誘いに来ているのだ。


    　昨晩は結局、全ぜん裸らで見慣れぬ土地に放置されるという企画物ＡＶのような修行で制限時間を大幅に超過したうえ、股こ間かんにボンボンの智とも子こママから苦情一件、従業員八人からの目撃情報が撫なで子しこさんに寄せられ、言い逃のがれのしようもなくペナルティが科されてしまっていた。


    　しかもその報告を自分で華か城じよう先輩にやれとか……。


    　情けなさや恥ずかしさがないまぜになってかなり気後れする。


    「ええい、ままよ！　華城先輩、いますか」


    　失敗してしまったものは仕方ないと、僕は華か輪りんの間まをノックした。


    　ドキドキしながら待つが、一向に返事はない。


    　おかしいな。撫子さんいわくこの時間には絶対起きてるって話だったんだけど。それに、部屋の中からはなにかを削るガリガリガリ……という不穏な音がする。


    「華城先輩？　入りますよ？」


    　不用心にも鍵かぎはかかっておらず、僕は声をかけながら華輪の間に入った。


    　靴脱ぎ場には華城先輩の靴だけだ。


    　内履きも使われてないし、華城先輩が部屋の中にいることは間違いないんだけど……。


    　まさか混浴の心労がたたって倒れてるんじゃないだろうなと冗談半分に考えながら、僕は部屋に通じる襖ふすまを開けた。


    



    「……チンコは友だち怖くないチンコは友だち怖くないチンコは友だち怖くない……」


    



    　ガリガリガリガリ。


    　僕は襖を閉めた。


    　いや。だってさ。なんか、華城先輩が変なことぶつぶつ呟つぶやきながら、気持ち悪いくらいの速さで木片を削ってたんだもの。その雰ふん囲い気きはさながら修しゆ行ぎよう僧そう。


    　しかも僕の見立てが正しければ、作ってたのは恐らく木彫りのちんこ像……。しかも既に完成している物が十本ほど転がっていた。


    「──って、なにやってるんですか華城先輩！」


    「っ！　いやぁ！　本物のチンコが部屋に押し入ってきたわ！　朝あさ這ばい!?」


    「誰が本物だぁ!?」


    「偽にせ物ものなの!?　特殊メイクペニバンなの!?　まさかのカミングアウトなの!?」


    「え？　いや、その、本物ですけども！」


    　人をチンコと認識したことを怒ったのであって、実は女でした的なカミングアウトをしたわけではない。なんだこの無駄な解説。


    「そうじゃなくて！　なにをやってるんですかなにを！」


    　僕は床ゆかに散乱する木くずとちんこ像を指さした。よく見ればちんこ像の一本一本には「ぎんぎらぎんにさりげなく」とか「俺おれの息子がこんなに逞たくましいわけがない」とか意味不明な文章が書かれていて、長時間この部屋にいると精神が崩ほう壊かいしそうだった。


    「精神統一よ、これは精神統一」


    　華か城じよう先輩がしれっと答える。


    「男女混合風ぶ呂ろは思いのほか私の精神力を削ったわ。一日三分間のお下品なご冗談じゃあ解消できないくらい。だからね、義父直じき伝でんの木彫り技術を上乗せしてみたの」


    　その結果がこれか……。床ゆかに転がるビッグマグナムたちのクオリティときたらもはや猟りよう奇き的てきなレベルで、色でも塗ろうものなら床からちんこが生えているようにしか見えないだろう。


    　ちなみに木彫りでのエロアイテム作成はＰピーＭエムに感知されないが、なにぶんかさばるし処分が面倒なので量産はいただけない。


    　月つき見み草ぐさ朧おぼろが風紀委員にレクチャーしていたときみたいに落ち着いた環境で性知識を流る布ふするには使えるけど、不特定多数へのテロには不向きだし、処理に困るだけの邪魔ものだ。


    　華城先輩は「大丈夫、義父のコレクションルームに放り込んでおくから」と言っているが、そんな部屋がある時点で危ないだろこの旅館。


    「それからね、これも持ってきたの」


    　きゃっきゃっとはしゃぐように部屋の押し入れから華城先輩が引っぱり出してきたのは、谷や津つヶが森もりから奪取してきた過激なエロ本の数々だった。


    　第一清せい麗れい指定都市中心部に隠してあるエロ本は性知識流る布ふ用に二、三冊ほどだけで、残りはすべて朱あけ門かど温泉内に隠してある。そこからまた何冊か持ち出してきたのだろう。精神統一とやらのために。
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    「これを読むと、とっても癒いやされるのよ。ほらこのおっぱいなんてたまらねぇげへへ」


    　そして華か城じよう先輩は携帯電話をポケットにしまいつつ、エロ本から顔を上げて微笑ほほえんだ。


    「で、狸たぬ吉きち。朝からなんの用かしら？」


    　言えねええええええ！


    　なにがここまで華城先輩をおかしくさせたって、言うまでもなく混浴だぞ！　


    　それを修しゆ行ぎようでペナルティ食らったのでいまから行きましょうとか、無理無理無理！


    「あぁ？　なんだい、まだこんなとこにいやがったのかおめぇら」


    「うわっ、出た！」


    　華城先輩のにこにこ笑え顔がおを食らって金縛りになっていた僕の背後から撫なで子しこさんが現れた。


    　口をついて出てしまったリアクションに対して拳げん骨こつが落ちる。


    「ほらさっさとしな。ペナルティの男女混合風ぶ呂ろの時間さね」


    　首根っこをつかまれ、僕と華城先輩はずるずると引きずられる。


    「狸吉!?　あなた、いきなりペナルティを食らったの!?　信じてたのに！」


    「だ、だって仕方なかったんですって！　あんな修行でペナルティ回避とか不可能ですよ！」


    「だから早まるなって言ったでしょうに！　これだからイき急ぎの童どう貞ていはまったくもう！」


    「てめぇら、ほかのお客様に聞かれたらどうするつもりだい！　静かにしな！」


    　こうして僕たちは二回目の混浴に放り込まれたわけだが……華城先輩は相変わらず警戒心剥むき出しで一言もまともに会話できず。僕はこの強制混浴が一体なんのための修行だったかと首を捻ひねるだけで朝の貴重な時間を消費することとなった。


    



    「さて。じゃあ今日きようは昼間の修行について説明だ」


    　温泉から上がった僕が撫子さんに連れてこられたのは、清きよ門かど荘そうの地下室だった。


    　華城先輩がさっき言っていたコレクションルームだそうで、オナホールやら木彫りのちんこやらがマジで安置されている。ちょっとした宝ほう物もつ庫こだぞこれ。


    「あの、善ぜん導どう課がここに押し入ってきたりしたらヤバいんじゃあ……」


    「なに言ってんだい。あいつらに家か宅たく捜そう索さくの権限はないよ。単純所持を罰する法もね」


    　そういえばそうだったっけか。善導課や《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の権限や制限は、いまだにその細部がよくわからない。


    　本気で性知識を封ふう殺さつしたいのなら、もっとやり方があるだろうに。


    「そりゃおめぇ、単純所持を禁止されて困るのはお偉方のほうだからねぇ。っと、あったあった。あんたが綾あや女めのパートナーとなるにはまだいろいろと足りないからねぇ。今日からこの子があんたのパートナー代わりさ」


    　僕と話しながらごそごそと部屋を漁あさっていた撫子さんは、奥からなにか大きな物体を丁てい寧ねいに抱えてやってきた。


    「うちの旦だん那なのコレクションの中でも最も高価な一品〝サオリ三号〟だ」


    　ラブドールじゃねえかあああああ！


    　しかもこれ、シリコン製の最高級品だろ!?　うわ初めて見た！　父さんから話だけ聞いたことがあるけど、気持ち悪いくらい人間そっくりだな。しかもかなり美人。


    《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が制定された十六年前辺りで製造会社が潰つぶれているし、父さんいわくシリコンドールの耐用年数は十年ほど。それがこれほど綺き麗れいなままで残存しているなんて……希き少しよう価値だけで言えばエロ本より高価なんじゃないか？


    「ご神しん体たいを作成するときの参考として必要とかあの人は言ってたけど、男の仕事ってのはよくわからんこだわりがあるんだろうねぇ」


    　いや、その人は絶対にただの趣味で所持してるだけだと思うぞ。男の僕が断言する。


    「あの、それで、この卑ひ猥わい物体が僕のパートナー代わりって、どういう意味なんですか」


    　もうろくでもない未来しか見えない。


    「おめぇには今日きようから毎日、昼間はサオリ三号と並んで朱あけ門かど温泉を散歩してもらう」


    「あーっ！　僕わかっちゃいましたよ！　撫なで子しこさんって頭の悪いバカなんですね！」


    　ぶん殴られた。顔面グーって下へ手たしたら死ぬぞ？


    「そんじゃルール説明だ。制限時間は日没まで。あとでメモを渡す五つの旅館の受付をチェックポイントとして、朱門温泉を散策しな。各受付にはサオリ三号と並んで『この子との二人部屋をお願いします』って言うんだ。最初の四つは断ことわられるだろうが、最後の一つは部屋を用意してくれる。一時間半だけ滞在してチェックアウト、清きよ門かど荘そうまで戻ってきな」


    　おい、なんだよそのリアルな時間設定。


    　……そういえば。僕の父さんが大学生だった頃、友人たちが誕生日にカンパで買ってくれたラブドールと一緒にラブホテルにチェックインしたって話を聞いたことがある。


    　友人たちの気持ちに応えるため、通報覚悟で実行に移したと父さんは語っていたが、そのために酒の力を借りたらしい。あの父さんですら！


    「撫子さんあんたやっぱりバカでしょ！　ラブド……そんな人形と一緒に歩いてたら、確実にバレるじゃないですか！」


    「安心しな。サオリ三号にはうちの旦那が施した新機能がついてんだ。えーと、スイッチは」


    　撫子さんがサオリ三号の腰の辺りに手を当てると、サオリ三号がウィンウィンウィン、と人間そっくりに歩き始めた。


    「本ほん田だのASIM●って知ってるかい？」


    「完全に悪ふざけの産物じゃねーか！」


    「おもしれぇもんじゃねぇか。二足歩行ロボットが個人でも作れる時代だよ。ＰピーＭエムなんて無ぶ粋すいな技術じゃなくて、こういうとこをもっと発展させてってくれりゃいいのにねぇ」


    　撫なで子しこさんがしみじみと呟つぶやく。と、そのとき。


    『あっ、あんっ』『もっと激しく』『だめっ、だめっ、私には夫が』『いく、いく、いく』


    　ラブドールが勝手に喋しやべり始めた。


    　これ、肉声か？　機械で言葉を合成するソフトはＰピーＭエム内にしか存在しないし、作成した音声を外部媒体に移す手段はない。そもそも外部媒体がもうほとんど現存していないのだ。


    「あーもううるさいねぇ。また勝手に喋って。悪いね狸たぬ吉きち。あたいも外せって言ってんだけど、もう国内じゃ手に入らない小型の録音再生機器が埋め込んであるらしくてねぇ。なにせ二十年近く前のもんだから、上書きはできねぇし音声は飛び飛びだし変に刺激すると勝手に再生しだすしで困ったもんだよ」


    「困ったもんだはあんたの夫だろうが！」


    　サオリ三号の〝三号〟って、魔改造を二回積んでるからか！　おいおい誰だよ変態に技術を与えたのは。


    「あー、本当に困ったもんだ。これで狸吉はサオリ三号と並んでゆっくり歩くしかないねぇ。下へ手たに歩みを速めようと乱暴にすりゃあ勝手に喋っちまうしなぁ」


    　にやりと撫子さんが笑う。おい、マジで僕、このラブドールと白はく昼ちゆう堂々デートすんの？


    「ま、人形だってバレねぇように着せ替えしてやるし、問題ねぇだろう。人間なんて案外他人のことなんて見てやしねぇんだから、堂々としてりゃバレねぇさ。さ、行ってこい行ってこい。お客様から不審者通報が三回あったらペナルティ、人形だってバレたらペナルティどころじゃ済まさねぇから、まあ頑張りな」


    　もうこれなんの修しゆ行ぎようだよ……。


    



    
      ●

    


    



    「……本当にバレないもんだな」


    　サオリ三号と一緒に清きよ門かど荘そうから追い出されて三十分ほど。


    　進行方向には、早くも第一チェックポイントである市いち松まつホテルが見えてきていた。


    　サオリ三号の歩みは遅くもなければ速くもなく、手元のコントローラーで行おこなう進行方向の操作に手間取る以外はなんの問題もなかったのだ。


    　つばの広い帽子で顔を隠し関節部をゆったりした服で覆おおったサオリ三号は、すれ違ったくらいでラブドールだと露ろ見けんすることはまずないだろうクオリティ。


    　それに加えて、この温泉街に来ている人たちは朱あけ門かど温泉には卑ひ猥わいなブツが転がっていないという先入観があるらしく、その言げん動どうはもっぱら自分たちこそが不注意で《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に抵てい触しよくしてしまわないかに意識を割さいているみたいだった。


    「羞しゆう恥ち心しんさえ摩ま滅めつしちゃえば、昼間の修行は楽勝じゃないか」


    　旅館から放り出された直後は「なんで僕は人生初のデート相手がラブドールなんだろう」とか「いっそここで全ぜん裸らになってしまえば苦しみから解放されるんじゃあ……」とか思考が追い詰められていた。


    　道行く人々の視線を気にしすぎたあまりに心しん拍ぱく数すうがえらいことになって、サオリ三号の横顔にトキめくという謎なぞの吊つり橋効果まで発生する羞しゆう恥ち心しんの暴走状態。


    　もうデートだけじゃなくて諸もろ々もろの初めてを全部サオリ三号に捧ささげたっていいんじゃないかってくらい、恥ずかしさが極まっていた。


    　けどいまでは周りを冷静に観察する余裕すら出てきて、羞恥心のランナーズハイ状態とも呼べるような心持ちになっている。もしくは羞恥心メーターがぶっ壊れたか。


    　そういえば父さんが『羞恥心のないやつは、背はい徳とく感かんという至し高こうの興奮要素を失うのだ』とかテレビ見ながら呟つぶやいていたけど、もしかすると僕はこの修しゆ行ぎようを通して思いのほか大切なものを失ってしまったのかもしれない。


    　少なくとも、もう一いつ生しよう涯がい、露出系のプレイを楽しめない体にされてしまった。


    　人はエロいことするときの興奮を高めるために、普段は服を着ているのですよ……。


    「まあなんにせよ、これなら昼間の修行はペナルティなしでいけそうだな」


    　と、僕が余裕ぶっこいたそのときだ。


    「うえぇ、奥おく間まよお主ぬし、いくら綾あや女めに届かぬからと言って、人形に走るとは……引くのぉ」


    　サオリ三号の背中に、作さ務む衣えの早さ乙おと女め先輩がよじ登っていた。


    「うわっ!?　早乙女先輩ちょっと！　降りてください！　バレたらヤバいんですから！」


    　早乙女先輩が無理やりぶら下がった衝撃で誤作動を起こしたのか、『だめっ、だめっ、そこはだめっ』とサオリ三号もご立腹だ。


    　おいおい、そんな大きな声出したらみんなに聞こえちまうぜ？　……だからマジで黙って。


    「てゆーか、僕と轟ごう力りき先輩の風評被害を生み出してる早乙女先輩がなにをいまさらドン引くことがあるんですか。それにこれは撫なで子しこさんから与えられた修行なんですよ！」


    「……修行じゃと？　人形と手を繋つないでデートするのがか？　……お主、魔法使いにでもなるつもりか。人形を相手に出し入れしても、〝済〟とはならんものな」


    「誰がそんなもんのためにわざわざ修行するか！」


    　童どう貞ていのまま三み十そ路じを越えたら魔法使い、処しよ女じよのまま三十路を越えたら魔女になるとか、また古い都市伝説を持ってくるな、この合法ロリは。


    　いまの日本は国が人工授じゆ精せいを暗に勧める制度があったり、《エイチ禁止法》の制定が画かく策さくされていたりと、魔法使いや魔女を量産するつもり満々の脳みそメルヘン国家なんだから、処女も童貞も別に恥ずかしいことじゃないんだよっ。


    　ふと思ったけど、魔女狩りって響きヤバくないか？


    　意訳すると〝完熟処女狩り〟になる。さすが中世ヨーロッパはやることがエグい。


    「ならば、人形とデートしてなんの意味があるんじゃ」


    「えーと、それは……」


    　基本的に、撫なで子しこさんは修しゆ行ぎようの効能なんて喋しやべってくれないからな……。


    　羞しゆう恥ち心しんがお亡くなりになって周囲からの視線が気にならなくなった以外になにか効果があるとすれば、


    「……僕自身が周囲に向ける視線に注力するようになった、ってとこですかね」


    　昨晩の全ぜん裸ら放置の名な残ごりで、全身の感覚器官がいまだ絶頂直後みたく敏感になっているのも一因だろう。


    　周囲にどれくらい人がいるのかとか、この足音は次どっちに行くかとか、気配が嫌にはっきりと認識できる。


    　ほかにも、あの道は昨日きのうの夜に全裸ですっ転んだ場所だとか、あの道をこう抜ければ近道できたのかとか、あの通りは身を隠しながら移動しやすそうだなとか、夜中の修行の予習復習をしているような感覚だ。


    　改めて早さ乙おと女め先輩に説明を要求されて整理してみると、昼夜の修行はワンセットでかなり下ネタテロに転用できるものになってるんじゃないのか？　とこのとき初めて思い至る。


    　と、不意に撫子さんの真意が読み取れてすっきりした僕の横で、


    「……気持ち悪いタイプの犯罪者スキルが磨かれておるの……」
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    　顔をしかめた早さ乙おと女め先輩が失礼なことをほざいていた。


    　おいやめろ。


    〝この先ずっと背はい徳とく感かんを得られなくていい〟という契約と制約によって得ようとしている僕の能力を否定すんな。


    「それより、早乙女先輩のほうはどうなんですか。スランプの具合」


    「……それがのぉ」


    　急にテンションの落ちた早乙女先輩がぽてんとサオリ三号から落下する。


    「撫なで子しこには好きに動けと言われて、ぶらぶらと歩いてみてはおるんじゃが」


    　早乙女先輩は「今け朝さ描かいたものじゃ」とスケッチブックを取り出しながら暗い顔だ。


    　朱あけ門かど温泉は山に囲まれた秘湯なだけあり、森に川に空にと、絶景ポイントが数多く存在する。


    　健全な絵画を描かなければならない早乙女先輩にとっては最高の素材ばかりのはずなのだが、スケッチブックを受け取った僕は絶句した。


    「あの、早乙女先輩、これ、誰にも見られてないでしょうね……？」


    「うむ。それだけは肝きもに銘めいじて行動しておるからの」


    　スケッチブックに描えがかれていたのは、夏特有の青々とした木々の先端が男性器状に削られ、夏らしい鮮あざやかな青空をバックに大おお股また開きの女性らが木々めがけて降ってくる怪画だった。


    　早乙女先輩ご乱心。これはちょっと意味わかんないですわ。


    「健全な絵を描かねばならんというストレスが、無意識のうちに絵画に影響を与えておるようじゃ」


    「早乙女先輩の無意識は常人の精神から乖かい離りしすぎててホラーですよね。マジで気をつけてくださいよ。同業者も多い場所なんですから、純粋に早乙女先輩のスケッチブックに興味を示す人も多いでしょう」


    「ああそれな。ついさっき会ったぞ。同業者ではなく、森の妖精とか名乗っておったが」


    「……？　あの、早乙女先輩？」


    　この人いまなんつった？


    「不思議な生物での。声はおっさん見た目は女、すね毛に髭ひげがぼーぼーのハイテンションじゃ」


    「早乙女先輩!?　しっかりしてください！」


    　なにそいつ!?　森の妖精じゃなくて妖怪じゃねーの!?


    「なかなか気のいいやつでな。まあ安心せい、わしの正体を明かすような愚ぐには及ばん」


    　いや、どっちかっていうとそんな幻げん覚かくみたいなものとコンタクトがとれてしまっている早乙女先輩の精神状態が不安なんですけど。


    　僕の心配をよそに、早乙女先輩は「じゃあの。わしは散策を再開する」と人込みにまぎれていってしまった。


    　あまり気にかけてもしようがないのかもしれないけれど、早乙女先輩、本当に大丈夫なんだろうか？


    　サオリ三号から離れるわけにいかない僕はやむなく早さ乙おと女め先輩を見送ったのち、サオリ三号に前進命令を出して再び第一チェックポイントへと発進した。


    



    「ぷっ、ぶふっ、本日はお二人用のお部屋はもう空いておりませんので……本当に来るとは」


    　おいちょっとこの旅館マジでふざけんなよ心が折れるのでやめてください。


    　第一チェックポイントの受付が、ほかに客がいないのをいいことに半笑いで僕の相手をしやがって、ちょっとばかし生まれていた心の余裕は木こっ端ぱ微み塵じんに霧む散さんした。


    「くそっ、次だ次っ！」


    　僕は首筋まで赤みが差すのを感じながらサオリ三号をエスコートし、気を取り直して第二チェックポイントへ歩き始める。


    　と、そのときだ。


    「あ、た、たた、たたた、狸たぬ吉きちじゃねーの奇き遇ぐうだなっ。あろはっ、だぜ」


    　背後からやたら裏返った声で呼ばれた。


    　振り返ると、そこには人でも殺しそうな笑え顔がおで頬ほおをひくつかせているゆとりがいて、かと思うと一瞬で僕の視界から脱だつ兎とのごとく消え失せる。


    　え？　なに？　幻まぼろし？　


    　……そうだよな、ゆとりがなんの用もないのに話しかけてくるなんてあるわけないもんな。


    「よ、よう狸吉っ。あけましておめでとうだぜっ」


    　けれど予想に反し、またしても背後から不自然な挨あい拶さつが聞こえてきた。そっちを向くと、不自然な表情のゆとりがシャッ！　と残像とともに消え失せる。


    　なんだあいつ、挨拶の通り魔？


    　なにがなんだかわからないが、一つだけ言えることがあった。


    　ラブドールとの珍道中に励んでいる僕に、濡ぬれ衣ごろもゆとりが接触しようとしている。なんで？


    「た、狸吉？　聞こえてないのか……？　はいさーい！」


    　もしかするとゆとりは、周りに僕の身の上を知る人間がいないこの街でなら僕と普通に話ができると努力してくれてるのかもしれない、なんて自分に都合のいい仮定が頭をよぎる。


    　もしそうならこっちとしてもこれまで世話になった分を正面からお礼できて嬉うれしい。


    　しかし状況は最悪だ。僕はいま、ラブドールと手を繋つないで歩いている。


    　話しかけられるなど、目立つ真ま似ねはできるだけ避けたいのに……。


    　けれどそんな事情を一般人であるゆとりが察せるはずもなく、四方八方から放たれる謎なぞの挨拶攻撃は続く。ゆとりの奇き行こうに、周りからの注目も確実に集まってきている。


    　あいさつするたび、ひやあせたれるね！


    　やがて僕の精神力がポポポ～ンしかけたとき、その最悪の事態は起きた。


    「お、おいおい狸たぬ吉きちっ。挨あい拶さつもまともに返せねえのかよお前はっ。……って、あ、あれぇ？」


    　挨拶のヒット＆アウェーという不可解な行動を繰り返して僕の精神力をがりがり削っていたゆとりが、ついに僕の真正面に立った。その目線は、サオリ三号に突き刺さっている。


    「狸吉、お前、なんだぜ、その美人……？　あ、もしかして、例の生徒会長さん、とか……？」


    「これは違うんだよ、ゆとり！」


    　なにが違うのかは僕もよくわからないけど。男の口から咄とつ嗟さに飛び出してしまう言葉というものがある。〝違うんだ〟のほかには〝先っぽだけ〟〝おっぱいおっぱい〟などがある。


    「な、なーんだよお前っ。時とき岡おか学園に進学したってどうせろくでもないままだと思ってたら、案の定だぜ！　あーあー汚けがらわしいこった。ま、あたしにゃ関係ねーぜ。せいぜい善ぜん導どう課に睨にらまれねぇよう末永くお幸せにな」


    　ひらひらと手を振りながら、ゆとりはなぜかずいとサオリ三号に近づいてきた。


    「あんたもさ、気をつけるんだぜ。この狸吉って男はバカだからよ、意味不明な行為を要求してくるかもしれねー。そんときは周りのやつよりも先にあたしに相談するんだぜ。ほかの連中より、こいつの生態はあたしがよーく理解してっから。ほら、連絡先交換だぜ」


    　人を繁殖期の動物みたいに形容したゆとりは、自身のＰピーＭエムをかざす。　


    　しかし返事はない、だってラブドールだもんっ。あれ？　とゆとりが首を傾かしげる。


    　おい、おいおいおいっ。これどうやってごまかせばいいんだよ！


    「うん？　あんた聞いてんのか？　なんだよもー照れてんのかー!?」


    　ばっしーん！　


    　ゆとりがサオリ三号の肩をお近づきのしるしにと力強く叩たたいた。僕の心臓が止まりかけた。


    『もっと激しく、もっと激しく』


    　衝撃を受けたサオリ三号が喋しやべり始める。もうやめて……。


    「え？　な、なんだぜこの人……そっち方面の人種なのか？」


    　おののきながらゆとりが大きく平手を振り上げる。「やめろバカゆとり！」と叫ぶも「誰がバカだーっ！」とゆとりは明後日あさつてな方向に食いついて攻撃の手を止めない。


    　ばっしーんっ!!


    　ガシャン！


    『だめっ、だめっ』『もっと激しく』『私には夫が』


    　ゆとりの馬ば鹿か力ぢからを肩に食らったサオリ三号は、内蔵されたジャイロでバランスを取ることもできず地面に倒れた。


    　そのままサオリ三号は死んだように動かず、異状を察した人が周囲に集まってくる。


    「あ、う、え、あ、あれ？　え？　あの、違くて、あたし、そんなつもりじゃ……まさかちょっと強く叩いただけで気絶するほど敏感でレベルの高いそっち方面だとは……」


    　ゆとりがサオリ三号を介かい抱ほうしようとオロオロしながら駆かけ寄る。


    　もうこれ以上は無理だ。強引にでもごまかさないと！


    「触るなゆとり！」


    「えうっ。あ、狸たぬ吉きちごめ、あたし、」


    「この人は僕が責任もって介かい抱ほうするから！　さあサオリさん、どこかの旅館の医務室に行こう」


    『いく、いく、いく』


    　奇跡的な相あい槌づちを打ってくれたサオリ三号をお姫様抱っこし、僕は集まってきた人たちに頭を下げながら朱あけ門かど温泉を駆かけ抜けた。


    　ゆとり。悪いけど、お話はまた今度な！　


    



    
      ●

    


    



    「あんな簡単な課題で騒ぎ起こしやがってこのタコ。ペナルティだ」


    　その日の晩。決死の思いでゆとりから逃げ切った僕だったが、健闘むなしく混浴温泉にぶち込まれることとなってしまった。


    　華か城じよう先輩は相変わらず「ふーっ！　しゃーっ！」と威い嚇かくしてきたり、木彫りの金玉像を岩に打ち付けまくって僕の体から力を抜くなど、防御に余念がない。


    　なんかもう、このままペナルティ混浴が続けば、華城先輩からの信用が地の底に落ちそうな勢いなんだけど……。


    　もし明日あした以降もゆとりが僕との接触を図ってきてペナルティが続けば……僕はその恐ろしい未来を振り切るように、華城先輩に背を向けながら湯船につかった。


    「ひいっ！　狸吉が私の目を盗んで湯船に白い分身をばらまき、私を遠えん隔かく妊にん娠しんさせようとしているわ！　は、早く湯から出ないと……ああ、でも、出たら裸はだかを見られ……まさか狸吉、そこまで計算して……っ!?　恐ろしい人！」


    　……もう手遅れかもしれなかった。


    



    
      ●

    


    



    「うああああっ！　もうあたしはダメだぜ鼓こ修す理りぃ！　狸吉はもうつがいになってたんだぜ！　あたしを慰なぐさめろ！　よしよしさせろおおお！」


    「ぎゃあああっ！　落ち着くッス！　まずは事情を、や、やめろやめろ！　それ以上広げたらお湯が入るっス！　ちょっ、この、ぴゃああああああああああああああっ!?」


    　それからしばらくして、ゆとりから事の顛てん末まつを聞き出した鼓修理は、


    「……あんた、アホなんっスか？」


    　蔑さげすむように吐き捨てた。


    　丸一日働き通しで心身共に限界だったところに、ゆとりのよしよし地獄とあんまりにもあんまりな報告が重なり、ほんの僅わずかな愛あい想そをつくる気もなくなった結果である。


    「誰が本当に挨あい拶さつのヒット＆アウェーをしろっつったっスか」


    「だってよぉ」


    　バツの悪そうなゆとりが、二人のほかに誰もいない浴よく槽そうの隅すみで鼻から下を湯に沈める。


    「挨拶がちゃんとできたか不安で、念には念をと。それにやっぱり男は反射で拒絶しちまうし、好きなやつの前だとテンパっちまうんだぜ……下心が見えてやしないかと思うと恥ずかしいし」


    「……はぁ。下心なんてバレてるに決まってるじゃないっスか」


    「ほらやっぱりそうなんだぜ！　あ、あ、あああっ、きっとあたしは狸たぬ吉きちに、子作り欲求むんむんの女だと思われたに違いないぜ！」


    「違うっス違うっス。昨日きのう話したじゃないっスか。男はバカな生物だって。男がバカなのは女の策に翻ほん弄ろうされるからじゃなくて、女の言げん動どうに裏や下心があるってわかっていながらあえて引っかかるからこそバカなんっス。つまり最初からこっちの考えなんてある程度バレてるんっスよ。けどそう考えるといろいろ楽っスよ。男にすり寄るときに変に緊張しないっスし、急に手のひら返されても冷静に対処できるっス。ま、鼓こ修す理りも思い知ったのは最近っスけどね」


    「そ、そうなのか……」


    「というか、鼓修理が本当に呆あきれてるのはその後っス。なにをどうしたら、初対面の相手に肉体的な攻撃を加えるような、最初から修しゆ羅ら場ばＭＡＸマツクス状態になれるんっスか」


    「攻撃なんてするつもりなかったんだぜ！　ちょっとスキンシップを……あ、でも、自然界じゃあ恋こい敵がたきとのガチバトルなんて普通だから、もしかして案外セーフなんじゃあ」


    「んなわけないっスよ。人間がそれをやるなら、こちらが関係したとバレないよう周到で狡こう猾かつな作戦を立てて、慎重に慎重にやるべきっス」


    「そんな卑ひ怯きような真ま似ねできるわけねえだろ！　あたしはそういうのが大嫌いだぜ！」


    「好きな男のデート相手をぶっ飛ばしたやつがそんな綺き麗れい事ごとをほざく資格はないっスよ！　


    　てゆーか、ゆとりはその恋敵とやらに攻撃する直前、ＰピーＭエム番号を交換しようとしてたんっスよね？　綺麗事言って、本当は二人の仲をこっそりグチャグチャにしてやるつもりだったんじゃないっスか？」


    　鼓修理がにたにたと底意地悪く笑うと、


    「お前は、性格悪いんだぜ！　ＡＩＨと直腸検査を同時に食らわせてやろうか!?」


    　なにやら怪しい響きの単語とともにゆとりが両手をわきわきいやらしく動かし始めたので、鼓修理は口を閉じて後ずさった。話の通じないアホを刺激するとヤられる。


    　と、ゆとりが急にしゅんと下を向いた。


    「……本当に、二人の力になろうと思ったんだぜ。狸吉と手を繋つないでた、人形みたいに綺麗だったあの人、狸たぬ吉きちにお似合いだった気がするし、善ぜん導どう課に捕まったりしないよう、あたしがサポートできればな、と」


    「……意味わかんないっス」


    　狸吉へのアプローチにすっかり及び腰となっているゆとりの言葉に相あい容いれないものを感じながら、鼓こ修す理りは狸吉とデートしていた女とやらのことを考えていた。


    　容よう姿しの特徴を聞いた限り、ゆとりが勘ぐっていた生徒会長などでは絶対にないし、綾あや女めでもなさそうだ。


    　だとすれば狸吉を鍛きたえるとか言っていた撫なで子しこの配下、修しゆ行ぎようのお目付け役のような者だろうか。


    　狸吉が不自然にゆとりを拒絶したのはもしかして修行中だったから？


    　……だとすれば、修行内容を把握していない状態でゆとりを下へ手たにけしかけることはペナルティの増加に繋つながるか？　と鼓修理はゆとりをこのまま放置する手も考える。


    　修行内容を知っているだろう綾女は鼓修理が業務の合間に連絡してもなにかに没頭しているように音信不通だし、早さ乙おと女め乙おと女めは鼓修理からの連絡に「あほたれ！　ぼけなす！　ろくでなし！」としか返してこない。新たな策を構築するのに必要な情報が圧倒的に足りない。


    　……しかし、と鼓修理は考え直した。


    　あのクソダヌキのことだから、鼓修理がなにをせずとも修行中にわざとペナルティを食らって混浴温泉に入る回数を増やしたりするに違いない。


    　ならやはり、根本的に綾女と狸吉との距離を引き離す策──ゆとりを特攻させる方針は変えないほうが無難だろう。


    「うん、そうっスね……おいゆとり！　安心するっス！　その女は狸吉のつがいでもなんでもないっスよ！　鼓修理のアドバイスを遵じゆん守しゆすれば、ちゃーんと狸吉はゆとりにメロメロになるっスから、明日あしたからもちゃんとガンガン攻めていくっス！」


    「め、めろめろ！」


    　鼓修理は再び口くち八はつ丁ちよう手て八はつ丁ちようでゆとりを焚たきつけ、狸吉へのハニートラップ作戦を進めていくことにした。

  



  
    



    


    第三章　修行本番


    



    　狸たぬ吉きちたちが荒あら行ぎようへの参加を余儀なくされてから二週間余り。


    　早さ乙おと女め乙おと女めはほかの《ＳＯＸソツクス》メンバーが修しゆ羅ら場ばに身を置いている間、自由気ままに朱あけ門かど温泉で生活していた。


    　好きなときに起床し、ご飯を食べ、温泉に入り、好きな場所へふらりと赴おもむき絵を描かく。気ままで穏やかな生活。今日きようこの日も朝から人ひと気けのない林道をぶらぶらし、適当な倒木に腰かけぼんやりと時間を浪費している。


    　──けれどもその心の内はきっと誰よりも激しく荒れていた。


    　コンクールに出品するための健全な絵画が一枚も描けない！　


    〝健全な絵画〟を描くための素材は朱門温泉内にいくらでもあった。


    　けれど早乙女乙女の筆を通せば、青々とした木々は地から生える肉棒となり、入にゆう道どう雲ぐもは巨人に吸い付かれて空へ伸びるおっぱいに姿を変え、涼を運ぶ穏やかな川は母なる海へ子こ種だねを運ぶ暴れ川♂と化した。


    　仲むつまじい夫婦があれば「あの体格差で夜はどんなプロレス技をかけあうのか」とラフ画に試し描きし、それを覗のぞいた子供が翌朝気まずそうにご飯を食べる様まで夢想する始末。


    　時間だけがいたずらに過ぎ、けれどそれら健全な景色を健全なまま魅力的に描くビジョンがまったく見えず、手で握った筆はぴくりとも進まなかった。


    　なぜなら早さ乙おと女め乙おと女めが、自身の最も魅力的に描えがける題材は人の本性であり、人の本性とは性欲を満たす姿だと確信していたからだ。


    　性を楽しむ姿こそが人の本質。それ以外の姿など仮かり初そめにすぎない。表面的なものを見たいのなら下へ手たな写真でも撮っていればよく、絵を描かく必要などまったくない。　


    　人の光の本質を描くには愛ある卑ひ猥わいを、人の闇やみの本質を描きたければ愛なき卑猥を描写する。


    　それは早乙女乙女という一人の絵描きが自身の満足する絵を描くために重要な要素となっており、自分が満足できない絵を描くことなど絵描きとしてのプライドが許さなかった。


    　以前ならばがむしゃらに描きまくって満足できなければ燃やすという、数撃ちゃ当たる戦法で試し行こう錯さく誤ごに身を任せることもできた。


    　しかし卑猥を題材にした数多くの絵で充足を味わってきたいまの乙女にとって、健全などという題材で描く絵は、たとえ習作でも嫌けん悪お感かんを抱いだく駄作に見えて指先が強こわばった。


    「けどぉ、いままで発表された乙女ちゃんの絵、アタシは好きよぉ？　あれで満足できないなんて難なん儀ぎな性格してるわねぇ。アタシなんてほら、一皮剥むけば毛だるまだけど自分が好きよ？」


    「そうは言われてものぉ、わしが納得できんのじゃから仕方あるまい」


    　乙女はぼさぼさになってしまった髪を掻かき、隣の自称〝森の妖精〟に拗すねた口く調ちようで呟つぶやいた。


    　森の妖精。


    　それは早乙女が朱あけ門かど温泉をふらつくようになってすぐ知り合った怪人物だ。


    　体のラインが隠れるような、ゆったりとしたピンクのゴスロリに身を包み、顔の下半分を大きなマスクで隠した中年男性。


    　初めて遭そう遇ぐうしたとき、その異様な風ふう体ていと不自然なまでにくねくねした動きと喋しやべりは早乙女をこれでもかと警戒させた。


    　しかし話してみれば変に前向きな話しやすい男で、何度か顔を合わせるうち、早乙女は《ＳＯＸソツクス》や卑猥なイラストのことをうまくぼかしながらほとんどの悩みを森の妖精に吐き出すようになっていた。


    　それは、森の妖精が下手をすれば善ぜん導どう課に睨にらまれかねないおかしな風体、社会的に無防備な姿でいつも乙女の前に現れたからかもしれないし、妻を亡くし一人娘が家出してしまったという身の上をあっけらかんと話してくれたかもしれなかった。


    「んー、そんなに張り詰めなくてもねぇ。時とき岡おか学園じゃなくても絵は描けるでしょうー？」


    「それがそうもいかんでなぁ」


    《ＳＯＸ》の面々には話していないことだったが、乙女の実家は伝統ある名家で、早乙女はその跡継ぎとなるべき人間だった。家は彼女が絵を描くことを快く思わない気風だった。


    　けれど絵を描くことがなにより好きだった乙女は家族に内緒で多数のコンクールで賞を取り、時とき岡おか学園の特待生となって、その既成事実をもとに一人暮らしすることでなんとか実家の反発を抑えていたのだ。


    　卑ひ猥わいという最高の題材に夢中となり、これまで売った絵のお金で一人暮らしを難なく維持できていた乙おと女めにとって、特待生でなくなるなどということは完全な盲点だった。


    　そしてこれは森の妖精に話せることではないが、ここで健全な絵画を提出できなければ、早さ乙おと女めが《ＳＯＸソツクス》に荷か担たんする絵え描かきではないかという疑いを学校や善ぜん導どう課にもたせてしまう可能性が高かった。


    　乙女はなんとしても、いま、健全な絵を描かなければならなかった。


    「ふぅん。最近の合法小学生はやっぱり大変なのねぇ」


    「高校生だと何度言えばわかるんじゃ！　変な言葉を作るな！」


    「でもさ、つまりはあれでしょ。乙女ちゃんはいままでの、コンクールで賞をもらってた自分の絵のなにがいいのか自分でわからなくなっちゃったってことなんでしょ？」


    「う、む。まあそうじゃな」


    　人を食ったような発言をしたかと思えば、多少適当ながらも核心を衝ついてくる。早乙女はいつも森の妖精に翻ほん弄ろうされてばかりだ。


    「自分で自分のことがわからなくなったり嫌いになったりしちゃったときに手っ取り早いのは、ほかの人にあなたがどれだけ素晴らしいのか教えてもらうことよぉ。……たとえばそうねぇ、この朱あけ門かど温泉で乙女ちゃんがいままで世に発表した作品を集めた個展を開くとか、どうかしら。この街に来る人たちはみーんな乙女ちゃんの絵を好む層だし、きっといい声聞けるわよぉ」


    　他者からアドバイスをもらうというのは乙女も少し前に考えた手だった。


    　あのときは鬼おに頭がしら鼓こ修す理りとかいう人選ミスを犯してしまったが、森の妖精の案なら確かにいい声が集まりそうだ。


    「しかしのぉ、夏休みはもう二週間と少ししか残っとらんぞ。わしの絵は全国各地に散らばっとる。探して借りてとしておったら、時間も金も足りんぞ」


    「おほほほほっ。森の妖精の神じん通つう力りきを舐なめちゃいけないわよぉ」


    　濁だく音おん表記したくなる濁にごった笑い声を上げながら、森の妖精がＰピーＭエムでどこかに電話をかけた。


    「はーい、もしもしア・タ・シ。ちょっと相談なんだけどねぇ──」


    　電話はものの数分で終わった。森の妖精はぽかんと口を開けた早乙女を見下ろし、


    「三日後よぉ」


    　突然のことに置いてけぼりを食らった乙女に、森の妖精は「ぶほほ」とマスク越しに笑う。


    「あなたの個展、三日後に開催できるわ。もちろん、ほとんどの絵を集めたうえでね」


    　スランプが解決するといいわねぇ。森の妖精はいましがた自分がふるった凄すさまじい力が当たり前のものであるかのように、あっけらかんと笑った。
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    「こんばんはだぜ、ってなんだよ狸たぬ吉きち、そんなとこに青い顔してしゃがみ込んじまって。腹でも壊したかー？　あっはっは！　ザマーねぇぜ。……ええとさりげないボディータッチが有効なんだっけ……？　よう狸吉、おなかさすさすしてやろうか！　物欲しそうな顔してるぜ!?」


    「いや！　そういうのいいから！　あの、その、悪いけどどっかいっててもらえるかな！」


    　いまの僕は視界制限の名の下もとに趣味の悪いバタフライマスクだけを装着した、スーパー全ぜん裸ら紳士スリーだ。


    　しかも直前にアンナ先輩から電話があったため、下半身にストレッチパワーがたまっている。


    　むちゃ振りでしかないと思われた撫なで子しこさんの修しゆ行ぎようをなんとかこなし続け、はや二週間。


    　八月も半分を過ぎようとする頃になって、僕はようやくゆとりの様子がおかしいと思い始めていた。


    　同じ温泉街にお互いが長期滞在していて、なにやらゆとりのほうから親しん睦ぼくを深めようとしてくれているのだから、多少エンカウント率が高いのはまだいい。


    　決定的におかしいのはその言げん動どうだった。


    　最初のほうは男──特に、下ネタテロリストを親に持つ僕みたいな人間への接し方に不慣れなだけかと思っていたのだけれど、なにかが違う。いまだってなんだか余裕がまったくなさそうで、僕のバタフライマスクにもノータッチだ。


    　まるで邪悪な化け物に取り憑つかれ唆そそのかされて行動しているような、そんな違和感がいまのゆとりにはある。


    　ゆっくりじっくりねっとりと事情を問いただしたいのだけど、朱あけ門かど温泉に来てからほとんどの時間を修行に費やしている僕がゆとりと遭そう遇ぐうする機会は修行中しかない。


    　そんなときに声も身振りもでかいゆとりと談笑でもしていようものなら人目を集めてペナルティは避けられないし、いまのように僕がハッスル全裸なのをゆとりに目撃されたなら寸止めを通り越し──華か城じよう先輩に股こ間かんを蹴けり抜かれた春先のトラウマが頭をよぎる──ゆとりの脚力ならよくて睾こう丸がん破裂、最悪の場合は……死。


    　なので僕はゆとりに接触するたび、心をドＳにしてゆとりを避けるしかなかった。


    「あぅ。……そ、そうか。へ、へーん！　ま、別に狸吉の体調なんて知ったこっちゃねーし、勝手にそこらで苦しんでくたばってればいいぜ、バーカバーカ！」


    　ゆとりは捨てゼリフらしきものを残して走っていった。


    　金玉を捻ひねり潰つぶされたように心が痛むけど、頓とん着ちやくしている時間はない。


    　いますぐこの場を離れないと、ゆとりのことだからまず間違いなく──。


    「あ、君か！　なにか変なものを拾い食いして動けなくなってるっていう子は！」


    　──僕を気遣ってこっそり他人に救援を頼んでたりするから早くこの場から離れないとって考えてたんだけどゆとりは足が速くなったんだなぁ部活頑張ってんだろうなぁどうすりゃいいんだろうなぁこれは！


    「チクショーめ！」


    　僕は物陰に潜ひそんだまま口の中で叫び、この二週間ですっかり調教されて全身ちんことばかりに敏感になった感覚神経を総動員。迫り来るおっさんの情報を収集する。


    　つっかけを履いているらしい足音。耳触りのよい声の抑よく揚よう。


    　それからゆとりの呼びかけにすぐ対応してここに来たことからして、このおっさんはどこかの宿の従業員に違いない。


    　くそっ、従業員は僕の修しゆ行ぎようのことを知っているから、少し上じよう手ずに逃げ隠れしたくらいじゃあペナルティは避けられない。ここまで接近されてしまった時点でゲームオーバーだ。


    　けど、諦あきらめるわけにはいかない。


    　僕は近くに積んであったビール瓶びんケースをおじさんの頭上すれすれに放って目を眩くらまし、昼間にチェックしておいた看板を足場に物置の屋根へと駆かけ上がった。


    　頭上はどうしても人間の死角になってしまうと実感してから、僕はこの逃走手段をよく用いるようになっていた。


    　同時に、股こ間かんより頭の位置が低い幼よう女じよの前でなら長時間下半身を露出してもバレないのではないかという可能性にも思い至り死にたくなった。


    　……うん、僕は疲れている。
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    　結局、ゆとりが呼び寄せたおっさんから撫なで子しこさんに連絡が入り、僕と華か城じよう先輩は仲良くペナルティ温泉にぶち込まれていた。


    　ゆとり、本当にもう勘弁してください……。


    「……狸たぬ吉きちあなた、本当にわざとじゃないんでしょうね。このペナルティの多さ」


    　タオルをしっかり巻き付けた華城先輩がジト目で責めるように訊きいてきた。


    　修行が始まってから二週間弱。たび重なる強制混浴は三十回に迫る勢いで、始まった当初は大騒ぎしていた華城先輩もいまではゆっくり僕と話せるくらいには慣れてしまっていた。


    　けれどそのぶん、精神安定のためのちんこ像が大量生産されていて、華か輪りんの間まは新しん興こう邪じや教きようの本ほん拠きよ地ちみたいなありさまになっている。


    　また、同じくストレス発散のために華城先輩はいままでにない集中力で長時間エロ本に没頭していて、その脳内がどれだけアレな進化を遂げているのか想像するのも怖い。


    「僕はちゃんとやってますよ。今日きようなんて特に調子よかったんですけど」


    　そもそも華か城じよう先輩は勘違いをしている。


    　僕だってできることなら混浴は避けたいのだ。


    　華城先輩の素す肌はだに目がいったり、股こ間かんの邪じや神しんが目覚めたりしないよう、心身を全力の理性でもってコントロールしなきゃいけないし、華城先輩が僕の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを監視している気がして、アソコを除いて全身がガチガチになってしまう。いまではむしろ華城先輩のほうが混浴温泉でのびのびしている気さえするほどだ。


    　それに自分で言うのもなんだけど、僕は実際ちゃんと成長していると思う。


    　日に日に上がる修しゆ行ぎようの難易度に反して、僕が見つかる回数は着実に減っているのだ。


    「ペナルティが多いのは、その、なぜかゆとりが絡み続けてくる結果でして」


    「〝ゆとり〟ねぇ……」


    　華城先輩はぶすぅ、と押し黙ってしまった。


    　混浴温泉に慣れたはいいものの、華城先輩はすぐこうやって静かになってしまう。ＰピーＭエムを無効にするための携帯電話が水に弱くて温泉に持ち込めないらしく、下へ手たなことを口走ってしまわないよう気をつけているからだ。


    「……なによ。下半身ばっかり美お味いしそうに熟うれただけの子に甘い顔しちゃって」


    　全然気をつけてなかった。


    「頭の悪い物言いはやめてください！　というか、甘い顔なんてしてませんよ」


    「そう？　ダブルピースを足していいくらいトロトロの甘顔よ。だって、ねえ、狸たぬ吉きちは中学時代からあの子にいろいろと辛しん辣らつにされてきたんでしょう？　いくら彼女の家業を知っていたとはいえ、どうしてそんなにもおおらかに受け止めてこられたの。私ならきっと、思い切り拒絶してるわ」


    「……。んー、それは……」


    　改めて訊たずねられると即答する言葉をもたない僕は、湯気をぼんやりと眺めながらぼーっとした頭で考えた。


    　僕も華城先輩も湯船に身を任せながら自然と口を閉ざし、十分ほど。


    　ゆとりとの中学時代を通り越し、僕はそれよりずっと過去の記憶に辿たどり着いていた。


    「……アンナ先輩のおかげ、ですかね」


    　僕の呟つぶやきに、華城先輩が「アンナの？」と首を傾かしげる。


    「僕も、最初っから寝ぼけたようにおおらかだったわけじゃないですよ。十年前に父さんがテロリストとして本格的に動きだした頃から、ずっと荒れてたんです」


    　近所の子と喧けん嘩かしまくったり、気にくわない大人にパンツ爆弾──生卵をパンツでくるんで投とう擲てきし、当たると対象に粘ねん液えきパンツが張り付く──を投げつけたりしていた。


    「当時は父さんのことをヒーローみたいに思ってて、僕自身も卑ひ猥わいな冗談を繰り出しまくってましたし、周りの連中からそれを非難されたり否定されるのが気にくわなかったんです。母さんも僕のことをどう扱っていいか悩んでるみたいでしたしね。そんなとき、母さんに連れられて行った先の託たく児じ所しよで、アンナ先輩に会ったんです。父さんが逮たい捕ほされた年だから、ええと、小学校の、三年生くらいだったかな……？」


    　その辺りの記憶はかなり不確かだけど、アンナ先輩のことはしっかりと覚えている。


    「アンナ先輩はいまと同じで、卑ひ猥わいなことをなにも知りませんでした。だからでしょうね。僕が話す父さんの自慢も、放つ卑猥な冗談も、アンナ先輩は頭ごなしに否定したりせずに笑って受け止めてくれたんですよ。意味はわかってなかったでしょうけど」


    「私はいま戦せん慄りつしているわ。初対面の女の子に対して卑猥な冗談を放つ男子小学生の存在に」


    　華か城じよう先輩に引かれるなんて過去の僕は大たい概がいだな。まあほら、あくまで過去の僕ね？


    「手放しで受け入れてくれたアンナ先輩はとても綺き麗れいで優しくて、ずっと尖とがってた僕の心に大きな余裕みたいなものが生まれたんです。僕がゆとりとかに冷たくされてもその事情をくんで笑ってられたのはきっと、アンナ先輩のおかげなんです」


    　僕も卑猥を封じて〝健全〟を目指せばアンナ先輩みたいに素敵な人になれるのだろうか、なんて考えて僕は時とき岡おか学園を目指すこととなったわけだが、結果はまあ、うん。


    「……アンナは、いまはまあ、あんなことになってしまっているけれど、心こころ根ねの優しい子だものね。ソフィアの下もとで育ったのが信じられないくらい。私も、アンナには世話になったもの」


    　華城先輩はそれを最後にまた沈黙してしまう。


    　僕もそれに合わせてぼんやりと空を眺めた。


    　かぽーん、とまた幻げん聴ちようが聞こえ始めた頃、華城先輩は唐突に呟つぶやいた。


    「私ね、父さんが逮捕されてから華城夫妻に引き取ってもらうまでの短い間、施設にいたのよ」


    「……え？」


    　僕の口から間の抜けた声が出た。


    「あの頃はまだＰピーＭエムの装着が義務化されてなかったから。一度完全に戸籍を抹まつ消しようされた私は、捨て子として施設に入れられたの。そこでこのＰＭを着けられたわ」


    　華城先輩は自みずからの両手首と首に巻き付けられた無機質なデザインのＰＭを指さした。


    「施設ではね、国が主しゆ導どうする専門の教育が施されたわ。卑猥なものはとにかく悪で、取り締まらなきゃいけないって。ずっと、自分を否定されてるような気分だった。携帯電話がなかったら耐えきれなかったでしょうね」


    　いわく、施設の中庭に隠しておいた携帯電話を夜中に操作し、掘った穴に向かって「大人のチンコは象の鼻アアアアァ！」と叫んで発散していたそうだ。


    　なんか、どこかで聞いたことのある話だな。


    「それに、撫なで子しこが数か月で迎えに来てくれたからなんとか耐えられたわ。きっと、いつまでも抜け出せなかった子の末路の一つが、月つき見み草ぐさ朧おぼろなのでしょうね」


    　華城先輩は僕のほうを見ないまま「けれど」と続ける。


    「私も、施設を出たからと言って、〝否定〟の渦から抜け出せたわけではなかったわ。撫なで子しこも、撫子の下で一枚岩の朱あけ門かど温泉の人たちも、私を匿かくまってくれてテロのサポートまでしてくれるけれど、それは私が、放っておけば一人ででもテロを起こして捕まりかねない人間だからよ。みんな本当は、私がおとなしくしているのが一番だと思っているの。当然よね。生活に根ざしていた卑ひ猥わいを苦労して排除して栄えたこの街を破壊する、私は生きた爆弾だもの。ここの人たちには感謝も信頼もしている。けれど私は心を開けなかった。ああ、あと、股またも開かなかったわ」


    　華か城じよう先輩はシリアスな雰ふん囲い気きになにか恨みでもあるのだろうか。


    「学校はもっと酷ひどかったわ。とにかく健全で、卑猥な物事や私の父、つまるところ、私の好きなものが悪として全否定される空間だったから。そんな中でボロが出ないよう、じっと息を潜ひそめて無ぶ愛あい想そうにするしかなかった私にも、アンナは嫌いやな顔一つせず親しくしてくれたの。小学校、中学校と、まるで無む邪じや気きな子供みたいに。卑猥じゃない楽しさもたくさん教えてもらった。ガチガチだった心が溶とかされて、狸たぬ吉きちと同じように、彼女に憧あこがれたこともあったかもね」


    　それからたっぷり間まを置いて、華城先輩は「けど」と囁ささやくように呟つぶやいた。


    「けどアンナはね、正しいことしか知らなかったの。まるで天使みたいに。アンナは悪わる気ぎなく『ヒワイは絶対悪で、撲ぼく滅めつされるべきもの』だって繰り返したわ。私はアンナのことが好きよ。そしてその大好きな人が私を否定する。その言葉は、ずっと私に打ち込まれ続けたわ。たとえそこに悪意がなくても……、いえ、傷つけようとして放はなたれたわけではない純粋な本音だからこそ、私は耐えられなかった。……私の父も、私が卑猥な冗談を好むことに難なん色しよくを示していたのよ。いまでこそ、私が善ぜん導どう課に捕まらないよう案じてくれていたものだとわかるけれど。……つまりね、狸吉。私はずっと、卑猥が大好きだっていう私の本質を否定されてきたの。善導課みたいな連中はもとより、大好きな人からも」


    　そんな、と僕は口を挟もうとした。けれど華城先輩がこちらに向けてきた弱々しい瞳ひとみが僕の喉のどを締め付けた。


    　ねえ狸吉、と華城先輩の双そう眸ぼうが揺ゆれる。


    「そんな状況にずっと晒さらされてきた私が自分を保とうとすれば、どうなると思う？」


    　それは、初めて見る表情、初めて聞く声だった。


    　すがるような、試すような、僕の答えを待ちながら、それを聞くことに怯おびえているような。


    　出会ってからいままで、ずっと力強い笑みを浮かべていた華城先輩──《雪せつ原げんの青あお》からは想像もできないような表情。


    　そのあまりに弱々しい顔に、確かに震えていた声に、僕の心は縫ぬい止められた。そして、


    「……そろそろ時間ね。まったく撫子のやつ。いつまでこんなこと続ける気かしら」


    　気づいたときには、華城先輩はいつもの不敵な表情、張りのある声に戻っていた。


    　先ほど垣かい間ま見えた僕の知らない華城先輩は、それこそ風に吹かれた湯気のように消えている。


    　そのままぽかんとしていたら、華城先輩がひしと自みずからの肩を抱いて後退し始めた。


    「ちょっと狸たぬ吉きち、いつまでぼーっとしてるの。はっ、まさか、また下半身の魔物が力を蓄えているんじゃないでしょうね!?　いやぁ！　盛じよう者しや必ひつ衰すいの理ことわり！　盛者必衰の理！　盛者必衰の理！」


    「そのフレーズに男を萎なえさせる効力はねえぞ!?」


    　なんだ、すぐに元どおりじゃないか。やっぱりさっきの華か城じよう先輩は気のせい……？　


    　首を傾かしげながら脱衣所に駆かけ込んだ僕に、湯船に残ったままらしい華城先輩が「そういえば」と落ち着いた声をかけてきた。


    「あと四日ほどで、お祭りが始まるわね」


    「……？　はぁ。人出が増えて修しゆ行ぎようの難易度が跳ね上がりそうですけど、頑張りますよ」


    　朱あけ門かど温泉で毎年八月の下旬、川の水位が下がる時期に行おこなわれる灯とう籠ろう流しのようなイベントだ。水に溶ける素材でできた船と人形に不ふ浄じようを托たくして川に流すとか、そういう主旨だった気がする。


    「なんだかやけに急な話なのだけど、その祭りの前日から、早さ乙おと女め先輩の個展が開かれるそうなのよ。で、一日だけ修行を休んで私と狸吉でそこに行けって撫なで子しこから指示があったわ」


    「……なんですかそれ？　胡う散さんくさいですね」


    「けれど、男女混合風ぶ呂ろにぶち込まれる日が確実に一日減るのだから願ったりよ」


    「それはまあ。……ところで華城先輩」


    「ん？　なにかしら」


    「なんでわざわざこんなタイミングでそれを話したんです？」


    　部屋に戻ってからでもよかっただろうに。まるでこんな、引き留めるみたいに。


    「んー、それはまあ」


    　華城先輩はぱしゃりと湯船から上がる音を響かせながら、


    「なんだかちょっと、名な残ごり惜しくなってしまったから」


    　そう言って女性用脱衣所のほうへ入っていってしまった。


    　え、それってどういう、と湯船の中で困惑していると、ＰピーＭエム無効化携帯を手にした華城先輩が「早く上がらないと指がふやけて指マンしてたと思われるわよー」とか呼びかけてきたので、


    「あんたは長風呂の人を見るたびにいつもそんなこと考えてんのか！」


    　僕の困惑は、ツッコミの勢いでどこかに消えてしまっていた。
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    「うわあああん！　鼓こ修す理りいい！　またやっちまった！　やっぱりうまくいかないぜぇ！」


    「あー、うー」


    　祭りを目前に控えたここ数日の清きよ門かど荘そうの忙しさに翻ほん弄ろうされ続けた鼓修理は、ふやけた男性器のようなありさまでお湯と同化していた。


    　そこにいつもの調子で突っ込んできた半泣きのゆとりが、今日きようの成果を報告する。


    「〝さりげないボディータッチ〟を実践しようとしたら、なんか拒絶されたんだぜ！」


    「〝おなかさすさす〟のどこにさりげなさがあるんっスか……これだからゆとりは……」


    　もはや演技する気力もない鼓こ修す理りは、ゆとりの報告に対して率直な悪態をついた。


    　夏祭り直前の繁忙期であることに加え、鼓修理の担当する十数の部屋が清きよ門かど荘そうという高級旅館に似つかわしくないほど大量の客をすし詰めにしていて、食器や布ふ団とんの出し入れなどといった単純労働がとんでもない量になっていた。


    　けれどなにより鼓修理の悪態を加速させるのは、いつまで経たっても改善されないゆとりのダメっぷりだった。


    『簡単な挨あい拶さつだけでいい』『ありがとうの一言でいいからこちらも手紙を書いてみよう』『呼び止めるときに軽く肩を叩たたいてみよう』など、あまり時間がないはずの鼓修理の指示は、いろいろとこじらせているゆとりにもハードルが高くならないよう設定されていた。


    　……そのはずだった。


    　ゆとりはいざ実践となると、挨拶に余計な悪態や連射性を付ふ与よすることで周囲の注目を集め自爆。手紙は狸たぬ吉きちにもらったときのことを思い出してオーバーヒートしてしまうため渡すこと叶かなわず。挙げ句の果てにはただの肩叩きにいらん殺気と格闘技っぽい謎なぞの構えを携たずさえ挑いどみ、狸吉と路上でストリート組み手を始める始末。


    　この二週間弱、ゆとりはずっとそんな間の抜けた調子だったのだ。


    「……もうゆとりには愛あい想そが尽きたっス。狸吉の恋人候補には、ほかの人を当たるっスよ」


    　もううんざりだと、鼓修理の口から自然に漏もれた。


    　鼓修理に泣きついていたゆとりがびくんと揺ゆれる。


    　夏休みが終わるまであと二週間ほど。


    　狸吉と綾あや女めの仲がかなり進んでしまっただろうこの段階で手段を変えるのは不本意だが、これ以上ゆとりに投資したところで結果は出そうにない。


    　幸いにして鼓修理は、ゆとりのことをいつでも切り捨てられるようＰピーＭエムの番号を交換していない。同じ旅館内にいるので完全にとはいかないだろうが、姿をくらますことは十分可能だ。


    　うまいこと丸め込んで後腐れなく見捨てるための理論武装はもう構築できてるっスけど、ゆとりのことだからどうせまたギャンギャンとうるさく泣きついてきてウザいんだろうな、面倒くさい……。


    　そう考えながら、鼓修理はゆとりに目をやった。しかし、


    「……あ、あっはは。いきなりだな……わかったぜ。世話になった、ありがとなっ」


    　鼓修理は自分の目と耳を疑った。意味がわからなかった。


    　ゆとりは軍人のように両手を腰の後ろに回し、堂々と鼓修理に向き合ってにっかりと笑っていたのだ。


    　鼓こ修す理りは思った。はあ？　と。あんたちゃんとした自我がないんじゃないの？　と。あんたが狸たぬ吉きちを好きな気持ちはそんなあっさり諦あきらめられるもんじゃないだろう、と。


    　しかし、その不自然なほどあっさりとしたゆとりの態度は鼓修理にとって好都合だった。


    　疲れている心身をさらに酷こく使しすることなく厄やつ介かい払ばらいができるのだから。　


    「んじゃ、鼓修理はもう上がるっスから。狸吉とのことはまあ、一人で適当に頑張れっス」


    「おう、鼓修理には感謝してるぜ。じゃあな」


    　鼓修理は湯から上がり、ふらふらの体をぺったらぺったらと脱衣所に向かわせた。


    　頭の中ではすぐに次の作戦構築が始まっていた。


    　鼓修理の頭の回転や洞察力をもってすれば、また新しい木で偶くを調達することなど容易たやすい。だからいま後ろにいる役立たずにはもう興味がない。──はずだった。


    　鼓修理ご自慢のその洞察力が、鼓修理の足を鈍にぶらせていた。


    　この二週間、毎晩のように言葉を交わした相手だ。気持ち悪いとさえ感じてしまうほどあっさりしたゆとりの発言の裏が、いまの鼓修理にはわかってしまっていた。


    　狸吉とのことを鼓修理にまで見放されて、本当は身がよじれるほど苦しいくせに。


    　鼓修理に見放されたことで、『やっぱりあたしなんかが狸吉とどうにかなれるわけがなかったんだ』と変に諦めていたり、『鼓修理にこれ以上迷惑はかけられないからさっぱり終わりにしないと』とかものわかりよさそうに考えていたり。


    　手に取るようにわかる。浅はかなんっスよ、と鼓修理は内心でまた悪態をついた。


    　鼓修理は見抜けてしまうのだ。ゆとりの笑え顔がおの不自然さ、背中に回した両腕が小刻みに震えていること、そしてそれらの行動にまるで狡こう猾かつさがないことを。


    　あー、もう、なんなんっスかこの不愉快で頭の悪い生き物は！


    「ほら、さっさとＰピーＭエムを起動させるっスよ」


    　あるいはその鼓修理の行動には、ゆとりの過去に対する、らしくない動どう揺ようと同情が、原因としてあったかもしれない。


    　鼓修理は踵きびすを返し、涙るい腺せんの制御が限界に達していたゆとりの前に立った。


    「……これが鼓修理のＰＭの番号っス。仕事の合間にメールくらいなら返せるかもしれないっスから。トラブルがあったら送るっス。一日一回こうして密会するよりかはスムーズに事が進むんじゃないっスかね」


    「こ、鼓修理……っ、お前ってやつは！」


    「あーもう、毎度毎度気持ち悪いっス！　両方裸はだかなのに、くっついてくるんじゃねーっスよ！」


    「でもよぉ、鼓修理に見捨てられたんじゃあ、いよいよ直接子作りを仕掛けるしかねーんじゃねーかってくらいどうしようもなくってさぁ。安心しちまったんだぜ」


    「……本当に、これだからゆとりは……。それは下げ策さく中の下策っスよ。いいっスか？　女は男の本能を刺激して当然。刺激したうえで、いかに禁欲させるかが肝きもなんっス。大体、その背中に生えたおできみたいな胸部でなにをどう誘惑する気だったんっスか」


    「なっ、お前、はあ!?　言うに事欠いて、背中に生えたおできだぁ!?」


    「う、ぐぶっ!?　や、それ以上締め上げるなっス！　まな板に潰つぶされ、潰され！」


    「まだ言うかこの……あれ？　そういえばこいつ、あたしより膨ふくらみが、豊か……？」


    「ひぎぃ!?　いいこと教える、いいこと教えるっスからギブっス！」


    　ゆとりが本気で鼓こ修す理りを捻ひねり潰そうとする気配を察し、鼓修理は白しろ旗はたを揚あげる。


    「なにやら三日後に早さ乙おと女め乙おと女めの個展が開かれるらしいんっスよ。そこに狸たぬ吉きちを誘うといいっス。ゆとりは挨あい拶さつだの手紙だのでも失敗するんっスから、もうまどろっこしいのはやめてハイハードルハイリターンな方法で攻めるっスよ。早乙女乙女の個展は健全すぎるほど健全な内容っスし、ゆとりが周囲の視線を気にしちゃうこともないはずっス」


    「……鼓修理、お前、本当にいいやつだぜ！　そこまであたしのことを考えてくれてよ！」


    　バッチーン！　と、感極まったらしいゆとりが鼓修理の背中を思い切り叩たたいた。


    　悲鳴を上げる間まもなく電池が切れたように突っ伏した鼓修理の背中には立派な紅葉もみじマーク。


    　なんでこんなアホに付き合うことにしちまったんっスかねぇ。


    　背中にじんじんとした痛みを感じながら、鼓修理は早速後悔していた。
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    「早乙女先輩の〝健全な〟絵を見るためにこれだけ人が来るとはねぇ。ふふふ。会場の出入り口であんなにたくさん出たり！　入ったり！　もう扉とびらが開きっぱなしのゆるゆるね」


    「にやにやすんな！　華か城じよう先輩、ＴＰＯをわきまえてください。人が多いんですから」


    「ＴＰＯくらいわきまえてるわよ。チンコ、パンツ、おっぱい、でしょう？」


    「低レベルすぎる！　どうしたんですか華城先輩！　なんていうか、酷ひどいですよ!?」


    「だってねえ。早乙女先輩の〝健全な〟絵を観みるだなんて、気分が悪いもの。あらかじめこうして予防しておかないと、心が中折れしてしまうわ」


    　八月も下旬に差しかかった、朱あけ門かど温泉夏祭り前日。


    　急ピッチで進められた早乙女先輩の個展は、午後の一時から無事開催されることとなった。　


    　朱門温泉は中心の朱門川を境に西部東部に分かれており、個展が開催される多目的館は清きよ門かど荘そうとちょうど対角の位置、西部の一番奥まったところにある。


    　僕と華城先輩は開催から少し遅れた午後二時くらいに到着していて、会場は家族連れや絵え描かきさんを中心にそこそこの出入りとなっていた。


    　川のせせらぎ、青々とした広い空、山のほうからは木々が風に揺ゆれる音とセミの鳴き声が聞こえる。清きよ門かど荘そうの浴衣ゆかたを着た僕は、同じく清門荘の浴衣を着た三つ編み眼鏡めがねの華か城じよう先輩と連れだって絵画展へ向かう……とシチュエーションだけ羅ら列れつすれば限りなく爽さわやかなのだが、


    「タイツ、パンスト、御お御み足あし」


    　連れ合いが華城先輩なのでそんな空気にはならない。


    「いつまでＴＰＯにこだわってんだ、ＴＰＯをわきまえろ！」


    　僕と華城先輩は小さくやりとりしながら、各旅館で事前に買える整理券を取り出し、早さ乙おと女め乙おと女め個展の受付へと向かった。


    



    「早乙女先輩にもこんな頃があったんですよねぇ……」


    　早乙女先輩の過去作を眺めながら、僕はしみじみと呟つぶやいていた。


    　早乙女乙女個展は、即興で組み立てられたとは思えないほどに会場設営が凝こっていた。


    　こういう場では集めた作品をより魅力的に見せるために照明や順路の形、絵を飾る角度に至るまで微びに入いり細さいをうがつらしいが、それにしてもよくできている。まるで何か月も前から綿密に準備していたみたいだ。早乙女先輩が過去に描かき上げてきた爽やかで健全な青春画の魅力が十二分に引き出されている。


    　早乙女先輩の魂たましいが塗り込められたエロイラストをチラ見してきた僕からすれば格段に魅力は落ちるものの、やはり早乙女先輩の実力は常人のものではないと再確認させられる。


    「んー、やっぱり何度観みてもダメね、この空っぽの絵にはまったく魅力がないわ。血の抜けたチンコみたい。コンクールのためにこんなものをもう一度、しかも大量に描けだなんて……早乙女先輩、大丈夫かしら」


    　周囲の人を意識してか、華城先輩が無表情に小さく言った。


    　夏休みの間、僕たちはそれぞれの修しゆ行ぎように集中していて、早乙女先輩とあまり顔を合わせていない。特にここ数日は早乙女先輩が個展の準備に駆かり出されていて、唐突に個展を開くことになった経緯さえ聞けていないありさまだ。


    　個展開催なんて手段に打って出るくらいだ。スランプはかなり深刻に違いない。華城先輩が言うように、いまの早乙女先輩の精神状態が気にかかる。


    　一週間前くらいにスケッチブックを見せてもらったときなんて、ちんこの生えた女の子が数じゆ珠ず状に合体して円を作りながら昇天してるイラストが描えがかれていて、華城先輩が「円えん環かんのふたなりに導みちびかれて……」とかタイトルつける事件も勃ぼつ発ぱつしたしな……。


    　一週間前でそれなのだから、いまの早乙女先輩は「大量のおたまじゃくしに全身をぬるぬると犯される女の子」とか、新あら手ての凌りよう辱じよく獣じゆう姦かんモノを描くような精神状態になっていてもおかしくない。


    　……ん？　もしかしてこんなの思いつく僕のほうが実はおかしいのか？　狸たぬ吉きち、あなた疲れてるのよ……。


    　この個展が開かれた経緯、そして撫なで子しこさんはなぜこの個展に行けなどと指示したのか。詮せんのないことをいろいろと真ま面じ目めに考えながら、僕たちは順路に従って道を曲がった。その先に、


    「……あーあ。ついに今日きようまで狸たぬ吉きちを誘えなかったぜ……」


    　一枚の絵画の前で立ち尽くし、個展の前売り券を二枚つまんで僕の名前を呟つぶやくゆとりがいた。


    「ゆとり……？」


    　僕が気づくと同時にゆとりも僕に気づいたためスルーすることもできず、僕は声をかけた。


    「ぎ、ぎ、あ、たぬ、きち……がいっる!?　き、聞かれた……？」


    　悲鳴を上げる一歩手前、錆さびた歯車のような声を出してゆとりの時間が止まった。


    　そのまま放置プレイに興じるわけにもいかず、僕は話を続ける。


    「あの、もしかして、僕を誘ってくれるつもりだったの？　ゆとり」


    　ずぼぐしゃっ！　とゆとりが前売り券をバスケットパンツのポケットにねじ込んだ。


    「バッ、バカか！　自惚うぬぼれんな！　ただ、ちょっと、間違えて券を二枚も買っちまって、もったいねーから食い物かなにかと交換しようと思ってて、そういえば狸吉がこういうの好きだったから、いいカモになるんじゃねーかって！」


    　きょろきょろ周囲を見回しながら「それで……」と消え入りそうに言葉を続けようとしていたゆとりの目線が、僕の背後にばちりと定まった。


    　それにつられて後ろを見ると、


    「ジ─────────ッ」


    　華か城じよう先輩が、ゆとりのことを執しつ拗ようなまでにガン見していた。ヤンキーの威い嚇かくより露骨。おっぱいに目がいく男の子より執拗。フェラ時に上目遣いする女の子よりわざとらしい。


    「あ、あぅ、狸吉、この人は、なんだぜ？」


    　目からビーム出るんじゃないかってくらいに揺ゆるがない華城先輩の視線から逃げるように身をよじったゆとりが訊たずねてくる。


    　だけど素直に時とき岡おか学園の生徒会副会長と答えていいものか。そう僕が迷っていると、


    「私は華城綾あや女め。時岡学園で生徒会副会長を務める二年生よ。あなたは？」


    　華城先輩がずいと歩み出て無表情に名乗った。そして知っているくせにゆとりにも自己紹介を促うながす。その間もゆとりからは視線を外さない。だいしゅきホールドかよ。


    「時岡学園の、副会長……!?　あ、はは、なんだよ狸吉、やっぱりろくでもねーやつだなお前は。この前までとは違う女を連れてて、しかも時岡学園の副会長様かよ……」


    　ゆとりは僕と華城先輩の顔を交互に見やり、みるみるうちに顔を真っ赤かにして俯うつむいてしまう。


    「あ、たしは、狸吉の中学時代の同級生で、濡ぬれ衣ごろもゆとりって、名前だぜ。高校は、その、」


    　ゆとりは絞るように声を漏もらしたかと思うと、くるりと体の向きを変えた。


    「あ、ゆとりっ」


    　ほかの客の迷惑にならないようにではあるが、ゆとりは早歩きでするすると僕たちから逃げる。


    「ちょっと待ちなさい」


    　そのゆとりに迷いなく追いつき、逃がすまいと躊ちゆう躇ちよなく腕をつかんだのは華か城じよう先輩だった。


    「狸たぬ吉きちの知り合いなのでしょう？　どうせだから、一緒に回らない？」


    「ふぇ……？」


    　意図がまったくわからない華城先輩の申し出に目を丸くしたのはゆとりだけでなく、僕も同様だった。


    



    　……どうしてこうなった。


    　ゆとりが華城先輩に捕まってから一時間ほど。僕とゆとりは並んでゆっくり絵を鑑賞して回りながら、一時も心の安まらない時間を過ごしていた。


    「ジ───────ッ」


    　一緒に個展を回ろうと言い始めた華城先輩があれから一言も喋しやべらず、切れかけの蛍光灯みたいな効果音とともに、ジト目で僕とゆとりの二歩後ろをついてきているからだ。


    　華城先輩はなにがしたいんだ。それともまさか、すべてが撫なで子しこさんの手のひらの上で、僕の胃袋が変に痛んでいるこの瞬間も修しゆ行ぎようの一環なのか。


    　華城先輩は話しかけても「いいから個展を楽しみましょう」と二歩後ろを歩くのをやめないし、ゆとりはずっと顔を赤や青にして「あばば」とバグっていてどうしようもない。
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    　絵の感想を聞いても「あっ、あっ」と、どこぞのカ●ナシか喋しやべるラブドールみたいなことしか言わないし……。


    　誰か一刻も早くこの謎なぞすぎる気まずい空気を破は瓜かいしてください。代わりに僕の童どう貞ていを捧ささげますから、とかパニックのあまりわけのわからないことを祈ったそのときだ。


    　仕切りを曲がったところにひときわ大きな空間があり、その一角に人だかりができていた。


    　なにやら今回の個展で一番の目玉となっている絵画の横に早さ乙おと女め先輩が待機しており、直じかに感想などをやりとりできる、との触れ込みだった。


    「素晴らしい絵です」だの「心が揺ゆさぶられました」だの「うちのお店にも是ぜ非ひ一枚」だのと、ＡＶ冒頭のように賛美が乱れ飛ぶあの人込みの中に早乙女先輩がいるらしい。


    　そういや父さんが言ってたな。最低男の三段活用、褒ほめるハメる（中で）果てる。


    「あああああっ！　うるさいうるさいうるさい！」


    　と、人込みの中心から、甲高い叫び声が上がった。


    　集まっていた人々の足下をかき分け、小さな影が飛び出してくる。


    「早乙女先輩っ!?」


    　目を白黒させる僕の声に気づいたのか、早乙女先輩はそのままこちらに突っ込んできた。


    　華か城じよう先輩がそれをキャッチし「落ち着いて早乙女先輩。はい、大きく息を吸ってー？　吐いてー？　突起してー？」と耳打ちしながらそのまま会場の外へと運んでいく。


    　さすがの即応力だと言いたいとこだけど、最後の勃ぼつ起き命令はいらなかったなー。


    「ごめんゆとりっ、ちょっと待ってて！」


    「あ、あうう？」


    　バグったままのゆとりを置いて、僕は華城先輩と早乙女先輩を追った。


    　背後からは早乙女先輩の乱心を目撃した来場者たちの「あの若さでこのように素晴らしい絵を生み出す絵え描かきさんはやはり変わっておられる」という的外れな賛辞が聞こえ、早乙女先輩が逃げ出した理由になんとなく察しがついた。


    



    「あいつらは、あいつらは、健全な絵じゃから、〝早乙女乙おと女め〟の絵じゃから、あんなゴミ作品を褒めておるだけなんじゃ！　あやつらはわしの絵が好きなのではない！　ああいう〝健全な〟絵しか知らぬだけじゃ！　ああいう絵こそを褒め称たたえるべきじゃとお勉強したから褒めているだけで、そこに心なぞない！　わしには、わしにはわかるんじゃぞ！　あやつらの賞しよう賛さんは無ぶ粋すいないちゃもんと変わらん！　吐き気がする！」


    　個展会場である多目的館と裏山の間にある空間で、だむだむと地面を踏みつけながら早乙女先輩が吠ほえた。


    　うぐぐぐぐ、と歯ぎしりする早乙女先輩を華城先輩がなだめ、僕は寄ってくる野や次じ馬うまや個展関係者に頭を下げて人払い。


    　一通り吐き出した後、泣き疲れた子供のように早さ乙おと女め先輩はそこに座り込み、


    「……すまぬ、取り乱した。絵のほうが煮詰まっておっての。苦く肉にくの策で個展を開いてはみたものの、逆効果だったようじゃ。……気遣ってもらって悪いが、いまは一人にしてくれ。立て直すのに時間がかかりそうじゃ」


    　大きく息を吐いた早乙女先輩に「それじゃあ、またあとで」、と声をかけ、僕はゆとりに、華か城じよう先輩はスタッフへ事情を説明するため会場へと戻った。


    「ゆとり。ごめん、急に抜けちゃって」


    　早乙女先輩が爆発した広い空間。そこに設置された椅い子すに座ってＰピーＭエムを操作していたゆとりが、はっとしたようにＰＭを消して顔を上げた。なにやらメールを打っていたらしい。


    「いや、別に、ぜんぜんだぜ！　むしろ狸たぬ吉きちがいないほうが絵画をゆっくり鑑賞できてよかったくらいだからな！　……ええと、で、あの子はどうしたんだぜ？」


    「ちょっと疲れちゃったみたいで。いま休憩中」


    「そうか、よかったぜ。こんなふうに担かつぎ上げられちゃ、誰だってしんどいだろうからな」


    　華城先輩の黒い眼まな差ざしから解放されたおかげか、ゆとりはまともに喋しやべれるようになっていた。


    　……よく考えれば、ゆとりと一対一のちゃんとしたコミュニケーションをとるのはこれが初めてな気がする。


    　中学時代は基本的に、変態どもを駆く逐ちくする過程で事務的に言葉を交わすくらいだったし。


    　つまりあの頃の僕らは変態で繋つながってた。……なんか語ご弊へいがあるな。


    　ようやくゆとりとゆっくり話す機会に恵まれたと、僕はゆとりの右隣に座る。


    「ぅひっ」


    　……ゆとりが奇声を上げながら、椅子に置いていた右手を引っ込めて僕から人一人分距離を置いて座り直した。……めげるな僕。ゆとりが反射でそういう態度に出ちゃうのは知ってるだろ？　それにほら、父さんも言ってた。女の子が男と距離を置こうとするのは、オナニー男の手に残った精せい子しに触れて間接妊にん娠しんしちゃうのを避けるためで、むしろそんな簡単に妊娠しちゃうぐらい目の前の男にキュンキュンしちゃってるわけだから自信もてって。


    　……いや、やっぱりこの助言は役に立たないわ。完全に性犯罪者の自己正当化理論だし。それ以前に僕の体にオナニーの残り香がとかまとわりついてないし。いろんな意味で綺き麗れいな体だし。


    「あー、そのさ、ゆとり」


    　ごちゃごちゃ考えても埒らちが明あかないどころかろくでもない思考に飲み込まれるだけなので、僕は見切り発車で切り出した。が、


    「……な、なな、なんだぜ……？」


    　ゆとりは不自然なまでにがっちがちに緊張していた。


    　ここ最近の高確率エンカウントについてなにか事情があるんじゃないの？　とかいろいろ訊ききたいことがあったのだけど、その緊張が僕にまで伝わってきて口が回らない。


    　話しかけるきっかけがつかめず、予想外の沈黙に頭を悩ませていたそのときだ。


    　ブブブブッ。


    　音声オフにしておいたＰピーＭエムが震動で着信を知らせた。……不ふ破わさん？


    　いったん外に出ようか迷うも、早さ乙おと女め先輩が逃げ出すというトラブルに見舞われた個展会場はまだざわついているし、もう一度ゆとりを置いて外に出るのはマズイ気がして、僕はそのまま電話に出た。


    『もしもし奥おく間まさん。突然で申しわけないですが、腰振る犬を停止させる方法を知りませんか？』


    「お前はいきなりなにを言い出すんだ！」


    　あんまりにも意味不明な話に、僕は思わず立ち上がってツッコんでいた。


    　けれど不破さんはいつもと変わらない平へい淡たんかつ無表情な声で、


    『怒鳴ることはないでしょう。これは奥間さんの責任なんですよ』


    「……僕の？」


    『はい。奥間さんが轟ごう力りき先輩との絡みシーンを提供してくれなかったので、わたしはその喪そう失しつ感を埋めるため、毎日のように山へ行って昆虫採集していました。そこで偶然にも、下半身にゴムゴ●の銃を残したままの犬と出会い、これはいい観察対象になると持ち帰ったのですが、これがとてもやんちゃな犬で。毎日のようにわたしの腰にまとわりつき、息を荒くして腰を振るんですよ』


    「……」


    　本当になにしてんだあんたは！　というか僕のせいじゃねーじゃん！　善ぜん導どう課や警察に目をつけられる前にさっさと手放せ！


    　などなど、言ってやりたいことはたくさんあったけど、なんか聞き入れてくれそうにないなぁ、不破さん。


    『拾ってしばらくは、犬の下半身に刺激を与えるなどして腰振りの要因だろう欲求を満たしてやっていたのですが、収まるどころか頻ひん度どが増しまして。このままでは散歩にも出せず、生活に支障が出てしまいます。なので適度に腰振りを抑える方法を教えてくださいませんか？』


    　不破さんまさか犬相手に手コ……これ以上は考えないようにする。


    　にしても、このご時世、ペット会社が繁殖用に少数の種たね犬いぬを所持している以外はみんな去きよ勢せいされた犬ばっかりだ。いくら僕でも、未去勢犬の腰振りをやめさせる方法なんて知らな……あ。


    　そういえば、すぐ隣にいるじゃないか。実家で動物を扱っていて、家畜やペットどころか野生のオスギツネの扱いにまで精通しているスペシャリストが。


    　僕はきっとそのとき、予想外の緊張を不破さんに解きほぐされ、いい雑談のきっかけをゲットできたとはしゃいでいたのだろう。なにも考えず、ゆとりにひそひそと、


    「ねえゆとり。犬の腰振りをやめさせる方法ってわかる？」


    「っ!?　な、ななな、いきなりなにを訊きいてるんだぜ、お前はああ！」


    　目をひん剥むいたゆとりの、寸止めではないかかと落としが僕の脳天に決まった。


    　まあ、女の子との話のネタに詰まっていきなり下ネタ繰り出すような男の末路としては、至し極ごく順当なところだったろう。


    



    「腰振りは、その、卑ひ猥わいな欲求だけが原因じゃないんだぜ。単純に順位付けでやってるやつが大半だから、男犬も女犬も、下半身を処理してようとしてまいと、やっちゃうんだぜ。だから腰振りをやめさせたいなら、飼い主のほうが上だとしっかり順位付けしてやればいいんだぜ。……この国じゃあいま、年間でかなりの家犬が処分されてっけど、そのほとんどが、卑猥な腰振りをやったって理由で捨てられた犬の末路なんだぜ？　観測者側の心が汚けがれてるのを犬のせいにしちゃいけねーぜ、狸たぬ吉きち。犬にとっちゃあ、とんだ濡ぬれ衣ぎぬだぜ」


    「……はい、とっても勉強になります」


    　かかと落とし後、不ふ破わさんのどうしようもなさも含めて事情を説明した僕に、ゆとりはよどみなく知恵を授さずけてくれた。話を聞きながら、不破さんへのメールを作成する。


    「腰振りの数が増えたのは、その不破ってアホが変に刺激して、本当に卑猥な欲求を刺激されちゃったからだと思うぜ。だからしつけは厳しめに設定して、二度と下半身に刺激を与えないよう言っとくんだぜ。最初のうちはかなり不満がって攻撃してくるだろうけど、強気でな。生産用の犬なら下半身未処理でも声帯や爪つめ、牙きばなんかは切除済みだろうから、怪け我がの心配もないだろうし」


    　そこまで聞いて、僕はメールを送信した。


    　僕同様、あまりにバカバカしい話で緊張がほぐれたのだろう。ゆとりがまだ少し顔を赤くしながら、普通に口を開いた。


    「その、なんだ、狸吉お前、せっかく念願の時とき岡おか学園に行けたのに、まだ変なやつを相手にしてんだな……父親のこともあるのに」


    　僕は苦笑しながら、


    「ニュースで知ってるでしょ。第一清せい麗れい指定都市はいま、卑猥な知識が広まり始めてる。悪わる気ぎのない人が知識や本能に溺おぼれて善ぜん導どう課に逮たい捕ほされちゃったりしないようにしてあげないと」


    　まあ、不破さんに関しては一度痛い目を見たほうがいいのかもしれないけど。


    「……そっか。狸吉は変わんねーぜ」


    　不意にゆとりの表情が強こわばり、ぎゅっとズボンを握りながら下を向いてしまう。


    「あたしと違って、狸吉はいまも、ほかのやつのために頑張ってんだな……」


    「え？　なに言ってんの。ゆとりだって昔から、無む節せつ操そうに《育成法》に違反するアホを捕まえたりしてたし、女子に対しては僕なんかよりよっぽど面倒見よかったじゃんか」


    　あ、ヤバ。変に褒ほめたりするとまた寸止めが飛んでくるかな、と身構えていると、


    「……はは、そうだった、っけな」


    　ゆとりは掠かすれるような声とともにうなだれてしまう。


    「ゆとり……？」


    　なにか変だ。もしかして、ここ最近、なにか邪悪なものに取り憑つかれたみたいに不自然に僕に接触しようとしてきたのとなにか関係があるんじゃないか？


    　さっきは訊きけなかったけど、とゆとりに話を聞こうとするが、


    「……あ、悪い。なんか着信がきたんだぜ」


    　ＰピーＭエムの着信音を消していたらしいゆとりが慌あわてた様子で会場を出ていってしまった。


    　ああくそっ、事情を聞いてペナルティ混浴の回数を減らすいいチャンスだったのに……。


    　と、入れ替わりに各所への説明を終えた華か城じよう先輩が戻って来た。


    「あれ？　挙きよ動どうが怪しいと評判なゆとりちゃんはどこかしら？」


    「電話らしいです。てゆーか、ゆとりの挙動が輪をかけておかしくなったのは華城先輩のせいでしょうに。なんでずっと変なプレッシャーかけてたんですか。僕までおなか痛かったですよ」


    「そんなことよりよ、狸たぬ吉きち。昔、一輪車というものがあったでしょう。幾多の好奇心旺盛な男子の股こ間かんを破壊し、女子の股間を開発してきた悪魔兵器。国の奨しよう励れいしたセクハラ政策としてはブルマに比ひ肩けんするわよね」


    　酷ひどい。話の逸そらし方がもうゴリ押しどころの騒ぎじゃない。


    「あ、う、あの、狸吉。その、せっかく誘ってもらったのに、悪いんだけどよ……」


    　と、そこへ電話を終えたらしいゆとりがとぼとぼと帰ってきた。


    　最初こそもじもじと申しわけなさそうにしていたが、華城先輩からまたしても「ジ──ッ」と直視の魔ま眼がんを食らってしまい、ゆとりはびしりと固まる。


    「あ、う、その、……は、はっはーっ！　あたしはちょっと用事ができちまったからな！　ここでおいとまだぜ！　狸吉と一緒じゃ大して楽しめなかったけど、まあまあな個展だったな！」


    「あっ、ちょっとゆとり！」


    　ゆとりは腰に手を当てて男らしく笑いながら、会場を飛び出していってしまった。


    　せっかくゆっくり事情が聞ける機会が得られたと思ってたんだけどな……。


    「ちょっと華城先輩。ゆとりを威い嚇かくするのはやめてくださいってば」


    「なんのことかしらね」


    　華城先輩はぷいとそっぽを向いて「さてじゃあ、絵画鑑賞の続きといきましょうか」などとマイペースだ。


    「どうしても口を割らないつもりか……。ところで早さ乙おと女め先輩のほうは、放っておいて大丈夫でしょうか。たぶん、まだ近くにいるでしょう」


    　一人にしておいてくれとの話だったが、このまま置いて帰るのも忍びない。


    「早乙女先輩が一人にしてくれって言ったのだからそうするのがベストでしょうよ。それにあの人、個展会場で叫んだりせず、私たちと裏にいくまで我慢していたわ。暴走して正体を晒さらすヘマもしないはず。大丈夫よ。早さ乙おと女め先輩は見た目こそ幼よう女じよだけど、中身はプロだから」


    「まあ、そうかもしれませんけど……」


    　僕たちが行ったところでどうしようもないのは確かだ。今回の早乙女先輩のスランプは数か月前のものと違い、卑ひ猥わいの概念を与えればどうにかなる類たぐいのものじゃない。


    　門もん外がい漢かんの僕たちが下へ手たに介かい入にゆうするより、早乙女先輩の自然治ち癒ゆ力りよくに期待すべきなのだろう。


    「ん？　なにかしら。撫なで子しこから電話だわ。よっこらセックス」


    　早乙女先輩に対する不安が拭ぬぐえないまま悶もん々もんとしていると、華か城じよう先輩が先ほどのゆとりと同じように電話を受けて立ち上がり、個展会場の外へと出ていってしまう。


    　最後にぼそっと付け加えた謎なぞのかけ声はなんだったんですかね……？　


    　特にすることもないので、父さんがかつて熱く語っていた「同級生女子の就活スーツのエロさは異常。あれはブルマに並ぶ合法セクハラ」という発言の意味を頭の中で吟ぎん味みしながら待つ。実に時間資源を無駄にしていた。すると華城先輩が思いのほか早く帰ってきて、


    「狸たぬ吉きち。いますぐ清きよ門かど荘そうに戻るわよ」


    　険けわしい顔でそう告げた。


    　唐突に真剣味を帯びたその雰ふん囲い気きに触しよく発はつされた僕の口から「どうしたんですか」と大おお真ま面じ目めな声が出るが、頭の中はまだ就活女子がスーツ姿でポーズをとっている。男ってホントバカ。


    「今晩、私たちに話のある連中が清門荘へやってくるそうよ。撫子から連絡があったわ」


    「……話って、一体誰が？」


    　華城先輩の〝私たち〟という物言いにはっきりとした不安を感じた。


    　私たち、それはつまり《ＳＯＸソツクス》にほかならない。そして華城先輩の口から告げられる訪問者は、僕の不安を遙はるかに凌りよう駕がしていた。


    「四大下ネタテロ組織それぞれからやってきた代表、合計百人。……そしてそれを率ひきいる鬼おに頭がしら慶けい介すけが、お手々繋つないでお出ましだそうよ」


    　華城先輩の口元が不敵に笑みを形作り、しかしその頬ほおには汗が一筋、滴したたっていた。


    　──全国のテロ組織が、《ＳＯＸ》を厳しい目で捉とらえてやがんのさ。


    　夏休みの初日に撫子さんが語っていた〝警告〟が、僕の脳のう裏りで鮮烈に蘇よみがえった。
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    　朱あけ門かど温泉は、その中心に川幅の平均が二十メートルほどの朱門川が流れ、西部と東部に分断されている。その二地域を結んでいる橋は上流部、中流部、下流部の三つがあり、夏祭りの期間は川を流れる灯とう籠ろうを眺めるスポットとしても有名だ。


    　綾あや女めと狸吉が個展会場で各所に事情を説明していた頃。早乙女乙おと女めは、個展が開催されている多目的館から一番近い、上流の橋の下でぼんやりと川を眺めていた。


    　口から出るのは苛いら立だちの混じった深いため息ばかりで、非建設的な思考がとりとめなく溢あふれる。


    「本当にごめんねぇ。まさか、こんな逆効果になっちゃうなんて。アタシの思し慮りよ不足だったわ」


    　そこへいつものようにふらりと現れたのは、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな森の妖精だった。個展会場でなにが起きたか聞いているらしく、いつもの能天気さは鳴りを潜ひそめている。


    「なんじゃお主ぬし。川にも出てこれるんじゃの。ま、気にするな。お主のせいではない」


    　それきり二人は黙り込み、夏の日差しを受けてきらきら光る川を眺めていた。


    　やがて森の妖精が、野太い声で囁ささやいた。


    「〝本当の〟乙おと女めちゃんを評価してくれる人は、たーくさんいるのにねぇ」


    　森の妖精が怪しく囁いたその言葉に引っかかりを覚え、乙女は眉まゆをひそめながら首を曲げた。


    「どういう意味じゃ……？」


    「ねぇ乙女ちゃん。好きな絵だけを描かき続けられる世界に興味はなぁい？」


    　いよいよもって乙女は首を傾かしげた。そんな世界、


    「そんな世界、あるわけがなかろう」


    「あるのよぉ」


    　森の妖精はにっこりと断言した。乙女が困惑する中、森の妖精は続ける。


    「学校の都合にも実家の事情にも振り回されず、怪しまれず、好きな絵だけを描いていられる環境。そしてその絵の価値とそれを描いたあなたの素晴らしさを心の底から評価してくれる人たち。アタシはあなたに、それらをすべて提供できるのよぉ」


    「描きたいものを描き続けられる環境、じゃと……？」


    　このうえなく胡う散さんくさい話はしかし、乙女の心を揺ゆさぶっていた。


    　夏休みに入ってから三週間近く、ずっと乙女の話を聞いてくれた森の妖精。


    　ＰピーＭエムでの指示一本でこれだけの規模の個展を速やかに開催させた力。


    　そしてこの、ぼろぼろの状態のときに現れてくれた頼もしさ。


    　乙女の心は揺れていた。


    「もちろん、いますぐ決断しろだなんて言わないわぁ。けど興味があるのなら、明日あしたの晩、灯とう籠ろう流しの時間帯に清きよ門かど荘そうで待っていてくれるかしらぁ？　アタシがあなたに提供できる救いを、なんといまなら無料で体験させてあげるからぁ」


    　乙女はいつの間まにか、首を縦に振っていた。
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    「悪いね、変に振り回すことになっちまって。なにせ相手が相手だ。鬼おに頭がしら慶けい介すけは権力もさることながら、昔からうちのお得意さんでねぇ。お断ことわりが難しいのさ」


    「構わないわ。それに、夏休み前からずっと引き延ばしてくれた結果なんでしょう？」


    　清きよ門かど荘そうに戻ってからしばらくは部屋での待機を命じられていた僕と華か城じよう先輩が日暮れ時に改めて連れてこられたのは、清門荘の離れだった。


    　何十畳もの宴会用座敷が各階に一室ずつあるだけの二階建てで、密会に使うには少々広すぎる。しかし待ち構えている相手のことを考えれば、きっとここでも狭いくらいなのだろう。


    「けど、なんでこんないきなり、大たい挙きよして押し寄せてきたんでしょう」


    　離れの入り口で華城先輩とともにパンツをかぶりながら、僕は誰にともなく訊たずねていた。


    　この荒あら行ぎよう夏休みが始まった夜、撫なで子しこさんは全国の様々な組織が《ＳＯＸソツクス》を快く思っていないと警告していた。だがいくらなんでも、四大下ネタテロ組織が一斉に攻め込んでくるなんて冗談じゃない。


    　慶けい介すけが傘さん下かの《ベーコンレタス母の会》と《震しん激げきの尻いさらい》だけを引き連れてくるならまだわかるけど、そこに《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》まで加わっているとか、とんだ変態百ひやつ鬼き夜や行こうだ。


    「慶介の真意は実際に対たい峙じしてみないとわからないわ。けど」


    　清門荘の浴衣ゆかたに身を包んだ華城先輩が不敵に笑う。


    　その頭には当然《雪せつ原げんの青あお》のチャームポイントであるパンティーが装備されており、頼もしさと引き換えにいろいろと台なしになっていた。


    「そうおかしな話じゃないはずよ。慶介は谷や津つヶが森もりと鼓こ修す理りの件で《ＳＯＸ》に二つも大きな借りがあるわ。《群むれた布地》事件のときに私の演説をずっと流してくれた放送局も鬼おに頭がしら系列だったし、四大下ネタテロ組織がどうか知らないけれど、それを率ひきいる慶介に敵意はないはず」


    　まあ最悪の場合は鼓修理を人質に、と華城先輩が悪い笑え顔がおを浮かべる。


    　まあいくらなんでもそれは冗談として、


    「そういえば鼓修理と早さ乙おと女め先輩に声をかけてないみたいですけど、いいんですかね？」


    　早乙女先輩はともかく、鼓修理はあとでうるさそうだ。


    　というかあいつ、たまに旅館で目撃するのは必死こいて働いてる姿ばっかりなんだけど、この旅館に労働基準法という概念は存在しているのだろうか。


    　僕の疑問に、今度は撫子さんが口を開いた。


    「鼓修理に関しては、慶介のほうから娘にバラさないでくれって頭下げられちまってねぇ。前に一度、鼓修理に長時間無言電話を食らってから顔を合わせる勇気が出ないらしい」


    　思春期の娘に苦しめられるただのお父さんだった。


    「早乙女乙おと女めに関してはあれさ。あんだけ貴重な人材、そうそう人前に出せるもんじゃないってことさね。ある意味じゃあ、《雪原の青》の正体よりもあの子の存在のほうがよほどトップシークレットだよ。ＰピーＭエムの感知を逃のがれて、しかも魅力的かつ情報伝達力の高い卑ひ猥わいイラストを描かけるやつなんてほとんどいないんだからねぇ。それに、ただでさえ不安定な時期に余計な話を持ち込みゃあ、スランプを加速させかねないだろう？」


    　と、撫なで子しこさんが吹かしていたキセルをびしりと僕に向ける。なんでしょうか。


    「つーかそもそもな。慶けい介すけたちは《ＳＯＸソツクス》の《雪せつ原げんの青あお》だけを交渉の場にご所しよ望もうなのさ。本当はおめぇもいらねぇの」


    「は？」


    　撫子さんに強く言われ、僕の思考が一瞬だけ固まる。


    「けどあたいはおめぇにも知らせ、ここに連れてきた。ところで狸たぬ吉きち、いまから綾あや女めは敵陣のど真ん中に乗り込んでいくわけだが、慶介たちからただの役立たずＡのみそっかすだと認識されてるおめぇは、どう動く？」


    「そんなもん、ついていくに決まってるじゃないですか」


    　少し前までの僕なら、惨みじめな足手まといは嫌だと躊躇ためらっていたかもしれない。


    　けれど、撫子さんの奇き想そう天てん外がいかつ常識皆かい無む、羞しゆう恥ち心しんを捨てなければやっていられない修しゆ行ぎようを乗り越えてきたおかげか、その言葉が抵抗なく口から紡つむがれていた。


    「……狸吉、あなた」


    　と、華か城じよう先輩がもじもじと上目遣いで僕を見つめていた。パンツ越しではあったが、その動作にこっちまで顔が上気する。


    　ちょっと、あの、勘違いしないでよね！　仮にも女の子をそんなわけのわからん場所に一人で放り込むわけにはいかないってだけで、他意なんかないんだからね……っ。


    「狸吉、あなたがいまなにを心配していたか当ててあげましょうか。ずばり、私が百人の変態に凌りようじょ……」


    「華城先輩はたまに、頭を掻かっ捌さばいて卑ひ猥わいに関する記憶が消えるまで脳みそこねくり回してやりたくなるときがありますよね」


    　ツッコミをかぶせ、華城先輩が言い切るのを阻そ止しした。


    　華城先輩が「なんてこと言うの！」とご立腹だが、それはこっちのセリフだ。


    　男の子は繊せん細さいなんだぞ。言葉に気をつけてもらおう。


    「あっはは。それじゃあ、二人で仲よく行ってくるがいいさね。そろそろ時間だ。けどな、最後に一つ忠告だ」


    　撫子さんは僕と華城先輩の背を押しながら、その細目をすっと開いた。


    「油断すんじゃないよ。鬼おに頭がしら慶介は長年うちの得意だし、《ＳＯＸ》にも協力的だったかもしれねぇ。けどあいつは日本最大規模の貿易商社グループの総そう帥すい。腹でなに考えてんのかわかったもんじゃないからねぇ」


    「わかってるわ。なにせあのチビマ●コの父親だものね」


    　そうして、僕と華城先輩は人の気配ざわめく大宴会場への扉とびらを開いた。


    　踏み込むと同時に、華城先輩が仁に王おう立だちで大きく口を開く。


    「吸われて飛び出てザーメンびゅるびゅる！　私は《雪せつ原げんの青あお》！　幼よう女じよのお尻しりに咲く、一輪の蒙もう古こ班はんのような女よ！　皆様方どうぞよろしく！」


    　……華か城じよう先輩の心臓にはきっと、陰いん毛もうがもっさもっさ生えている。


    



    　圧巻、の一言だった。　


    　華城先輩が先制パンチとして頭おかしい挨あい拶さつを放り込んでいなければ、圧倒されっぱなしだったに違いない。


    　奥に長い大宴会場には、まるで往年の任にん侠きよう映画のようにずらりと人々が正座していた。


    　四大下ネタテロ組織《ベーコンレタス母の会》《震しん激げきの尻いさらい》《捕ほ乳にゆう類》《絶対領域》それぞれの中核を成しているらしい代表百人。


    　タダ者ではないだろう彼ら彼女らはその多くが正装に身を包み、顔は各おの々おの好きなように隠していた。


    　怪しい仮面やら趣味の悪いバタフライマスクやら。パンストをターバンみたいに顔に巻いている人もいるけど、あいつ絶対に《絶対領域》のメンバーだろ。


    　ただ、なかには飛び抜けて独創的な格好をしている人もいて、一番奥に座っている女の人なんかはスカートの膨ふくらんだ豪ごう奢しやなドレスで膝ひざには分厚い辞書、頭にはうずたかくブラジャーを積んでいる。頭おかしいんじゃないの？　……まあ、かくいう僕も顔面パンツですがね。
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    　とどのつまり、この空間にまともな人間など一人もいなかった。


    　けれど雰ふん囲い気きはピリピリと張り詰めていて、百人分の重い視線が各々の顔を覆おおい隠す変態アイテムの隙すき間まから僕と華か城じよう先輩を射い貫ぬいていた。


    　そしてこの異常な空間を統治する男が、上かみ座ざから間まの抜けた声を上げた。


    「やぁどうも初めましてー。いろいろとお世話になりっぱなしの、ぼくが鬼おに頭がしら慶けい介すけです。さぁさぁどうぞお二人さん、座ってよ。座ざ布ぶ団とん追加するからさ」


    　威厳も緊張感もない鬼頭慶介の声は、大きなすりガラスの向こうから聞こえてくる。


    　なんで姿を見せないんだ……？　僕は首を傾かしげながら、部屋の中心に用意された座布団に片かた膝ひざ立てを決め込んだ華城先輩の隣で胡座あぐらをかいた。


    　四大下ネタテロ組織の構成員たちが左右から発する変態的圧力に押し潰つぶされそうだ。


    　こんなアウェーで正座なんてしようものなら、余計に萎い縮しゆくしてしまう。


    「いや今日きようはどうもねぇ。《ＳＯＸソツクス》はもちろん、《ベーコンレタス母の会》《震しん激げきの尻いさらい》《捕ほ乳にゆう類》《絶対領域》のみなさんにも予定を合わせてもらっちゃって、幹事の僕としてはありがたい限りで──」


    「いいから、とっとと用件を言ってもらえるかしら」


    「せっかちだねぇ、《雪せつ原げんの青あお》ちゃんは。ま、急に呼び出したのはこっちだから仕方ないかー」


    　清きよ門かど荘そうの浴衣ゆかたでも着ているのだろうか。慶介がすりガラスの向こうで大おお仰ぎように体を動かすと、ひらひらした影が揺ゆれる。それにしても軽いおっさんだな……。


    「で、用件なんだけど、すっごく簡単。ここにいるみんなに仲よくしてほしいなーってお話」


    　うっわ、胡う散さんくさっ。


    　華城先輩も僕と同じ感想だったらしく、険けわしく眉まゆ根ねを寄せる。


    「ぼくはね、四大テロ組織と《ＳＯＸ》を結びつけて、大々的にサポートしたいなーって考えてるんだよ。谷や津つヶが森もりのときの呼びかけに応えてくれたのは《ＳＯＸ》だし、ぼくの監督不行き届きで出ていっちゃった鼓こ修す理りのオイタを保護してくれたのも《ＳＯＸ》なんだから……あー、鼓修理、早く帰ってきてくれ……」


    　急に話の腰が折れ、慶介は深々とため息を吐く。かと思えば「ねえ《雪原の青》ちゃん、君からも早く家に戻ってくるよう鼓修理を説得してくれない？」などと言いだし、頭にブラを積み上げたあの女性に「こほん」とたしなめられて「ちぇー」と拗すね始めた。


    　なんなんだこのおっさんは……。鼓修理が愛あい想そ尽かして家を飛び出したのもなんとなくわかるような気がしてきたぞ。


    「えーと、あー、本題だよね。ええと、そうだそうだ。《ＳＯＸ》がここにいるみんなから嫌われちゃってるから、その信頼を取り戻して仲よくさせてあげたい、って話だったっけ」


    　慶介は好き勝手に話を再開した。そして次の瞬間、


    「そりゃあ、あんな演説をかましちゃあ嫌われちゃうよねぇ。自分たちの価値判断にそぐわない相手を全部叩たたき潰つぶすだなんて、まるでぼくたちが敵対すべき善ぜん導どう課や国みたいだったもん。自分こそが正しいと頑かたくなに信じて疑わない、そんな危ない演説だったよねー？」


    　いけしゃあしゃあと、慶けい介すけは爆弾を投げつけてきた。


    　僕は少しの間、慶介がなにを言っているのかわからなかった。


    　だってそうだろう。このおっさんは、華か城じよう先輩と善導課が同質のものだと言い放ったのだ。


    　そしてだからこそ、《ＳＯＸソツクス》が四大下ネタテロ組織から危険視されていると。


    　夏休みが始まる前、華城先輩は自分で自分の演説が他組織との関係にヒビを入れたに違いないと話していた。


    　けど僕はそれを杞き憂ゆうだと思っていた。だって、少なくとも僕はあの演説に心を動かされたんだから。幾つかの組織があの演説で《ＳＯＸ》を嫌ったとしても、同じくらいの数の組織が《ＳＯＸ》にさらなる信頼を置いてくれるだろうと確信していた。


    　けれどいま、僕は周囲を見渡して絶句することになる。この場にいる全員が、慶介の言葉に賛同するように《雪せつ原げんの青あお》へ糾きゆう弾だんと追及の目を向けていたからだ。


    　こんなの絶対におかしい。鬼おに頭がしら家け傘さん下かの《ベーコンレタス母の会》と《震しん激げきの尻いさらい》が慶介に従うのは自然だけど、残り二つの組織までもが慶介の言いがかりめいた詭き弁べんに乗っかるなんて。


    　……いや、おかしなことじゃないか。


    　なにせ鬼頭慶介は鼓こ修す理りの父親だ。善導課の取り締まりによって二度と観みられなくなった《雪原の青》の演説動画。人々の薄れる記憶の隙すきをついて詭弁を弄ろうし、下ネタテロ組織を丸め込んだのかもしれない。


    　そう考えると、鬼頭系列のテレビ局が《雪原の青》の演説を流し続けたのは《ＳＯＸ》に与くみしたからじゃなく方々のテロ組織たちに《ＳＯＸ》への不信感を植え付けるための仕込みだったのではとさえ思えてきた。


    「くそっ、お前ら、よく考え直せよっ！　善導課なんかと《雪原の青》が同じなわけ──」


    　僕は感情に突き動かされるままに腰を浮かせた。けど、


    「え？　かじょ……《雪原の青》？」


    　無言で僕を押し止とどめたのは、華城先輩だった。その手は微かすかに震えていて、パンツ越しの双そう眸ぼうはいつか温泉で見たように弱々しく揺れている。そこに滲にじむ感情は、恐怖だった。


    　なんだ？　なんで華城先輩は、いきなりこんな……。


    　僕が困惑していると、華城先輩の制止をターンパスと判断したのか、慶介が一方的に続ける。


    「でね、そんな危ない演説をかます弱小組織が、谷や津つヶが森もりの不健全雑誌なんて強大な卑ひ猥わい資源を占せん有ゆうしてるのは危険なんじゃないかって、四大テロ組織の人たちは不安と不満を抱いだいちゃってるわけ。ほら、卑猥資源ってテロだけじゃなくて政治的な駆かけ引きにも使えちゃうからさー。僕は《ＳＯＸ》に任せておけば大丈夫だって思うんだけど、やっぱりモノがモノだから、みんなを納得させるには言葉だけじゃ足りなくてねー。そこで僕から一つ提案したい」


    　慶けい介すけはぺらぺらと喋しやべった後、指をぴんと立てる。


    「谷や津つヶが森もりの過激不健全雑誌を賭かけて、四大テロ組織ＶＳ《ＳＯＸソツクス》で勝負をしない？」


    「……勝負？」


    　華か城じよう先輩が不審げに聞き返すと、慶介は「危険な思想云うん々ぬんを議論したって埒らちが明あかないからねー。単純に組織としての実力を比べて優ゆう劣れつを決められるよう、撫なで子しこ女将おかみと一緒に考えたゲームなんだー」と説明を開始した。


    「この温泉街にはその昔、朱あけ門かど川がわを境に東西で分かれて、山向こうの河原かわらにある隠し社やしろに珍妙なお神輿みこしを運び込む速さを競うお祭りがあったそうだね？　それを下敷きにした勝負事だよ」


    　慶介がパチンと指を鳴らした。


    　脇わきに控えていた秘書らしき人が布に覆おおわれたなにかを運んでくる。


    「お神輿の代わりに、撫子女将の旦だん那なさんが彫ってくれたこれを剥むき出しで運ぶ速さを競おう。明日あしたの晩、白しら霊たま流しが行おこなわれるこの朱門温泉を舞台にさ」


    　布が取り払われると、そこには直径四センチ、長さ七十センチはあろう立派なちんこ像が二本、雄お々おしく鎮ちん座ざしていた。血管や色合いまで生々しく再現してあり、職人の技術が惜しみなく注がれているクオリティがなんとも腹立たしい。


    　ご丁てい寧ねいにも『ちんこバトン』などと名称らしきものが刻んであるし、マジなんなのこれ。


    「って、本気かあんた!?　こんなもの持って祭り真っ最中の温泉街を駆かけ抜けろと!?」


    　僕は思わずツッコんでいた。いくらなんでも突とつ拍ぴよう子しなさすぎるし、観光客に見つかって大騒ぎになる可能性が高い。


    　すると慶介は僕の言葉など予想していたかのように、よどみなく切り返してきた。


    「四大テロ組織なら、できるよ？」


    　そこで僕は自分の失言に気づく。そうか、このゲームはきっと、そういう勝負なんだ。


    「このゲームはね、《ＳＯＸ》と四大テロ組織、どちらがより不健全雑誌を所持するにふさわしいか、どちらが不健全雑誌をより効率よくテロに利用できるのか競う勝負だよ。少なくとも四大テロ組織はこの課題をこなす人材、戦略、組織力がある。……で、そっちは？」


    「できるに決まっているわ。《ＳＯＸ》をベロベロ舐なめないでちょうだい」


    　僕の勇いさみ足を吹き飛ばすように、華城先輩が堂々と慶介の追及を受け止めた。


    　あー、くそっ、やらかしてしまった！　頭に血が上っていたところにツッコミ体質が発動して……エロいこと考えたら股こ間かんに血が集まって少しは頭も冷えるかな。


    「なら安心だねー。じゃ、お次は細かいルール説明だ」


    　先ほどちんこバトンを運んできた秘書がＰピーＭエムを起動させ、虚こ空くうに朱門温泉の地図を表示する。


    　上流、中流、下流に一本ずつ橋のかかる朱門川を境として東西に温泉街が広がっており、西側の一番上流、早さ乙おと女め先輩の個展が開かれている多目的館が〝ゴール〟と示され赤く点てん滅めつしていた。


    　一方で西側の最下流地点には〝四大テロ組織スタート地点〟、東側の最下流地点には〝ＳＯＸソツクススタート地点〟と示され、黄色く点滅している。


    「この赤い点に〝ゴール穴〟を設置するからー、四大テロ組織と《ＳＯＸ》は代表の二人で協力しあって〝バトン〟を運んでね。先に〝バトン〟を〝ゴール穴〟に奉ほう納のうしたほうが勝ちだよ」


    　と、またしても秘書が横からなにかを運んできた。あれが〝ゴール穴〟とやららしいけど、今度はどんなふざけた品が……。


    「って、おいふざけんな！　〝ゴール穴〟って、サオリ三号のことかよ！」


    　もうね、これはね、ツッコミを入れざるをえませんよ。


    　けれど僕の抗議を受けたところで慶けい介すけは「あれー？　知り合いー？」と呑のん気きなもので、秘書は淡々とちんこバトンをサオリ三号の〝ゴール穴〟に奉納した。


    　するとすりガラスの向こうから『ゴ──ルッ！』と、ＰピーＭエムから発されたのだろう電子音。


    　無表情の秘書が続けてもう片方のちんこバトンをサオリ三号の〝ゴール穴〟に奉納すると、今度は『ストラ──イクッ！』と聞こえてきた。華か城じよう先輩の義父はもう頭が手遅れだ。


    「というふうに、撫なで子しこ女将おかみの旦だん那なさんが作ったアプリをＰＭにダウンロードすれば、どっちが先に奉納したのか一いち目もく瞭りよう然ぜん。ゴール穴を設置する多目的館はこの街の人、つまり撫子女将のお仲間さんが警備にあたってるから、《ＳＯＸ》が不利になるアクシデントが起こることもないね」


    「私たちが不利にならないですって？」


    　と、華城先輩が慶介の言葉に食らいついた。


    「どこがよ。スタートの位置からして、私たち《ＳＯＸ》はゴールへ赴おもむくまでに最低でも一度は橋を渡らなければならないわ。対して四大テロ組織は橋を渡らず多目的館に到達できる」


    　華城先輩の言葉を聞いて、僕もはたと気づいた。


    　朱あけ門かど温泉で毎年開催される夏祭りの一番の見どころ、白しら霊たま流し。


    　このイベントは、各旅館で配布される自然分解性の灯とう籠ろうを流すことそれ自体はもちろん、夜の川を静かに流れていく灯籠を橋の上から一望するのも乙な楽しみ方として人気がある。


    　流れていく灯籠を近くで見続けられる中流下流の橋はもちろんのこと、高い位置にあるために灯籠の流れを最初から最後まで見渡せる上流の橋も人気があり、お祭り初日の夜は人でごった返すポイントとなってしまう。


    　とてもではないけど、ちんこバトンなんてものを剥むき出しのまま握りしめて渡れる場所じゃない。


    「それはもちろん考えてあるよー。むしろ《ＳＯＸ》のほうが有利なんじゃないかなー？」


    　慶介の言葉に反応した秘書がＰＭを操作すると、虚こ空くうの地図に変化が表われた。


    　それぞれのスタート地点から青い線がつつつと伸び、ゴール地点の多目的館へと繋つながる。


    《ＳＯＸ》は東側の街を縦じゆう断だんして上流の橋を渡る経路。


    　四大下ネタテロ組織は西側から東側へ下流の橋を渡ったのち、東側から西側へ中流の橋を渡り、そのままゴールを目指すという不可解な遠回りコースだ。


    「橋を渡る回数は《ＳＯＸソツクス》が一回、四大テロ組織が二回。どう？　これで不安はなくなったんじゃない？」


    　慶けい介すけの言葉を、華か城じよう先輩が「はっ」と鼻で笑う。


    「男の口から出るうまい話の先にはホテルが待っていると教えられて育った私に隙すきはないわ。私たちに有利なルールを設定して、どういうつもり？」


    　華城先輩の詰きつ問もんに、慶介は「素敵な教育方針だねー」と軽口で答えてから、


    「単純にさ。こっちから喧けん嘩かを売って、貴重な卑ひ猥わい資源を奪おうとしてるんだから、こっちが不利なルールを提示するのは当然でしょ。それにこのルールって、《ＳＯＸ》に有益なものとは限らないし」


    　どういうことだ……？


    「だってそうでしょ。《ＳＯＸ》が勝てば四大テロ組織からの信頼が得られる。けれどもしこんな有利な条件で君たちが負けたら、貴重な卑猥資源だけじゃなく、テロ組織としての地位もカリスマもなくなって、もう二度と立ち上がれなくなるよ？　やだー、ハイリスクぅー」


    　ここにきて初めて挑ちよう発はつ的な色合いを見せた慶介の声こわ音ねに華城先輩は「ふふっ」と笑った。


    「侮あなどらないでちょうだい。こちとら元から卑猥大好き、社会の最底辺として戦ってきたのよ。いまさらそんなリスクが脅おどしになるとでも？」


    「……じゃあ、競技について互いに認識のすりあわせができたところで、この勝負受けてもらえるかなー？」


    「ええ、受けて立ってやろうじゃないの」


    「え、ちょ、《雪せつ原げんの青あお》!?　そんな簡単に受けちゃっていいんですか？」


    　急にノリノリになった華城先輩に戸惑って僕は思わず身を乗り出した。


    　華城先輩、さっきからおかしいぞ。いまだって「受けなのに立つとはこれいかに？」的な悪ふざけを口から漏もらしたっておかしくないのに、不敵な笑みを浮かべてるだけだし。


    　僕の戸惑いに、華城先輩がひそひそと応じてくれる。


    「ここで逃げれば、四大テロ組織だけじゃなく、全国の中小テロ組織にまでそっぽを向かれて、清せい麗れい指定都市外へのパイプを断たたれてしまうわ。それは避けたいの」


    「でも、だってこいつら、華城先輩を善ぜん導どう課なんかと同じだなんて言って……信用できないですよ！　どんな裏があるのかわかったもんじゃない」


    　すると華城先輩がびくりと肩を揺ゆらし、ぐっと息を呑のむ気配がした。


    「狸たぬ吉きち。いいから……いいのよ、それはいいの。それはいま、問題ではないわ」


    　いや、かなり重要なポイントだと思うんだけど……戸惑う僕をよそに華城先輩は続ける。


    「大丈夫。きっとこの勝負は、撫なで子しこと慶介が組んで四大テロ組織と私たちをくっつけようとしてる試練なのよ。このハイリスクハイリターン具合、実に撫なで子しこらしいわ。それに狸たぬ吉きち。あなたの修しゆ行ぎよう、テロだけじゃなくて、今回のゲーム対策としても通用するものだったじゃない？」


    　人目を避けて夜道を突き進む技術の習得、それから街の構造把握。


    　言われてみれば確かにそうだし、撫子さんのことは信用しているけど……だからといって慶けい介すけまで信用してこの勝負を受けるのは違うんじゃないのか……？


    　僕はそう思いつつも、華か城じよう先輩の判断だし、まあ正しいだろうと首を縦に振った。


    　──その思考停止が間違いだったと、僕はすぐに思い知らされることになる。


    「それじゃあ、話もまとまったし、今日きようは解散、かいさーん」


    　僕たちの了承を受けて、慶介はさっさと話し合いの終わりを宣言した。


    　大宴会場に満ちていた重苦しい緊張が少し緩ゆるくなり、変態たちがぞろぞろと出ていく。


    　その流れに乗ろうとしていた僕と華城先輩を、慶介が「そういえばー」と引き止めた。


    「忘れてたんだけど、《ＳＯＸソツクス》の代表は君たち二人でいいんだよねー？」


    　華城先輩が「ええ」と返事する。


    「そっか、りょーかい。じゃ、こっちの代表も伝えとかなくちゃだね。《捕ほ乳にゆう類》と《絶対領域》の現場指揮を執とってる若い子と、《震しん激げき》のベテランなんだけど、ええと、どこかなぁ」


    　その後しばらく待ちぼうけを食らい、ほとんどの変態たちが出ていってもお目当ての代表とやらは見つからない。


    　やがて慶介の周囲に秘書と数人の変態が残るのみになった頃、慶介は「ま、いいや」と本当にどうでもよさげに代表紹介を取りやめた。


    　なんなんだ一体、と僕と華城先輩は改めて退室しようとする、と、


    「あー、やっと人がいなくなった。ようやく建前じゃなくて本音が言えるよぉ」


    　慶介がいままでと変わらない声こわ音ねで、唐突に、


    「僕さぁ、《ＳＯＸ》を叩たたき潰つぶしたいんだよねぇ。もう立ち上がれないほど、完かん膚ぷなきまでに」


    　その信じがたいほど率直、かつこれまでと正反対の言葉に、僕と華城先輩は顔を強こわばらせて慶介を振り返った。僕たちの緊張をよそに、慶介はうーんと伸びさえしている。


    「むかーしむかし、日本がまだ卑ひ猥わいに関して寛容だった頃。卑猥産業の経済規模がどのくらいだったか、君たちは知ってるかな？　六兆円だよ、六兆円！　ゲーム産業が五千億、出版業界が二兆円だったって話だから、とんでもない規模だよねー？」


    　慶介は世間話でもするかのような気安さだ。


    「君らさ、いまの日本で不健全雑誌がどれだけの金と権力を生み出すのか、知らないでしょ。それはなにも、目先の利益や欲望だけからくるんじゃない。数年後か十数年後か、この退屈な世界が崩ほう壊かいしたとき、まったくの空白になっている巨大な卑猥産業市場の何パーセントを牛ぎゆう耳じれるかが、いまこの瞬間の卑猥資源の独占率にかかっているんだ。その価値は、金額に換算することも難しい、天文学的規模なんだよ。それを君らはさー、節せつ操そうなくバラまいて卑猥資源の価値を貶おとしめるようなことしちゃって。バカなんじゃないの？　ウザいんだよね、正直言って」


    　慶けい介すけの口からぺらぺらと語られる突とつ拍ぴよう子しもない話に僕は唖あ然ぜんとして思考が追いつかない。


    　ただ華か城じよう先輩だけが、かろうじてハリのある声を慶介に叩たたきつけた。


    「いきなりなにを言い出すかと思えば、バカはどっちかしら。そもそもエ……不健全雑誌をバラまいて卑ひ猥わいの知識を広めなきゃ、この退屈な世界が壊れることもないっていうのに！」


    　華城先輩の言うとおりだ。


    　いくらエロ本を集めようと、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》と善ぜん導どう課が生きている限り、慶介の言うところの市場が開放されることもなく、エロ資源の天文学的価値とやらは発揮されない。


    　せいぜい贅ぜい沢たくなオカズとして重ちよう宝ほうするくらいのものだ。まあこれもかなり大事だけどさ。


    「君たちのその考えがね、バカなんだよ。こんな世界、テロなんて起こさなくたってあと数年もすれば崩ほう壊かいするじゃん。知識がないまま思春期に突入した君たちの世代が、卑猥な欲求を爆発させてね」


    「……は？」


    　慶介の主張に僕は耳を疑い、華城先輩の喉のどからは憤いきどおりで言葉をなくす音が漏もれた。


    「だってそうだよねぇ？　もう始まってるはずだよ？　なにも知らずに本能に従って、取り返しのつかないことになってる連中が。まだ数は少ないかもしれない。表向きになっていないだけかもしれない。けれど、そのうちどうしようもなくなる。全国で数千数万の若者が過あやまちを犯しまくって、誰も眼めを背そむけられなくなる時代が来るよ。《エイチ禁止法》が可決されて、強制的に過ちを犯せないようにでもしない限りね」


    　きっとそのとき、僕と華城先輩の脳のう裏りには共通の人物の顔が浮かんでいたはずだ。


    　おかしくなってしまった、けど心こころ根ねは誰よりも優しい恩人の顔が。


    「君たちの世代はかわいそうだよねぇ。《公序良俗健全育成法》に歪ゆがめられた挙げ句に、育成法を放ほう逐ちくするための生いけ贄にえとしてこの先ずーっと〝法律のせいで卑猥な欲求にくるった被害者世代〟なーんて偏へん見けんに祭り上げられる運命なんだからさ」


    　慶介の展開する未来予想に僕の喉は引き絞られ、「ふざ、けんなよ、こいつ」と掠かすれた声が漏れた。


    　僕はずっと、性欲と愛情の区別がつかなくなったアンナ先輩のアプローチを避け続けてきた。


    　それは、アンナ先輩を本当の意味で汚けがしてしまいかねないからだとか、そういう曖あい昧まいな理屈に沿った行動だった。けれどいま、ようやくその理由を明確な言葉にできる。


    　アンナ先輩のアプローチに応えることは、《公序良俗健全育成法》に屈することだ。


    　目の前にいるチンカス野や郎ろうの思おも惑わくにまんまと利してしまう行為だ。


    　アンナ先輩を加害者兼被害者に貶めてしまう愚ぐ行こうだ。


    　だから僕は《ＳＯＸソツクス》として、アンナ先輩に救われた一人として、断固抵抗しなければならない。それだけのことだったんだ。


    　僕と華か城じよう先輩は怒りと憤いきどおりと侮ぶ蔑べつを込めてすりガラス越しの慶けい介すけを睨にらみつけた。


    　と、華城先輩が慶介にずんずんと歩み寄る。


    　慶介の周囲に残っていた秘書や、頭にブラを積み重ねた女性などが守るように進路を塞ふさぐ。


    「鬼おに頭がしら慶介。あんたがどうしようもない野郎で、私たちの敵だってことはよくわかったわ。けど一つ聞かせて。なぜ、私たちに本性を明かしたのかしら？」


    　友好的なフリをしておいたほうが寝ね首くびを掻かきやすかったはずなのに。


    　慶介は相も変わらず人をおちょくるようなマイペースで笑った。


    「そりゃあ、君たちと本気で闘いたいからだよ。不意打ちなんかで倒しちゃったら、君たちは反はん骨こつ心しんを滾たぎらせてまた復活しちゃいそうなんだもの。圧倒的実力差で真正面から正々堂々潰つぶしてこそ、魅力的な不健全雑誌を不ふ甲が斐いないテロ組織に管理させておけないっていう大たい義ぎ名めい分ぶんが際立つだろう？」


    　それに、ちゃんと僕たちのほうが上だって示せば鼓こ修す理りも戻ってきてくれるかもー、などと慶介は最後までおちゃらける。


    　すりガラス越しのふざけたきった輪りん郭かくを、華城先輩がびしりと指さす。


    　僕もその横に並び、鬼頭慶介とそれを守る連中に真っ向から対たい峙じした。


    「あなたの主張や思想、手段にはなに一つ賛同できないわ。けどその狙ねらいだけは大当たりだったと褒ほめてあげる」


    　僕と華城先輩は慶介と、それを取り巻く変態どもを睨み付け、大きく息を吸った。


    「「てめーらはこの《ＳＯＸソツクス》が本気で叩たたき潰してやる！　覚悟しとけっ！」」


    　怒鳴り声を叩きつけ、僕たちは大宴会場を後にした。


    　背後からは慶介の「あ、撫なで子しこ女将おかみは僕の思おも惑わくを知らなかったはずだから、あんまり責めないであげてねー」などという間抜けな声が残響し、胸くその悪さがどこまでも尾を引いた。
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    《ＳＯＸ》と鬼頭慶介の対立が明確なものとなった密会から一夜明け、昼下がり。


    「あ、の、クソオヤジ～～～～っ！」


    　鬼頭慶介の一人娘、鬼頭鼓修理は息を荒らげてＰピーＭエムを操作していた。


    　ちょっと前まではうんざりするほど接触を図ってきた父親の側近たちは軒並み鼓修理を着信拒否しており、まったく連絡がつかない。


    　もちろん慶介には真っ先に連絡をとろうとしたが、『僕はいま忙しいぴょん。御用の方は～』という殺意を催もよおす留守電に切り替わって繋つながらない。


    　鼓修理が父親やそれに近しい人物に連絡をとろうとしているのは、綾あや女めから昨晩のやりとりの一いつ切さい合がつ切さいを聞かされたことに起因していた。


    　慶けい介すけの思惑、思想、そしてそのために《ＳＯＸソツクス》を潰つぶそうとしていること。


    　綾あや女めはそれらをすべて話したうえで『二対二の正々堂々とした勝負で慶介たちを下すから、余計なことはしないで』と釘くぎを刺し、鼓こ修す理りも快かい諾だくした。


    　だが鼓修理の快諾は半分ばかり嘘うそだった。


    　なぜなら、鼓修理にはわかるのだ。正々堂々などと銘めい打うっているが、慶介は必ずどこかでルールや言葉の穴をついてくると。


    　だから鼓修理は勝負そのものには茶々を入れないよう、慶介側の人間を取り込み、慶介が用いるだろう反則技を妨害するというかたちで《ＳＯＸ》のサポートを試みていた。これなら綾女の言いつけを破ったことにはならない。


    　慶介の思惑を見抜けなかったと悔やむ撫なで子しこは、その尻しりぬぐいをしてやると息巻いた鼓修理を今日きように限って自由にしてくれているし、綾女と狸たぬ吉きちは鼓修理への説明と牽けん制せいを終えた後、鬼き気き迫る勢いでちんこバトン運搬コースの下見に出かけている。


    　早さ乙おと女めも朝からげっそりした顔で個展への顔出しに向かっており、鼓修理はなんの制限もなく裏工作に勤いそしめるはずだった。


    　しかし実際には、慶介は部下が取り込まれることを予想してか、それとも一人娘の駄々コネに自分自身が折れてしまうと悟っているのか、鼓修理との連絡ルートを完全に断たっており、裏工作は遅々として進まない。


    　競技開始まであと六時間もないというのに。


    　祭りはすでに日没後の白しら霊たま流しに向けて賑にぎわいを強めている。


    　清きよ門かど荘そうのような奥まった旅館にはその喧けん噪そうもあまり届かないが、朱あけ門かど川がわ沿いには屋台や人が溢あふれ、数に限りのある灯とう籠ろうの確保に人々が躍やつ起きになっている頃だ。


    　朱門温泉に滞在しているはずの慶介やその側近、鼓修理が気づかず担当していた部屋のすし詰め客──その正体は撫子が特別に宿泊を許可していた四大下ネタテロ組織の構成員だったようだ──はすでに祭りの喧噪に紛まぎれ込んでしまったらしく、鼓修理には探し出す手段がない。


    　慶介や側近はＰピーＭエムの着信を拒否しているし、四大下ネタテロ組織の連中なんてＰＭの番号どころか顔さえはっきり覚えていないのだ。


    「あー、もう、どうすりゃいいんっスか！」


    　綾女から伝え聞いた慶介の思おも惑わくや《群むれた布地》事件での経験を通し、鼓修理はもう父親を腰抜け腑ふ抜ぬけなどと侮あなどってはいなかった。


    　いつまでも娘離れできない気持ち悪いクソオヤジだとはいまでも思っているが。


    　父親が自分よりも狡こう猾かつで、遠大な計画を達成するため慎重に行動する男だと評価している。


    　その男がこれだけ大規模な喧けん嘩かをふっかけてきているのだ。


    　確固たる勝算があるに違いない。


    　綾女様のことは信頼してるっスし、負けるだなんて思わないっスけど……。　


    　それでもこのままなにもせずゲームの開始を迎えてはいけないという直感が鼓こ修す理りを不安にさせた。そして不安は鼓修理の脳をいつも以上に回転させた。


    「……あっ！」


    　鼓修理は、慶けい介すけの策略を知る足がかりとなるかもしれない一人の人物を思い浮かべ、ぴくんと顎あごを上げた。


    　状況証しよう拠こはそろっているし、もし彼女がそうであれば陥かん落らくさせるのは容易たやすい。


    「まさかとは思うっスけど……念のためにカマかけてみるっスかね」


    　ものは試しと、鼓修理は濡ぬれ衣ごろもゆとりのＰピーＭエムに電話をかけた。


    『おう、もしもしだぜ。どうしたんだ鼓修理？　そっちから連絡くれるなんて気持ちわりぃ』


    　留守電に切り替わる直前、ゆとりが溌はつ剌らつとした声で電話に出る。


    　昨日きのう、狸たぬ吉きちとのデートが変な具合ではあるが成立したとかで舞い上がったメールを受け取ったのを最後に接触していなかったが、上機嫌はまだ継続中らしい。


    　鼓修理はその上機嫌に水を差すように一言目を発した。


    「ゆとりは、鬼おに頭がしら慶介って名前を知ってるっスか？」


    『え、あ？　は？　う？　な、なに？　ちょ、鼓修理なに言ってんだ？　全然わかんないぜ？』


    　あまりにも素直すぎる反応にアホらしくなり、鼓修理はため息を吐いた。


    「いまの反応で十分っス。ゆとり、あんた、四大テロ組織のいずれかのメンバーっスね？」


    『い、意味わかんねーぜ！　なんだその言いがかり！　前々から思ってたけど、鼓修理は性格が悪いよな！　あ、もしかして排はい卵らん周期が毎日きてるのか!?』


    　こんのアホ……いくら言い訳が思いつかないからって、そんな程度の低い悪口で鼓修理の気が逸それるとでも？


    　あーもう、このアホには策略もなにも通じないっスね。悪い意味で。


    　鼓修理は諦てい観かんとともに、面倒くさい駆かけ引きを放棄した。


    「よく聞くっスよゆとり。鼓修理のフルネームは、鬼頭鼓修理っス」


    　そこでようやく、あわあわと支し離り滅めつ裂れつな言い逃のがれを展開させていたゆとりが静かになった。


    　いくらゆとりの頭がアレだとはいえ、鼓修理のセリフが意味するところをわからないわけではないだろう。


    『……鬼頭慶介が警告してた一人娘って、鼓修理のことだったんだな』


    　鼓修理が《ＳＯＸソツクス》に入れ込んでいることは、四大下ネタテロ組織の代表百人とやらに通達されているらしい。


    　ゆとりの声から明るい色が抜け、人形のように無む味み乾かん燥そうなものとなった。


    　警戒、とはまた違う豹ひよう変へんぶりに痛烈な違和を感じながら、しかし鼓修理は強気に応じた。


    「そうっスよ。いまから鼓修理は、ゆとりのことを誑たぶらかすっス」


    　警戒されているのなら、そして相手がアホのゆとりなら、演技も駆け引きも意味はない。


    　そんなことをせずともゆとりをこちら側に引き込めるカードを、鼓こ修す理りは持っている。


    　狸たぬ吉きちや綾あや女め、それからゆとりの世代を犠牲にしてこの退屈な世界の崩ほう壊かいを待つ慶けい介すけの考え方に、ゆとりは必ずや反発するはずだ。


    　ゆとりはまさに、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の犠牲となって差別され、好きな男に気持ちの一つも伝えられないありさまになって苦しんでいるのだから。


    　鼓修理はそこを起点にゆとりを抱き込むべく、父親の隠された思おも惑わくをゆとりに伝えた。


    「──というわけなんっス」


    『……』


    　語り終えた鼓修理は、ただただ待った。


    　いまに直情的なゆとりが「なんだぜそれ！　ふざけんな！」と憤いきどおりを爆発させるに違いないと。


    　しかしいつまで経たってもゆとりはうんともすんとも言わない。もしかして理解できなかったのか？　と鼓修理が補足説明をしようとしたときだ。


    『知ってるぜ、それ』


    　ぼそりと。まるであの月つき見み草ぐさ朧おぼろとかいう風紀委員のように感情のない声でゆとりが言った。


    『慶介の思惑は知ってる。そのうえで、あたしたち《捕ほ乳にゆう類》と《絶対領域》は慶介に協力してるんだぜ』


    「……は？　え？」


    　完全に予想外の反応に鼓修理は面食らった。は？　だって、ありえないっスよ。まさかゆとりはこちらの予想を遙はるかに上回るアホなのか？　だって、だって慶介の考え方は、


    「パパの考えは、ゆとりをそんなふうにした、若い世代に全部を押しつけて差別する社会を加速させるものなんっスよ!?　ゆとりたちの世代がずうっと、卑ひ猥わいな欲求が暴走した世代として蔑さげすまれる未来が来るんっスよ!?　その苦しみを鼓修理に教えやがったのは、ゆとりじゃないっスか！　なんでパパなんかに協力するんっスか!?　アホなんっスか!?」


    　鼓修理は怒声にも似た叫びをゆとりに叩たたきつけた。


    　それは慶介の策略を知る手がかりを失いつつある焦あせりからくるものであり、同時に自分の首を絞めるような真ま似ねをしているゆとりを諭さとすためのものでもあった。しかし、


    『仕方ないんだぜ。どうせもう、あたしたちの世代は蹂じゆう躙りんされるしかないんだぜ。救世主かと思いきや《ＳＯＸソツクス》も期待外れ。だったらもう、貧乏クジは避けてさ、可能な限り美う味まい汁を吸えるポジションにいたほうがいいだろ？』


    　鼓修理には、それがゆとりの放ったセリフだとはとても思えなかった。


    　自分勝手な内容、感情の消えた声こわ音ね、どれをとっても鼓修理の知っているゆとりとは一致しない。ただ一点、狸吉のことを諦あきらめるとあっさり宣言したあのときのように、言葉の奥底にゆとり本人を苛さいなむ苦しみが紛まぎれていること以外は。


    　どういうことだ。ゆとりはいったい、なにをもってそんな思考に陥おちいっている……？


    　いくら慶けい介すけの話術やミスリードが巧たくみでも、それだけでこんなふうにはなるまい。


    　分析しようにも材料が足らず、鼓こ修す理りは呆ぼう然ぜんとする。


    『にしても、鼓修理が敵だっただなんてなぁ。……結局さ、あたしと狸たぬ吉きちは最初っから縁がなかったんだぜ。素直になれる世界をつくるために《捕ほ乳にゆう類》に入ってもこの様ざま。仲を取り持ってくれた鼓修理は、なんかうまくいきそうな気配がした途端に敵……どうせこれからも、あたしはずっとこんな調子に決まってるんだぜ。あ、はは。けどまあ、最後に狸吉とデートできたし、真正面から話もできたし……やっぱりあたしなんかじゃ狸吉とは釣り合わないって思い知ったし、これできっぱり諦あきらめられるや』


    「は？　ちょっと待つっスゆとり！　まだ話は、てゆーかそっちの事情をもっと詳しく、」


    『じゃ、いままでありがとな、鼓修理。これ以上通信してたら、裏切り者にされちまうから』


    　──ぶつ。


    　言いたいことを一方的に告げて、ゆとりは通信を切った。鼓修理は「はぁ!?」と叫んでリダイヤルするも、すでに着信拒否されたあとだった。


    「……わけのわからん話を一方的に投げつけた挙げ句、この鼓修理様を着信拒否～～？」


    　鼓修理はわなわなと震え、


    「ふざけんな！　死ね！」


    　叫んだ。　


    「これだからゆとりは！」


    　どんな事情があるのか知らない。どんな詭き弁べんに丸め込まれたかわからない。


    　だってゆとりが「どうせどうせ」と自己完結して話してくれないのだから。


    　だけど鼓修理には断言できる。


    　どんな逆境だろうと、どんなやつが相手だろうと、綾あや女め様率ひきいる《ＳＯＸソツクス》は負けない。ゆとりをがんじがらめにしている得え体たいの知れない理屈なんてぶっ飛ばしてくれる。


    　わけのわからん下ネタと、得体の知れない負けん気で。


    「だから、あんたの恋はまだ終わっちゃいねーんっスよ、アホンダラ！」


    　あの舌っ足らず頭足らずのアホタレめ！　必ず見つけ出して、洗いざらい事情を吐かせてやる！　そのうえで鼓修理の詭弁を駆く使しし、洗脳し直してやるっスよ！


    　鼓修理は清きよ門かど荘そうを飛び出し、何千人いるとも知れない祭りの人込みに突っ込んでいった。


    



    
      ●

    


    



    「あー、いま思い出しても腹が立つわ、慶介のやつ！」


    　ごしごしごし！


    「やめてください華か城じよう先輩！」


    　ちんこバトン運搬勝負開始まで、あと十分ほど。


    《ＳＯＸソツクス》のスタート地点──朱あけ門かど温泉の東部最下流地点の人ひと気けのない暗がりで待機していた華城先輩が、おもむろにちんこバトンをしごき始めた。


    　かと思えば僕の股こ間かんに矛ほこ♂先さきを向けて「フェンチング！　フェンチング！」「兜かぶと合わせ！」とやってきたり、執しつ拗ように僕の背後に回り込んでケツに突き立てようとしてくるので「壊れたらどうするんですか！」と華城先輩の頭を両拳こぶしに挟んでグリグリやる。


    「痛い痛い痛い！　大丈夫よ狸たぬ吉きち、日常的に轟ごう力りき先輩のバトンを受け入れている狸吉の括かつ約やく筋きんはそう簡単に壊れたりしないって、私、信じてるから！」


    「壊れるんじゃないかって心配してるのは僕の排はい泄せつ孔こうじゃなくて、バトンのほうだ！」


    　バトンは電子的な仕掛けで僕たちの勝敗を周囲に知らせる。こんなくだらないことでぶっ壊れたりしたら洒しや落れにならない。


    「いい加減にしてくださいよ。この勝負、負けられないんですから」


    「わかってるわよ。けど、あの慶けい介すけの思おも惑わくったらないわ！　悪質なＮＴＲネトラレ本を読んだときみたいに胃がムカムカして、下ネタでも繰り出してなきゃやってられないの」


    「……まあ、気持ちはわかりますけど」


    　この勝負に負ければ、僕たちが必死で奪取したエロ本があのろくでもない男の下もとに渡ってしまう。


    　いくらこっちに早さ乙おと女め先輩という切り札が残っているとはいえ、魅力的なエロ本と詭き弁べんを駆く使しする慶介を中心に四大下ネタテロ組織が結集してしまえば、僕たちのこれからの行動は著いちじるしく妨害されることになるだろう。


    「それに、《群むれた布地》の一件で、性表現規制に関して全国が揺ゆれている。このタイミングで私たちの動きが封じられれば、情勢は一気に性表現規制強化に傾くわ。善ぜん導どう課の権限が強化されたりしたら、もう取り返しがつかなくなる」


    　性表現規制を象徴する善導課と、慶介の下に結集した四大下ネタテロ組織。その両方に睨にらまれたなら、いくら《雪せつ原げんの青あお》率ひきいる《ＳＯＸ》とて、もう動けない。


    　性知識の全国流る布ふなんて、夢のまた夢になってしまう。


    　そうなれば、アンナ先輩のような人が全国で発生することを食い止められず、ゆとりのような人たちの不自由さを強化する未来がやってくるだろう。


    　そしてなにより、


    「ここにきて押さえつけられるなんておもしろくないわ」


    　せっかくつかみかけていた〝自分〟をまた殺すことになるなんて、我慢ならない。


    　それもあんな胸くその悪い目もく論ろ見みによってぎゅうぎゅうと押し込められるなど。


    「この勝負、勝つわよ、狸吉。どちらがご主人様か、連中の穴という穴に教えてあげましょう」


    「当たり前です！　こっちには華か城じよう先輩がいるんですからっ。あんな連中、こてんぱんにしてやりましょう！」


    　溢あふれる下ネタパワーで僕たちを引っぱり、谷や津つヶが森もりや変態下着の立てこもりを攻略してきた一いつ騎き当とう千せん変態の華城先輩。僕は鼓こ舞ぶの意味も込めて大げさに拳こぶしを握るが、華城先輩がいる限り負ける気がしないというのは紛まぎれもない本音だ。


    「……ええ、そうね」


    　華城先輩はなぜか少しだけ歯切れ悪く、僕の拳にこつんと拳を合わせてきた。


    　ちんこバトン運搬勝負スタートまで、あと五分。


    



    
      ●

    


    



    「ぜぇ、ぜぇ、やっと、見つけたっスよ……このアホ……ぜぇ」


    　ちんこバトン運搬勝負が始まる直前。


    　朱あけ門かど温泉をひたすら走り回ってもゆとりを見つけられなかった鼓こ修す理りは、ダメ元で赴おもむいたその場所でついにゆとりを見つけた。


    　そこは朱門温泉の西部最下流地点、四大下ネタテロ組織チームのスタート地点だった。


    　ゆとりはそこで、祭りの屋台で売っているお面をかぶり、同じくお面をかぶった男と一緒にじっと佇たたずんでいた。その手に、ちんこバトンを持って。


    　なんだこのガキ、と荒い口く調ちようで訊たずねる仮面の男に「慶けい介すけの娘。あたしの客だぜ」と返すゆとりの声は無機質だ。温泉で鼓修理に見せていた豊かな感情は影も形もない。


    　お面から覗のぞく双そう眸ぼうは光こう彩さいを失い、どんよりと濁にごっている。


    「四大テロ組織代表の女は《捕ほ乳にゆう類》と《絶対領域》を現場で率ひきいる女じよ傑けつだって聞いてたっスから、ギリギリまでここは度外視しちゃってたっスよ。ずいぶんと偉いポジションについてるっスね？　ゆとりのくせに」


    　さんざん振り回してくれたゆとりに対する嫌みもこめて睨にらみ上げる。


    「黙ってないでなんとか言ったらどうっスか。こちとらあんたに事情を聞くためだけに、ずっと走り回ってたんっスよ。鼓修理をここまで動かすなんて、料金が発生するレベルっス」


    　いまさらゆとりを籠ろう絡らくして慶介の策を予測したところで、対策などできない。


    　だが鼓修理の目的はもうそこにはなく、ただひたすらゆとりの豹ひよう変へんの理由を知らなければ、という思いに駆かられていた。


    「勝負スタートまで時間がないっス。さっさと喋しやべるっスよ。なんでパパなんかに協力するのか」


    「……あたしなんかが《捕乳類》と《絶対領域》なんて巨大組織の共同指揮を押しつけられて、しかもこんな大事な勝負の代表なんかにされてるのが、すべてを表わしてるぜ」


    「はぁ？」


    　言葉が足りねぇっスよ言葉が、という意味を込めて鼓こ修す理りが顔を歪ゆがませる。


    「早く喋しやべるっス。さもないと、変なバトンをもったやつがうろついてるって言い触らすっスよ」


    　ゲームを台なしにしたって構わないという鼓修理の適当な脅おどしに、お面の男が「ふざけんなよ」と動く。が、それをゆとりが押し止とどめた。


    「いいぜ、わかった。どうせゲーム開始まで暇ひまだし、お喋りしようぜ、鼓修理。……話したところで、どうせあたしの気持ちは変わらないけどな」


    「御ご託たくはいいからさっさとするっスよ、ボケゆとり」


    　相変わらず口も性格もわりぃなぁ、と乾いた声で笑いながら、ゆとりは出会ったときのように、鼓修理に過去を語り始めた。


    　最初に語ったものとは、ずいぶんと趣おもむきの異なるもう一つの過去を。


    



    　眼めに光のないゆとりの話を聞き終えた鼓修理は、なにから言葉にすればいいのやらぐるぐると迷い、その第一声は激情に任せた、らしくない叫びになった。


    「それで、パパの口くち車ぐるまに乗せられたんっスか!?　よく思い返して、考えてみるっス！　本当に《ＳＯＸソツクス》はパパが言うように危険な思想の無意味な組織っスか？　《群むれた布地》の出現は、本当に《ＳＯＸ》の活躍を台なしにしただけで終わったっスか？　本当にゆとりは、パパの望む未来が来てもいいんっスか！」


    「……あのな、鼓修理」


    　ピピピピピッ。


    　そのとき、ゲーム開始のベルが各おの々おののＰピーＭエムから小さく響いた。


    　お面の男が「おい、急ぐぞ」と荒々しくゆとりの手を引く。


    　そしてゆとりはお面の奥から濁にごった眼を鼓修理に向け、言葉の続きを機械的に紡つむいだ。


    「あたしたちがいくら頑張ったって、考えたって、どうせなにも、変わりゃしないんだぜ。場所が変わっても時代が変わっても、人はずっと変わんねーだから」


    　最後の最後までゆとりは、鼓修理の言葉に心を動かされることはないようだった。


    　祭りの喧けん噪そうへと走り去っていくゆとりの背を呆ぼう然ぜんと眺めながら、鼓修理は尻しり餅もちをつく。


    「……クソがっ」


    　狸たぬ吉きちが《ＳＯＸ》の構成員であるという情報を駆かけ引きのカードとして使わなかった迂う闊かつな自分や、仮に使ったとしても聞く耳持たなかっただろうアホのゆとりに対して吐き捨てる。


    　鼓修理にはもうわかっていた。


    「……お願いっス、綾あや女め様……あのアホどもの思考停止脳を、ぶっ飛ばしてくださいっス」


    　連中の目を覚ますには、鼓修理のような者が発する小こ賢ざかしい理屈ではまったく足りない。


    　そんなあやふやな説得を超越したもの。


    《群れた布地》事件のとき、鼓修理自身が頬ほおを張られたような衝撃を受けた、《雪せつ原げんの青あお》の発する圧倒的な熱量、パワー。それだけが彼らを叩たたき起こせる。


    　もう裏工作をする時間も体力もない。


    　鼓こ修す理りは綾あや女めたちの勝利を信じ、そこに座り続けることにした。


    



    
      ●

    


    



    　八月二十日、午後八時。


    　ちんこバトン運搬勝負の火ぶたが切って落とされた。


    　僕と華か城じよう先輩は浴衣ゆかたにお祭り屋台のお面を装備してスタートする。　


    「行くわよ狸たぬ吉きち！　ヘイ！　ちんこパス！」


    「携帯電話いじってＰピーＭエム無効化してる暇ひまがあったら、真ま面じ目めに運搬しろやあ！」


    「やだわ狸吉。真面目にちんこ運べだなんて、むちゃ振りよ」


    「いや、そうですけどそうじゃなくて！」


    「ほら狸吉、ごちゃごちゃ言ってないで早くちんこ投げて！」


    「言葉だけ聞くと、僕のアレが脱着可能みたいでなんか嫌なんですけど……」


    　僕と華城先輩は当初の予定どおり、屋台やらなんやらで賑にぎわう朱あけ門かど川がわ沿いから最も離れた山沿いを疾しつ走そうしていた。


    　祭りの喧けん噪そうからは離れていて明かりも少ない。


    　多少遠回りにはなるものの、ちんこバトンなんて悪ふざけの集大成みたいなものを運搬するにはベストなルートだ。


    　とは言っても、今日きようはお祭り。


    　僕が毎晩のように全ぜん裸らで徘はい徊かいしていたときより人通りは多い。


    「華城先輩、右手から人が来ます！　この足音は、一般ファミリーっ！」


    「了解！」


    　裏路地から裏路地へ、まずは華城先輩だけが移動する。


    　僕は右手からやってくる家族の死角になるよう、ちんこバトンを中空高く放った。


    　ちんこバトンはくるくると回転しながら山なりに孤こを描えがき、向かいの裏路地にいる華城先輩の手に収まる。


    　すぐさま僕も華城先輩のいる裏路地へ移動し、朱門温泉を上流方向へと駆かける。


    　この間、僕たちは一度も立ち止まることなく、スピードはそのままに障害物を避けていた。


    「狸吉、ナイスちんこパス！」


    「それいちいち言わなきゃダメですかね？」


    　息苦しくなるので余計なツッコミの機会を増やしてほしくなかったが、日頃の修しゆ行ぎようのおかげか少しのことではバテない。微妙なきっかけで成長を実感する僕であった。


    「あ、次は旅館の人です。そのままつっきりましょう」


    　十字路にさしかかるも、左手から聞こえる足音は僕たちのことを知っている従業員だ。


    　いちおうちんこバトンを体の陰に隠しつつ、そのまま突っ走る。


    　このゲームはもちろん、観光客にちんこバトンを目撃され、通報された時点で失格だ。


    　けれどこちらの事情を知っている旅館関係者や四大テロ組織の人間に見つかったところでそれはノーカンであり、足音で一般人と旅館関係者の区別がつくようになった僕にとっては非常にやりやすいルールとなっていた。


    「それにしても、修しゆ行ぎようの成果がすごいわね狸たぬ吉きち！　さっきから百発百中じゃないの！　素晴らしい感度ね。今日きようから狸吉の異い名みようは、〝全身性器〟に決まりだわ」


    「史上最悪の二つ名！　それにその異名、華か城じよう先輩にしか言えないから異名にできませんし！」


    「私だけが狸吉のことをそう呼んでいいってことね。素敵じゃない？」


    　その呼び名が〝全身性器〟でさえなければ最高の殺し文句なんだろうが……。


    　ちなみに父さんはよく道行く女子高生を眺めながら『彼女らは自分たちが全身兵器ならぬ全身性器であることを自覚して生活すべきだ。俺おれからしてみれば、耳たぶや首筋や二の腕や髪の毛やふくらはぎを露出している女は、女性器やおっぱいを露出して歩いているのと変わらん』などと、真ま面じ目めくさって僕に吹き込んだものだ。


    　まあ実際、女の子は全身余すとこなくエロいですよね。


    「と、それはいいとして、なんかおかしくないですか？」


    　僕はスタートしてから十回目になる一般人との接触を避けたあと、華城先輩に目線を送った。


    「いくらお祭りだからって、こんな山際を走ってるのに、一般客との接触が多すぎます」


    　旅館の関係者は最低限の人数が店周りに残っているため多少接触が多くてもおかしくないが、それでも三回ほどの接触しかないのに。


    「まさか、四大テロ組織の代表百人とやらが一般人に紛まぎれ込んでたり……」


    　一般人と旅館関係者の区別はできても、変態との区別はいまの僕には不可能だ。


    「可能性はあるわね。ＡＶアダルトビデオに出てくる一般人＝素しろ人うとなんかも大たい概がいは仕込みなわけだし」


    「なんの話!?」


    「ああでも、ＡＶが製造されていた時代って、個人でのハメ撮どりとかも流は行やってたそうだし、女の子は化け粧しようと性技を同列のものとして習得してたって聞くし、本当の意味での素人なんてそもそも存在しなかったのかもしれないわね。汚い、さすが大人は汚い」


    　華城先輩はシモい雑談を「ま、それはそれとして」と自分で片づけると、


    「狸吉が懸念するように、紛れ込んでるかもしれないわね。後方支援やサクラのための人員も組織力の一環だとか、屁理屈こねて。まあ慶介たちも一応は正々堂々を公言してるわけだし、あからさまな妨害はしてこないでしょうけど……」


    　確かに、いまの時点での接触過多は、気にはなるけどちんこバトン運搬に支障はないレベルだ。ただなんとなく、嫌な予感がするくらいなもので。


    『《ＳＯＸソツクス》チーム、下流地点を通過』


    　と、僕と華か城じよう先輩のＰピーＭエムに経過発表を知らせる撫なで子しこさんの声が届いた。


    　東部と西部に分かれて競走するというゲームの性質上、相手がどの地点まで進んでいるのかは基本的に知る術すべがない。


    　けどそれだとやりづらいということで、旅館関係者が僕たちの後ろについて進行状況を把握、ポイントを通過するごとに撫子さんが僕ら代表のＰＭに通信を入れるという仕様になっている。


    　不正の防止にもなるし、ありがたい配慮だ。


    「順調ね。このまま一気に引き離しましょう」


    　このゲームの勝敗は、朱あけ門かど川がわにかかる長さ五十メートルの橋をいかに素早く通過できるかにかかっている。


    　僕たちが通過すべき上流の橋は、流れていく灯とう籠ろうを眺めようと下流側に人が集まる。


    　上流側にはある程度の空白ができるはずだから通過のチャンスもあるのだけど、なにせ僕たちが運んでいるのは木ぼく刀とうと見み紛まがう大きさのちんこバトン。橋の周囲は明かりも多く焚たいてあるだろうし、慎重に慎重を重ねて攻略しなければならない。


    　まんべんなくお客さんが密集しているだろう下流・中流の橋を渡らなければならない四大テロ下ネタチームがどんな手を打つのかわからないけど、時間を要することは間違いない。


    　この山側を走っている最中にできるだけリードし、僕たちが橋を渡る際の時間的精神的な余裕をいかに確保するか。それが命めい運うんを分けるのだ。


    「さ、急ぐわよ狸たぬ吉きち。早さは童どう貞ていの専売特許だものね？」


    　と、華城先輩の激励（萎）が炸さく裂れつした、そのときだった。


    『四大テロチーム。下流地点を通過』


    「「っ!?」」


    　予想外の通信に耳を疑う。


    　四大テロチームが、僕たちと大して変わらないタイミングで下流地点を突破した!?


    　こんな速さで、一般人ひしめく五十メートルの橋を攻略したっていうのか!?


    　長さ七十センチのちんこぶら下げて!?　ありえない！


    「ちょっ、これ、不正じゃないんですか!?　じゃなきゃどうやって！」


    「確認する方法はないわ、急ぐわよ！」


    　途中経過を報告するだけの役目である撫子さんや旅館関係者にこちらからアプローチすることはルール違反だ。それに、撫子さんが普通に途中経過を発表したということは、不正なんてなかったと判断したからにほかならない。


    　とても信じられないけど、受け入れて進むしかない。


    　このままだと、確実に僕たちは負ける。


    「くっそ！」


    　相も変わらず多い一般人との接触をさばきつつ、僕たちは走った。


    



    『──《ＳＯＸソツクス》チーム、中流地点を通過』


    「……中流地点の橋の上、例年どおりにお客さんがみっちりね。まるで巨きよ根こんをねじ込まれた処しよ女じよマ●コみたいにみちみち。きっと下流の橋もあれくらいの人出だったに違いないのに……」


    　華か城じよう先輩が眼下の朱あけ門かど川がわと中流地点の橋を見て呟つぶやいた。


    　朱門川はいま、たくさんの灯とう籠ろうが流され、小さな明かりに満たされている。


    　僕たちはいま、建物を屋根伝いに移動していた。


    　加速度的に増える一般人（と思われる連中）との接触を避けるため、全ぜん裸らで朱門温泉を徘はい徊かいする過程で身につけざるをえなかった僕の空中機動能力が役に立ったかたちだ。


    　どうしても地上より移動速度は落ちるが、最短距離を移動できることもあり、ペースにはあまり問題ないのが幸いだ。


    　……それにしても、僕たちのこの機動についてこられる旅館関係者さんは一体何者……？


    「いくらなんでもあれをすぐに通過するのは無理ですね。さ、行きましょう先輩」


    　華城先輩は四大下ネタテロ組織チームが下流の橋をいかに突破したかが気になるらしいけど、ここで立ち止まっていてはまた時間を縮められてしまう。


    「……そうね、急ぎましょう。……ん？」


    　と、華城先輩が一段と鋭く中流の橋を凝ぎよう視しした。僕もつられてそちらを睨にらむ。


    　……？　なんだ？　橋の上の人込みが、割れていく……？


    「あのカウパー野や郎ろうども、まさか……っ」


    　華城先輩が忌いま忌ましげに呻うめくのと同時、僕もなにが起きているのか把握した。


    　中流の橋の上にひしめく人込み。


    　その真ん中がモーゼの起こした奇跡のように割れる。


    　そしてそこを、お面をかぶった二人組が堂々と、ちんこバトンを持って駆かけ抜けている！


    「あいつら！　各組織の構成員を使って、バトンの運搬をサポートしてるじゃねえか！」


    　いや、サポートどころの騒ぎじゃない。


    　ちんこバトンに触れているのは代表の二人だけなのでルール違反ではない。が、あんなあからさまに反則ギリギリの暴ぼう挙きよに出るなんて。


    　なにが正々堂々だ、あいつら。覇は気きをまとったちんこで刺し殺すぞ。


    「クスコを差し込んだマ●コのように見事な人込みくぱぁっぷりね……。人垣で人込みの中に道を作るだけじゃなく、ちんこバトンを人目にさらさないようにしている……〝集団痴漢戦法〟とでも名付けましょうか」


    「どうでもよすぎる！　てゆーか、あんな方法で勝って、四大テロ組織は納得するのか!?」


    　このゲームの本質は、どちらがテロ組織として凄すごいか、優れているかを競うものだ。


    　力ずくで僕らを潰つぶすことのできない慶けい介すけが、組織としての格の違い、純粋な実力差を見せつけることで、後腐れなく僕たち《ＳＯＸソツクス》を活動不能にする。


    　それが慶介の目的のはずだ。


    　ルールには違反していないだろうが、完全に道義に反しているあんな方法、力ずくと変わりないんじゃないのか!?


    「納得、するのでしょうね」


    　走り出しながら華か城じよう先輩が悔しげに呟つぶやく。


    「慶介が私たちを力ずくで潰せないのは、鼓こ修す理りがこちらについていることに加えて、貸しのある私たちを理り不ふ尽じんに切れば、傘さん下かの連中から信用されなくなると恐れてのことよ。


    　慶介はまずその詭き弁べんで四大テロ組織の中に反《ＳＯＸ》感情を植え付けてからこのゲームを提案している。その時点で、貸しのある《ＳＯＸ》に一つ譲歩したという構図をつくり上げているわ。それに──」


    　屋根から屋根に飛び移る。勝負どころである上流の橋まであと少し……。


    「──これは四大テロ組織と《ＳＯＸ》がテロ組織としての優ゆう劣れつを争うゲーム。四大テロ組織にあって《ＳＯＸ》にないものは、その構成員数よ。《ＳＯＸ》を排はい他た的な組織だと敵視するよう仕向けられた彼らがその求心力、包容力、すなわち数を利用して勝つことは、決して悪あくではない。むしろいいアンチテーゼとして盛り上がってるはず。ルール違反ギリギリでもね。あっはは、立派な民主主義だこと」


    「……つまり僕たちは、抗議の一つもできず、ただ勝つしかないわけですね？」


    「最初からそうよ。私たちがやることは変わらないわ」


    『四大テロ組織チーム。中流地点通過』


    　撫なで子しこさんの淡々とした現状報告が、僕と華城先輩の耳じ朶だを打った。


    



    「……こ、ここまでやるのか、あいつら……っ！」


    「変態の匂においがぷんぷんするわね。ここにいる人たちの半分は構成員みたいね」


    　少し離れた物陰から上流の橋を窺うかがい、僕は目の前が真っ暗になりそうだった。


    　片側がある程度空白になるだろうと予想していた上流の橋にいる人間は、さっき俯ふ瞰かんした中流の橋を上回るみっちり具合で、あんなもん七十センチのちんこバトンどころか、僕の愚ぐ息そくを丸出しに通過してもバレるわというありさまだった。……いや、さすがに自前のやつはオーラがあるし、体の陰に隠したりできないから、普通にバレるか。


    「下流の橋でくぱぁする人員と、中流の橋でくぱぁする人員、それからこの上流橋で処しよ女じよに巨きよ根こん状態をつくり出すために何人動員したんだか。朱あけ門かど温泉に潜せん伏ぷくしてた四大テロ組織は、代表百人どころじゃなかったみたいね……」


    「冷静に分析してる場合ですか！　こんなのどうやって突破すれば……」


    　不可能だ、こんなの。仮にできたとしても、すでに二つの橋を突破している相手に追いつく速度でなんて……。


    　僕は華か城じよう先輩を見上げる。


    「……」


    　と、お面から覗のぞく華城先輩の双そう眸ぼうはまだ不敵に燃えていた。


    　今年の春、駅のホームのど真ん中でエロイラストをばらまき、四方八方を善ぜん導どう課に囲まれながら僕を助けてくれた、力強い瞳ひとみだ。


    「狸たぬ吉きち」


    　そして華城先輩はにっかりと笑う。


    「私のチンコを受け止める覚悟はある？」


    「え」


    　いきなりの「ペニバンで尻しりの処しよ女じよ奪ってやるぜ」宣言に、僕はお尻を押さえて後ずさった。


    



    「──ってことで、作戦は以上よ。さ、行ってきなさい！」


    「……本当にその采さい配はいでいいんですか？　僕が大トリだなんて」


    　華城先輩の妙案を聞き終えた僕は思わずそう訊たずね返した。


    　不安で仕方ない僕と違い、華城先輩は自信満々に、


    「四の五の言っている暇ひまはないわ。大丈夫、〝オナ禁三十日目の全身性器センシテイブ・ボマー〟の異い名みようを持つあなたならできる！」


    「二つ名がワープ進化してる!?」


    　感じやすい爆弾魔って、それただの早そう漏ろう童どう貞ていじゃね？


    「それに、撫なで子しこの修しゆ行ぎようであなたはいま、下半身に限っては私より上。暗くら闇やみでの動きや感受性にも特化してるはずなんだから。……なんだか改めて確認すると、エリート変質者みたいなスペックね」


    　人があえて言葉にしなかったことを！


    「まあとにかく、橋を攻略したあとのスパートはあなたに托たくすほうが確率高いの。それに、先輩のバトンを引き継ぐのは後輩の役目でしょう？」


    「……わかりましたよ」


    　華城先輩のその一言が決め手だった。


    「行ってきます！」


    　ちんこバトンを持った華城先輩を置いて、僕は物陰から飛び出した。


    「うおおおおおおおおおおおおっ！」


    　人込みの隙すき間まを縫ぬいつつ、上流の橋へ一直線に迫る。


    「よっ」


    　と、橋の手前で大きくジャンプし、僕が着地したところは橋の手すり。四大テロ組織の構成員が少ないだろう下流側だ。


    　周囲の人々の注目が僕に集まる。この隙すきに華か城じよう先輩は所定の位置に移動しているはずだ。


    「らあああああああああっ！」


    　右手に人込み、左手に砂じや利りだらけの河原かわらが数メートル眼下に広がる。


    　落ちたら死ぬなぁ、とか頭の片かた隅すみで考えながらも、僕は爆ばく走そうした。


    　白しら霊たま流しを楽しんでいた人々や、人員整理をしていた温泉関係者から「なにあの人！」とか「降りなさい！」とかいう声が上がる。


    「うおっとお!?」


    　十数メートルほど進み、左手が真っ暗な夜の川かわ面もになった頃。案の定、人込みから手が伸びてきた。


    　僕を引きずり下ろすんじゃなくて突き落とそうとする手だったから、事故に見せかけて僕をリタイアさせようとした四大テロ組織工作員だろう。


    　僕はそれをなんとか避けながら、一歩踏み間違えただけですべてが水の泡あわと化す手すりを駆かけ抜けた。


    　暗くら闇やみで身につけた気配察知能力と、建物の屋根を飛び回って身についたバランス感覚のおかげで、卑ひ怯きような妨害をどうにか切り抜ける。


    　つーか、いくら左手が川だからって、下へ手たすりゃ死ぬっての。


    　お祭り時期の朱あけ門かど川がわはこの時間帯に水かさが減るっていうし、水底に頭打ったりしそうだ。


    「──よっ、と」


    　そして僕はからくも上流の橋を渡りきり、暗闇に紛まぎれながら河原へと降りた。


    　川に流される灯とう籠ろうはもうずっと下流にあり、いまの時間帯に上流の河原へ降りる人はいないため、照明はほとんどない。


    　僕はそのまま橋の真下へ移動し、一瞬だけＰピーＭエムを機動させた。


    　ぱっと光が灯ともり、華城先輩にこちらの居場所を伝える。


    　そして僕は身構えた。どのタイミングでちんこバトンが飛んできてもいいように、水の流れる音だけが響く暗闇に夜よ目めを凝こらす。


    　華城先輩の考えた作戦はこれだ。


    　ちんこバトンを橋の上ではなく、橋の下で渡してしまおう。


    　ルール上問題ないかどうかはちょっと保証できないが、事前に決めたルートは変えてないし、先に反則技使ってきたのは向こうだ、という子供じみた思考で敢かん行こうを決定した穴だらけの案である。


    　しかも暗闇のせいでちんこバトンがいつ、どんなタイミングで華城先輩から投とう擲てきされるかわからず、取りこぼしてちんこバトンを破損、もしくは紛失してしまうのではという危険性も抱えている。


    　ここで僕が華か城じよう先輩の期待に応えてちんこバトンをスムーズにキャッチできるかどうかが重要なのだが、果たして……。


    『四大テロ組織チーム、上流地点通過』


    　と、撫なで子しこさんの声が、僕たちがいままさに追い越されたことを知らせる。


    　全身の毛が逆立ち、漂ただよう敗北の気配に集中力が増す。


    　華城先輩ならきっと、このタイミングで。


    　ビュンッ！


    　水の流れる音の中に、微かすかな風かざ切きり音。


    　僕は暗くら闇やみに目を凝らし、


    　ぱしっ！


    　ご丁てい寧ねいにもこちらに亀き頭とうを向け、僕の顔面まっすぐに飛んできたちんこバトンをすんでのところでキャッチする。


    　もう少しでイマラチオになるところだった！　


    　一発でちんこバトンをキャッチできたせいでテンションが上がり、普段の紳士的な僕なら決して考えないだろう下品な思考を爆発させつつ、僕は走った。


    「あとは、こいつをサオリ三号のゴール穴にぶち込むだけ！」


    　橋の上にはまだ四大下ネタテロ組織の構成員がひしめいているが、朱あけ門かど川がわの上流付近には比較的人が少ないままだ。


    　大胆に、しかし慎重に土ど手てを駆かけ上がり、体の陰にちんこバトンを隠しながら、朱門川沿いの大通りを突っ切る。


    　裏路地地帯に飛び込むと一気に人ひと気けがなくなり、


    「見えた！」


    　サオリ三号が安置されている多目的館だ。そしてその手前には、


    「あれが四大テロ組織の代表か……女性？」


    　ちんこバトンを持った女性が足音を殺しながら、一人で多目的館に入ろうとしていた。


    　この時間帯の多目的館周辺に、撫子さんの息がかかった警備員以外は近寄らない。


    　パス回しでちんこバトンを人目から隠す必要がないため、代表二人のうち、足が速いほうにラストを任せたようだ。


    　と、そのとき。


    『《ＳＯＸソツクス》チーム、上流地点通過』


    　少しばかりタイミングの遅い現状報告が流れる。


    　僕たちの橋攻略法がルールに抵てい触しよくしないかどうか多少の議論があったのだろう。


    「っ!?　……嘘うそだろっ」


    　と、僕と同じく通信を受けたらしい女性がこちらを振り向いた。


    　両方ともお面をしていて距離もあるけど、僕にはわかる。彼女は驚きよう愕がくしていた。


    　濁にごった瞳ひとみがかっと見開かれ、あまりの衝撃ゆえかその場に一時停止している。　


    　しめた、とその一瞬でかなり距離を縮める。


    　我に返った女性が慌あわてて多目的館に入った。サオリ三号は屋上にあるはずだ。


    「負けるかああああっ！」


    　階段を駆かけ上がる過程で、僕は女性と並ぶ。コーナーをとられてしまってはいるが、引き離されることもない。互ご角かくだ。


    「……っ」


    　女性がお面越しに、信じられないものを見るような目を向けてきた。


    　だから言ったろう。僕たち《ＳＯＸソツクス》が本気で叩たたき潰つぶしてやるって。


    　こっちには、この退屈な世界を一人で戦い抜いてきた怪人《雪せつ原げんの青あお》がついてるんだ！


    　四大テロ組織チームの汚きたないやり方をギリギリとはいえ打破してやった高こう揚よう感も加わり、女性の目を見ながら、僕は思わず笑っていた。


    　お面越しではあるものの僕の表情は伝わったらしく、女性の目がさらに大きく見開かれる。


    　と、


    「……」


    　女性の目に、微かすかな炎が灯ともった。


    　──だっ！


    　それまで一切の音を発さなかった女性の足の裏から、強烈な打だ突とつ音おん。


    「……は？」


    　するとさっきまで僕の隣にいたはずの女性が、一気に上階へと到達していた。


    　──だっ、だっ、だっ、だっ！　


    　そしてそのまま凄すさまじい脚力を発揮し、瞬またたく間まに僕との距離を引き離していく。


    　いままでは本気じゃなかったのか!?


    「ウソだろおいっ！」


    　歯を食いしばり、折れそうになる両足の痛みも破裂しそうな肺の苦しさも無視し、その背中に追いすがる。


    　バンッ！　と屋上への扉とびらが開かれる音。


    　数秒遅れて僕も屋上へ飛び出した。致命的な数秒に思われたが、四大下ネタテロ組織チームの勝利を知らせる『ストラ──イクッ！』はまだ鳴っていない。


    　と、真っ暗な屋上に、きょろきょろと周囲を見渡す女性の姿があった。


    　暗くら闇やみに紛まぎれ、サオリ三号が発見できないらしい。


    　けれど、僕には見える。


    　屋上のど真ん中で、〝ゴール穴〟をだらしなくご開かい帳ちようしているサオリ三号の艶あでやかな姿が！


    　僕のちんこをぶち込んでほしそうにしている、メスブタ化したサオリ三号の淫いん猥わいな表情が！


    （このときの僕は、ランナーズハイ的なアレで少しだけおかしくなっていた。少しだけ）


    　サオリ三号を発見できないでいる女性の隙すきをつき、僕はサオリ三号へ走った。


    　だが、その童どう貞てい特有の先走りが間違いだった。


    　いち早くサオリ三号へ走った僕だったが、それを察知した女性の脚力はこちらのスタートダッシュの速さを覆くつがえすものだったのだ。


    「う、おおおおっ！」


    「……っ！」


    　肩と肩が触れ合うほどに接近し合いながら、僕と女性はサオリ三号へ全力で走り寄る。


    　僕は右手で、女性は左手で、ちんこバトンを振り上げる。


    　目の前にサオリ三号のゴール穴。


    　この距離になれば、女性にもそれははっきり見えているはずだ。


    　どっちが先にちんこバトンを奉ほう納のうできるか……っ！


    　僕は最後の力を振り絞って、ちんこバトンをサオリ三号のゴール穴に突き立てる。


    　隣の女性の振り下ろしたちんこバトンと亀き頭とう同士が触れ合い、つばぜり合いになる感触。


    　──そして、


    



    『ゴ─────ルッ！』


    



    　僕の耳に、勝利の福ふく音いんが響いた。


    　サオリ三号のゴール穴には、僕のちんこバトンが突き刺さっていた。


    　衝撃が強すぎたせいか、サオリ三号は『あ、あんっ』『いく、いく、いく』と喋しやべりながら、内部のモーターに不調をきたしてガガガガッと痙けい攣れんしている。


    「──はぁっ、はぁっ、はぁっ」


    　全身から力が抜け、僕はその場で仰あお向むけに寝転がる。


    　もう指一本、動かせる気がしない。


    「勝った、のか……？」


    　一時は心が折れかけた。


    　華か城じよう先輩に、すがるような情けない姿をさらしてしまった。


    　けど、


    「これで少しは、華城先輩のパートナーってやつに、近づけたのかな……？」


    　華城先輩にバトンを托たくされ、撫なで子しこさんの修しゆ行ぎようの集大成のような勝負に勝利した。


    　僕の中には、しっかりとした充足感が生まれていた。


    　ピピピピッ


    　と、ＰピーＭエムに着信。──華か城じよう先輩だ。指先をぷるぷるとさせながら電話に出る。


    『やったわね！』


    　華城先輩の嬉うれしそうな声が耳を心地よく打って、ああ本当に勝ったんだと今度こそ確かな実感が湧わく。


    「《雪せつ原げんの青あお》のおかげですよ」


    『なに言ってるの！　私とあなた、両方のお手柄よ！』


    「あ、はは。ありがとうございます。ときに、《雪原の青》」


    『？　なに？　先に言っておくけど、サオリ三号にちんこバトンを突き刺したからって、あなたは素しろ人うと童どう貞ていにさえなれないのよ？』


    　ツッコム気力もなく、僕は用件だけ告げる。


    「僕、もう動けないみたいなんで……おやすみなさい」


    『え？　ちょ、狸たぬ吉きち、しっかりして狸吉っ、ちょっと！　事後に気絶するのは女の特権よ！』


    　僕の意識はそこで途切れた。


    　視界が真っ暗になる直前。


    　僕と最後まで張り合った女性が僕をじっと見つめた後、静かに屋上を去っていくのが、やけに印象に残った。


    



    
      ●

    


    



    「……なんだったんだぜ、あいつは……」


    　濡ぬれ衣ごろもゆとりは戸惑っていた。


    　ちんこバトン運搬勝負で相まみえた《ＳＯＸソツクス》の男。


    　こともあろうに、自分たちの組織の存そん亡ぼうを懸かけた勝負の最中、しかも卑ひ怯きような手段を用いたあたしたちに向けて浮かべたあの男の心底楽しそうな笑え顔がおが、いまなお頭に張り付いている。　


    　あの表情を見てから、心の中で熱いなにかが疼うずいて仕方がない。


    　いままでテロの最中に消していた足音が自然と気にならなくなり、全力で相手をしたくなってしまった、不可解な熱。


    　そして最後の最後、ちんこバトンを突き立てる瞬間、『こいつらとならもしかしたら……』ととっくの昔に放棄していたはずの希望が再燃し、勝ちを譲ゆずってしまったあのときの心境。


    　なにもかもが想定外だ。


    　幸い、慶けい介すけはあれだけ大がかりな策を仕込んだにもかかわらず『こんなくだらない勝負、別に負けてもいいから』とかいつもの調子で言っていたから、大したおとがめはないだろうが。


    「本当に、不思議なやつだったぜ……」


    　あの男から飛び火した熱は、いまだゆとりの中で燃え広がろうと暴れている。


    　その不ふ可か思し議ぎな感触は、ゆとりに漠ばく然ぜんとした希望を抱いだかせていた。


    「……あいつらとなら、あいつらと手を組んだなら、もしかしたら」


    　本当に、世界も変えられるんじゃないのか？


    　ゆとりは最後のくだりを口にしなかった。


    　なぜならちょうどそのとき、ちんこバトン運搬勝負を終えたら勝敗にかかわらず集合するよう慶けい介すけに命じられていた、朱あけ門かど温泉の隠し社やしろに到着したからだ。


    　年に一度の一週間だけ、決まった時間に川の水位が下がることで現れる社と、その周辺のお椀わん形の河原かわら。


    　そこにはゆとりをはじめとして、朱門温泉に潜せん入にゆうしている五百人近い四大下ネタテロ組織の構成員たちが集結していた。


    「……っ!?」


    　そしてゆとりは目を疑う。


    　集結している構成員たちのほとんどが、正気ではなかったのだ。


    　舞い散る紙かみ吹雪ふぶきを我先に拾い集めようとして乱舞し、拾ったら拾ったでほかの一切がどうでもいいかのようにそれを凝ぎよう視しする。なかにはその紙切れを牛のようにベロベロ舐なめ回し始める者までいて、さしものゆとりもドン引きした。


    「な、なにが起きてるんだぜ……？」


    　ゆとりは困惑しながら、ふと風に流れてきた紙片を拾い驚きよう愕がくした。


    　そこには、ゆとりの所属する《捕ほ乳にゆう類》が《ＳＯＸソツクス》から譲り受けた谷や津つヶが森もりのエロ本を遙はるかに凌りよう駕がする過激なイラストが描かかれていたのだ。


    　なんでこんなものが、こんな大量に……と困惑するゆとりの疑問に答えるように、社に立った慶介らしき人物の演説が始まる。


    　いわく、このイラストの作成者は《ＳＯＸ》を見限って鬼おに頭がしら家けの傘さん下かに入ったのだと。


    「……なんだ」


    　それを聞いたゆとりの心は、急激に冷めていった。


    「やっぱり《ＳＯＸ》じゃダメなんじゃねーか……」


    　ゆとりの瞳ひとみから再び光が消え去り、その思考にも心にも、ぼんやりと靄もやがかかった。


    



    
      ●

    


    



    「……ん？」


    「おはよう狸たぬ吉きち。やっと目が覚めたのね？」


    　気がつくと、そこは朝日がまぶしく差し込む菊の間だった。


    　なぜか隣には上機嫌な華か城じよう先輩が座っていて、


    「まったく、昨日きのうは後処理が大変だったのよ。ぶっ倒れたあなたを運んで、看病して」


    　と、昨晩僕が意識を失ったあとの顛てん末まつを説明してくれた。


    「まあ、その一連の流れは全部撫なで子しこがやってくれて。あたしはさっき起きて、ちょうどいま様子を見にきただけなんだけどね」


    「〝ありがとう〟を早まらなくて正解でしたよ」


    　そんなこったろーと思った……。


    「あ、でも、狸たぬ吉きちの朝あさ勃だちの処理だけは清きよ門かど荘そうの板長さんがやってくれたわよ？」


    「あのガタイのいいおっさんですか!?　ちょっとウソでもやめてくださいよ！」


    「ぐっすり眠ってた狸吉にはなにが本当かわからないでしょう？　不安なら板長に訊たずねてくることね。『僕の朝一ミルクを飲んだのはあなたですか？』って」


    「三枚におろされるわ」


    　朝っぱらからいつものやりとりが展開されて目眩めまいがする。


    　と、華城先輩がふわりと優しく微笑ほほえんだ。


    「ま、なにはともあれ、昨晩はご苦労様。大金玉星よ。ゆっくり温泉にでも入るといいわ。撫子も今日きようくらいは混浴を強要してきたりはしないでしょ」


    　そこでようやく、昨日の勝負に勝ったのだという事実をはっきりと思い出す。


    　ちんこバトンを突っ込んだ直後の高こう揚よう感や達成感も一緒に思い出してガッツポーズをとろうとするも、全身が筋肉痛であることに気づいて布ふ団とんの中でのたうってしまう。


    「やったんですね、僕たち。……ところで慶けい介すけたちは勝負のあと、なんて言ってました？」


    《ＳＯＸソツクス》が勝てば《ＳＯＸ》の全国展開に協力するようなことを言っていたけど、あいつらが素直に約束を守るとは思えない。


    「『四大テロ組織たちとの間で考えをまとめるから一晩待ってくれ』だそうよ。あれだけの策を弄ろうしておいて、まさか負けるとは思ってなかったのでしょうね」


    「なんかすっきりしませんけど、不健全雑誌を奪われなかっただけマシ、ですかね」


    「いや、あそこまでやって負けた以上、慶介たちはあたしたちに協力せざるをえないはずよ。あくまで表向き、でしょうけど、仮かり初そめでもなんでもパイプがつくれたならこっちのものよ。それを足がかりに、本当の同盟関係を結べる人たちを探して引き込んでいけばいいわ。ワンナイトラブからお嫁を探すようなものね」


    「ただれてる……」


    「いいのよ別に。私たちは下ネタテロ組織《ＳＯＸ》だもの」


    　華城先輩はからから笑うと、「さてじゃあ、私も朝あさ風ぶ呂ろで久しぶりにのんびりしようかしら」と立ち上がった。


    　そのときだ。


    「なんじゃ。二人ともこっちにおったのか」


    　菊の間に、早さ乙おと女め先輩が入ってきた。


    　なにやらその顔は晴れやかで、けどどこか気まずそうに僕たちを見ている。


    「あら、どうしたの早乙女先輩。顔色がいいけれど、昨晩はお楽しみでしたね？」


    　最低の朝の挨あい拶さつをかました華か城じよう先輩に、


    「うむ、まあ、そんなところじゃ」


    　なんと早乙女先輩が首しゆ肯こうで応じた。華城先輩が顔を真っ赤かにして「え？　え？」と後ずさる。


    　完かん璧ぺきなまでのカウンターだ。僕も今度使ってみよう。


    「実はの、昨日の晩にようやくスランプが解決してな」


    「ホントですか？　よかったじゃないですか！」


    　一昨日おとといから昨日きのうにかけては慶けい介すけたちの相手ですっかり忘れていたけど、早乙女先輩のスランプについては僕もずっと心配していた。


    　慶介たちに打ち勝った高こう揚よう感も合わさり、素直に祝福の声が出る。


    　するとなぜか早乙女先輩は気まずそうにふいと僕から顔を逸そらし、口を開いた。


    「それでの、わしは今日きようで《ＳＯＸソツクス》も時とき岡おか学園も辞めて、鬼おに頭がしら家けの世話になることにした」


    「「……は？」」


    　早乙女先輩、いまなんて言った？


    「そういうことじゃから。いままで世話になったな。じゃ、わしはもう個展のほうへいくから」


    　早乙女先輩は一方的に告げると、菊の間まを出ていく。僕は呆あつ気けにとられて声も出ない。


    「……あっ、ちょっ、待ちなさい早乙女先輩！」


    　華城先輩が事情を聞き出そうと走り出す。


    　しかし厄やつ介かい事ごとというのは重なるもので、


    　ピピピピピッと、華城先輩のＰピーＭエムが計ったようなタイミングで着信を知らせた。


    「っ!?　誰よこんなときに！　……アンナ？」


    　華城先輩が数秒迷った末、アンナ先輩からの着信を取る。


    「もしもし……ちょっとアンナ、落ち着いて、どうしたの？　あなたらしくもない」


    　華城先輩がおろおろとしながら応対し、すると慌あわてているせいでＰＭの操作を誤ったのか、アンナ先輩の声がこちらにまで響いてくるようになった。


    『これが落ち着いていられますか！　お母様ったら、昨日いきなり、夏休み明けには別の学校に通うようにと言ってきたんですのよ!?　わたくしの話をちっとも聞いてくれなくて……』


    　アンナ先輩が、転校だって!?


    　いや、最近の第一清せい麗れい指定都市の状態を考えれば、ソフィアがそんなことを言い出してもおかしくはない。


    　そしてアンナ先輩は僕らの動どう揺ようをよそに続ける。


    『それで相談なのですけれど……綾あや女めさんはいま、ご実家の温泉に帰省なさってますわよね？』


    「……え、ええ」


    　華か城じよう先輩が頬ほおを引きつらせる。僕もまた、最悪の未来が見えて胃が縮んだ。


    『お母様が折れるまで、わたくしをそこに匿かくまってくださいませんか……？　わたくしどうしても、転校なんてしたくないんですの……』


    　アンナ先輩が涙声で、そう言った。


    　華城先輩は凍り付いたように動けなくなり、その沈黙でなにかを察したらしいアンナ先輩は『……綾女さんだけが、頼りだったのですけれど……なにか不都合がおありのようですし……』。


    　消え入りそうな声で電話を切ろうとし、華城先輩が瞳どう孔こう開いてんじゃないのって眼まな差ざしで、早乙女先輩が走り去っていった廊下と僕とを交互に見やる。そして、


    「そ、そんなわけないわ。アンナが困ってるのなら、私は喜んで力になるわよ！」


    『……本当ですのっ？　ありがとうございます。綾女さんっ』


    　アンナ先輩の声が微かすかに華やぐ。


    　それでは明後日あさつて頃に朱あけ門かど温泉に到着すると思いますので、などの細かい打ち合わせの後、アンナ先輩は『いきなりのワガママに応えてくださって、本当にありがとうございますの』と泣き笑いの混じったお礼を小さく言って電話を切った。


    「あの、華城先輩……どうするんですか、この状況……？」


    　急転直下に過ぎる展開に僕が呆ぼう然ぜんとして訊たずねると、華城先輩はどこからか耳みみ栓せんを取り出して耳にはめ、


    「知ってる狸たぬ吉きち？　耳栓をして動くと、ハメ撮りとか盗撮ＡＶの世界に入り込んだような臨りん場じよう感を味わえるのよ？　周囲の音が客観的に聞こえて、とっても不思議で卑ひ猥わいなの！」


    　パーフェクト現実逃避を始めていた。


    「ちょっと華城先輩！　しっかりしてください！」


    　夏休みが終わるまであと二週間ほど。


    　どうやら僕たちの夏は、ここからが本番らしい。


    



    
      つづく

    

  



  
    あとがき


    



    　どうもお久しぶりです。赤あか城ぎ大ひろ空たかです。


    　え？　シューカツ？　なにそれおいしいの？


    　いや冗じよう談だんです。知ってますよ、シューカツ。あれですよね、シュークリームとトンカツを合わせたゲロマズイやつでしょ。一日三食欠かかさず食わされて、最近もうお腹なかが痛いたいです。


    　デザートは祖そ母ぼからの「早く結婚してね？」プレッシャーです。


    　ねえ知ってるおばあちゃん？　結婚って、女性に好かれるお金持ちしかできないんだよ？


    　まあ、なんだ、シューカツも結婚プレッシャーもありがたい話です。


    　僕はとある先輩から「こういう作品ってどういうとこからインスピレーション得えてるの？」と質問されて「ストレス」と即答した人間ですから。


    　どんどんストレスもってきてくださいよ。全部下ネタに変えてやるから。


    　というわけで、三巻です！　上下巻です！　大変だった！


    　いやね、僕の構成力のなさに編集様からお情けの「上下巻でもいいのよ？」という救いの手が差し伸べられ、最初ははしゃいでいたのですが、僕のミスでスケジュールが大変なことになりまして。今回も難なん産ざんでした。


    　書いてる途と中ちゆうは何度も「あとがきが面白いって評判なんだから、もう本編十ページ、あとがき二百ページくらいの構成でいいんじゃねえの？」という逃とう避ひが脳のう裏りをよぎる始し末まつ。


    　あとがきっていうか、最早それは自伝。まあ、僕があとがきという名の自伝を書いたところで、捨てられたエロ本を求めてうろちょろしていた少年期、録音されてたら社会的に死ぬような下ネタを友人たちと乱発し合った青年期など、本編と大差ない感じになりますけどね。


    



    　以下、謝辞です。


    　担当の具ぐ志し堅けん様。毎度毎度ご迷惑をおかけします。次巻からは反省をいかして頑がん張ばりますので！（おいそれ二巻のときにも言ってただろ？）


    　イラストを担当してくださった霜しも月つきえいと様。今巻ではかなりの過か密みつスケジュールを強しいることになってしまったにもかかわらず、素す晴ばらしい綾あや女めカラー絵を本当にありがとうございます！　綾女って可か愛わいかったんだ……と著者にあるまじき感想を抱いだくレベルです。


    　そして今回も、問題ばかりの『下ネタ』の出版に携たずさわってくださった皆様へ、本当にありがとうございました！　赤あか城ぎは皆様のおかげでなんとか作家を続けられております。


    



    　それでは、紙し幅ふくも尽きそうなので、今回はこの辺で。


    　次は作中の季節と同じ、夏頃にお会いしましょう！


    　最近は◯◯禁のおかげで気力が充実してるので、きっと間に合う大丈夫！

  



  
    赤城大空


    Hirotaka Akagi


    



    最近、周囲で結婚の話をよく聞く。けど僕は惑わされない。将来、ロボット技術とＡＩ技術とｉＰＳ細胞技術の発達によって人工嫁が開発されたときのために、たくさんお仕事頑張ってお金貯めるんだ……。あ、ヤバイ。泣きそう。
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